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序     文 
 

貿易･流通の促進による持続的な経済成長をめざす東部アフリカ地域では、通関の円滑化は重

要な課題です。この通関の円滑化を図るため、同地域では、通常は国境で輸出側と輸入側で計 2
回行う輸出入手続きを、1 回（ワン・ストップ）にすることで、通関手続きの円滑化・効率化を

図り、もって物流の促進に貢献するワン・ストップ・ボーダー化（OSBP）に取り組んでいます。 
上記課題に取り組むため、独立行政法人国際協力機構（JICA）は、東アフリカ共同体（EAC）

加盟 5 カ国（ケニア、タンザニア、ウガンダ、ルワンダ、ブルンジ）を対象として、2009 年 9 月

から 2013 年 9 月までの 4 年間を協力期間として、「東部アフリカ地域税関能力向上プロジェクト

（フェーズ 2）」を実施してきており、今般プロジェクト期間の終了を迎えることとなりました。 
他方、域内の経済統合及び回廊整備の一環として、域内物流円滑化に向けた各種政策・施策の

重要度は依然高く、各国政府は、同地域における OSBP の推進をはじめとする貿易円滑化に係る

取り組みを更に強化するため、わが国に対し追加支援〔「東部アフリカ地域税関能力向上プロジェ

クト（フェーズ 3）」（EAC 5 カ国より要請）及び「ルスモ国境ワン・ストップ・ボーダー・ポス

ト運営支援プロジェクト」（タンザニア、ルワンダより要請）〕を要請しわが国政府は同要請を採

択しました。 
今般、上記背景を踏まえ、2013 年 5 月 7 日から 29 日及び 8 月 3 日から 18 日の期間、JICA 産

業開発・公共政策部行財政・金融課長の押切康志を総括とする終了時評価調査及び後継プロジェ

クトの詳細計画策定調査を行いました。 
本報告書は、同調査結果を取りまとめたものです。この報告書が、今後の東アフリカ地域にお

ける税関分野の更なる発展及び国境物流の一層の効率化に向けた指針となるとともに、今後の類

似分野での技術協力プロジェクトの案件形成・実施にあたっての参考となることを祈念します。 
最後に、本調査にご協力いただいた関係各位に深い謝意を表します。 
 
平成 26 年 2 月 
 

独立行政法人国際協力機構 
産業開発・公共政策部長 植嶋 卓巳 
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地域合同調整委員会（RJCC）の様子 ルワンダ歳入庁（RRA）との協議 
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評価調査結果要約表（現行プロジェクト終了時評価） 
 

１．案件の概要 

国名：ケニア共和国、タンザニア連合共和国、

ウガンダ共和国、ルワンダ共和国、ブル

ンジ共和国 

案件名：東部アフリカ地域税関能力向上プロ 

ジェクト（フェーズ２） 

分野：財政・金融 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：産業開発・公共政策部 行財政・金

融課 
 

協力金額（評価時点）：7 億 8,000 万円 

相手国実施機関： ケニア歳入庁（KRA）、タン

ザニア歳入庁（TRA）、ウガンダ歳入庁（URA）、

ルワンダ歳入庁（RRA）、ブルンジ歳入庁（OBR） 

協力期間 

（R/D） 
ケニア：2009 年 7 月 6 日 
ルワンダ：2009 年 11 月 6 日 
タンザニア：2009 年 11 月 27 日 
ウガンダ：2010 年 2 月 26 日 
ブルンジ：2010 年 9 月 22 日 

日本側協力機関：財務省関税局 

（2009 年 9 月～2013 年 9 月） 

１－１ 協力の背景と概要 
東部アフリカ地域では、貿易･流通の促進等の推進による持続的な経済成長をめざしている

が、そのなかで通関の円滑化も重要な課題になっている。この通関の円滑化を図るため、同地

域では通関のワン･ストップ化〔通常は国境で輸出側と輸入側で計 2 回行う輸出入手続きを、1
回（ワン･ストップ）にすることで、通関手続きの円滑化･効率化を図り、もって物流の促進に

貢献する取り組み〕を推進している。 
JICA は 2007 年から 2009 年までケニア共和国（以下、「ケニア」）、タンザニア連合共和国（以

下、｢タンザニア｣）、ウガンダ共和国（以下、｢ウガンダ｣）を対象に｢東部アフリカ地域税関能

力向上プロジェクト（フェーズ１）｣を実施し、各国税関（歳入庁）の能力を向上し、ワン・ス

トップ・ボーダー・ポスト（One Stop Border Post：OSBP）システムを適切に運用できることを

目的として OSBP 運用モデルを構築するとともに、ナマンガ（ケニア－タンザニア国境）とマ

ラバ（ケニア－ウガンダ国境）においてパイロット事業〔情報通信技術（ Information and 
Communication Technology：ICT）〕機材整備、共同国境取締り〔共同国境監視（JBS）／共同水

上監視（JWS）等〕を開始した。 
一方、フェーズ１を通じて、①東アフリカ諸国が協力して国境税関において OSBP を導入･

実施するためには、リスクマネジメントや関税分類･評価等の技術や知識等、税関の能力を継続

的に向上させることが必要、②ICT 機材整備と共同国境監視（Joint Border Surveillance：JBS）
のパイロット事業を他の国境ポイントにも拡大展開することが必要、③通関手続きの迅速化･

効率化の実現のために、税関能力向上のみならず通関業者の能力向上も同時に実施することが

必要、といった教訓･提言が導き出された。このような背景の下、フェーズ１対象 3 カ国に加え、

東アフリカ共同体（East African Community：EAC）関税同盟に新たに加わったルワンダ、ブル

ンジを加え各国歳入庁（Revenue Authority：RA）をカウンターパート（Counterpart：C/P）機関

として、2009 年 9 月から 2013 年 9 月までの 4 年間を協力期間として、「東部アフリカ地域税関

能力向上プロジェクト（フェーズ２）」（以下、「現行フェーズ」）を実施している。 
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今般、プロジェクト終了を約 4 カ月後に控え、現行フェーズの目標達成度や成果等を分析す

るとともに、プロジェクトの残り期間や終了後の課題等今後の方向性について確認するため、

終了時評価調査を実施することとなった。 
また、各国政府は、同地域における OSBP の推進をはじめとする貿易円滑化に係る取り組み

を更に強化するため、わが国に対し追加支援を要請し（「東部アフリカ地域税関能力向上プロジ

ェクトフェーズ３」（EAC 5 カ国より要請）及び「ルスモ国境ワン・ストップ・ボーダー・ポス

ト運営支援プロジェクト」（タンザニア、ルワンダより要請）、以下、「後継プロジェクト」）、わ

が国政府により採択となっている。 
 
１－２ 協力内容 
（１）上位目標 

OSBP の適切な運用を通じて効率的・効果的な通関手続きが実施される。 
 

（２）プロジェクト目標 
OSBPの概念に基づき、また税関と通関業者の建設的な関係構築を通じて、国境における

迅速かつ効率的な通関手続きが強化される。 
 

（３）アウトプット（成果） 
１．税関行政の能力が向上する。 
２．通関業者組合の機能強化を通じて、通関業者のコンプライアンス・レベルと通関手続き

にかかる能力が向上する。 
 

（４）投 入（2013 年 5 月末時点） 
１）日本側 

【専門家派遣】 
・ 日本人長期専門家 

チーフ・アドバイザー／税関行政、地域協力強化、業務調整員／人材育成の 3 分野、

延べ 5 名。 
・ 日本人短期専門家 

通関業者支援専門家（業務実施簡易型）1 名に加え、延べ 50 名の短期専門家がマス

タートレーナー養成プログラム（Master Trainers Program：MTP）の講師、通関業者

資格認定制度における日本の事例紹介の講師、ナマンガ OSBP 詳細設計支援等、で

派遣された。 
・ その他の短期専門家及びコンサルタント 

ICT 分野のローカルコンサルタント 1 名、セミナー講師の世界税関機構（World 
Customs Organization：WCO）専門家延べ 10 名。ナマンガ OSBP 施設の詳細設計に

係る業務、地域内通関業者資格認定制度構築に関する調査、通関業者資格認定制度

導入に係る政策枠組み策定支援、MTP 評価に関し、それぞれローカルコンサルタン

トが傭上された。 
【機材供与】 

・ 合計約 2 億 6,200 万円〔主に OSBP 通関管理システム（Real Time Monitoring System / 
Cargo Control System：RTMS/CCS）用資機材、及び JBS/共同水上監視（Joint Water 
Surveillance：JWS）に必要な資機材〕 
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【研修員受け入れ】 

・ 延べ 71 名が、ベトナム（2010 年 3 月）及びマレーシア（2011 年 3 及び 6 月の 2 回

に分けて実施）に、また 22 名が本邦（2012 年 10～11 月）へのベンチマーク・スタ

ディ・ツアー（Bench Marking Study Tour：BMST）に参加。 
・ WCO 認定専門家ワークショップへの派遣 

関税評価（Customs Valuation：CV）8 名： ナイジェリア（2012 年 9 月）、ガボン 1
名（2012 年 10 月）、関税分類（Harmonized Commodity Description and Coding System：

HS）8 名：ジンバブエ（2013 年 4 月） 
・ RTMS/CCS 稼働に必要なサーバー管理研修への派遣〔南アフリカ 6 名（2013 年 2 月）〕

を行った。 
【現地業務費】 

・ 約 3 億 4,000 万円。（2013 年 5 月までの支出額合計） 
ローカルコンサルタント傭上、研修実施経費、講師旅費等 

２）東アフリカ 5 カ国側 
【C/P 配置】  

・ 5 カ国の RA 長官がプロジェクト・ディレクターを、また、関税局長がプロジェクト・

マネジャーを務めている（10 名）。 
・ OSBP 運営 IT システム（RTMS/CCS）ワーキング・グループ（Working Group：WG）

メンバー：9 名（KRA 3 名、TRA 3 名、URA 3 名）。 
・ MTP の WG メンバー 

53 名（2012 年 11 月の MTP 終了時）及びマネジメント・ユニット（Management Unit：
MU）メンバー 5 名（終了時評価時） 

・ JBS/JWS チーム・メンバー 
11 名〔ケニア歳入庁（Kenya Revenue Authority：KRA）4 名、タンザニア歳入庁（Tanzania 
Revenue Authority：TRA）3 名、ウガンダ歳入庁（Uganda Revenue Authority：URA）

4 名〕 
・ 通関士認定制度導入に係る政策枠組み策定支援と通関業者への研修に係るタスクフ

ォース 
各国 3 名、EAC 1 名、東アフリカビジネス評議会（East African Business Council：EABC）
1 名、通関業者組合（Customs Clearing and Forwarding Agents Associations：CCFAA）

7 名、計 24 名 
・ 通関業者支援調整担当の職員及びプロジェクト運営事務支援メンバーとして KRA

職員がそれぞれ 1 名、配置されている。 
【プロジェクト事務所・施設】 

・ KRA 本庁内にプロジェクト・チームのオフィスが提供され、電気代及び固定電話料

金は KRA が負担している。 
【プロジェクト運営費】 

・ 東部アフリカ 5 カ国より、主に現物（in-kind）による以下の支援 
MTP 研修実施経費（会場・昼食等の提供）、JBS/JWS 取締活動経費、通関士制度構

築のための政策枠組み策定支援に係るタスクフォース会合での会場提供、出張国で

の専門家・WG メンバーへの車両手配、MTP や研修への参加旅費に係る 5 カ国税関

職員への日当・宿泊手当の補填（各国 RA が定める基準と JICA が支払う金額との差

額）、RTMS/CCS のセキュリティ監査費用、等。 
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２．評価調査団の概要 

調査者 押切 康志 （総  括） JICA 産業開発・公共政策部行財政・金融課 課長 
辻 研介 （協力企画） JICA 産業開発・公共政策部行財政・金融課  

主任調査役 
馬場 義郎 （税関行政） 財務省関税局関税課 国際協力専門官 
倉本 智和 （税関行政） 財務省関税局関税課 上席調査官  
菊地 正博 （通関手続 1） 東京税関調査部 情報管理官） 
棚上 新吾 （通関手続 2） 函館税関調査部 統括調査官（調査第１部門） 
河原 里恵 〔評価分析（終了時評価）〕 ㈱アールクエスト 
 

調査期間 2013 年 5 月 7～29 日  終了時評価調査 

３．評価結果の概要 

３－１ プロジェクト目標の達成状況 
（１）アウトプット（成果）指標の達成状況 

アウトプット（成果）１「税関行政の能力が向上する」 
下記のとおり、設定された指標に対し、達成されたものと終了時評価時点で進行中のも

のが混在している。 
 
指 標 １．ナマンガ OSBP 施設の詳細設計が完了する。 

２．ナマンガ、マラバならびにブシアで税関と利害関係者が全ての貨物通関プロ

セスにおいて RTMS/CCS による処理を行う。 
３．MTP の WG メンバー全員が各国歳入庁で MT としての認証を受ける。 
４．MTP の実施課程で WG メンバーにより作成された MTP ハンドブック（CV、

HS、IA）が各国歳入庁、EAC と WCO により地域・国の訓練教材として認知

される。 
５．ナマンガ、マラバ、ブシア、ガトゥナ／カトゥナ、コベロ／カバンガ、ビク

トリア湖での JBS/JWS に関して、SEO、BCC と WCC の関税行政についての

パートナー間の会合が定期的に行われる。 
６．ナマンガ、マラバ、ブシア、ガトゥナ／カトゥナ、コベロ／カバンガ、ビクトリ

ア湖での JBS/JWS の活動結果がパートナーの関税局から定期的に報告される。 
７．各国において関税局と通関業者組合の間で通関業務にかかる意見交換が定 

期的に実施される。 
８．通関士認定制度導入に係る政策枠組みのドラフトが作成される。 

 
・ 指標 1-1 「ナマンガ OSBP 施設の詳細設計が完了する」 

中間レビュー以前に完了済み。 
・ 指標 1-2 「ナマンガ、マラバならびにブシアで税関と利害関係者が全ての貨物通関プロ

セスにおいて RTMS/CCS による処理を行う」 
未完了。ナマンガでの税関部分の RTMS/CCS の稼働が 2013 年 2 月から公式に開始され

た。今後同国境の他の関係官庁が利用できるよう研修実施予定。マラバとブシアを含む

他国境ポストへの RTMS/CCS の展開はナマンガにおける稼働状況をモニタリングしつつ

展開予定。 
・ 指標 1-3 「MTP の WG メンバー全員が各国歳入庁でマスタートレーナー（Master 

Trainer：MT）としての認証を受ける」 
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完了済み。53 名が JICA による研修修了証に加え、各国 RA から MT 認証と EAC による

トレーナー向け研修（Training of Trainers：ToT）参加証を授与された。うち、CV 4 名、

HS 2 名が WCO 認定トレーナーとして承認された。 
・ 指標 1-4 「MTP の課程で WG メンバーにより作成された MTP ハンドブック（CV、HS、

IA）が各国歳入庁、EAC と WCO により地域・国の研修教材として認知される」 
RA、EAC からは認定は完了済み。内容については WCO の国際基準に基づいている。完

成したハンドブックと研修教材・資料一式を収めた DVD は 2012 年 12 月の第 6 回地域合

同調整委員会（Regional Joint Coordinating Committee：RJCC）にて各国 RA へ供与され、

職員や通関業者への研修に使用されている。 
・ 指標 1-5 「ナマンガ、マラバ、ブシア、ガトゥナ／カトゥナ、コベロ／カバンガ、ビク

トリア湖での JBS/JWS に関して、SEO、BCC と WCC の税関行政についてのパートナー

間の会合が定期的に行われる」 
一部の場所で国境監視に係る関係機関の会合は不定期に実施されてきているが、定期的

な会合実施にはなっていない。 
・ 指標 1-6 「ナマンガ、マラバ、ブシア、ガトゥナ／カトゥナ、コベロ／カバンガ、ビク

トリア湖での JBS/JWS の活動結果がパートナーの関税局から定期的に報告される」 
実施中。活動は報告にまとめられ、プロジェクトへ定期的に提出されるとともに RJCC
の場で半期に 1 度、報告されている。 

・ 指標 1-7 「各国において関税局と通関業者組合の間で通関業務に係る意見交換が定期的

に実施される」 
各国において意見交換の機会は設けられているが、終了時評価での調査結果によれば定

期的な実施にまでは至っていない。 
・ 指標 1-8 「通関士認定制度導入に係る政策枠組みのドラフトが作成される」 

活動は 2013 年 2 月より進行中であり、７月のローカルコンサルタントとの契約期間内に

ドラフトが作成される予定である。2013 年 2 月より傭上されたコンサルタントチームを

ファシリテーターとして、国別メンバー（各国 3 名）や CCFAA 代表から成るタスクフ

ォースチームとともに 2013 年 3～6 月に予定されている計 4 回の会合でドラフトの作成

への議論を重ねていく予定となっている。 
 

アウトプット（成果）２「通関業者組合の機能強化を通じて、通関業者のコンプライア

ンス・レベルと通関手続きにかかる能力が向上する。」 
・ 指標 2-1 「通関業者の能力向上のニーズにかなった訓練計画が税関と通関業者間で共同

で作成される」 
達成されている。研修計画は作成済みであり、2012 年 9 月より研修を実施中。ただし、

同計画内容の完了は 9 月のプロジェクト終了時までには困難と予想され、次期フェーズ

において継続される予定である。 
 
（２）プロジェクト目標の指標の達成度 

「OSBP の概念に基づき、また税関と通関業者の建設的な関係構築を通じて、国境にお

ける迅速かつ効率的な通関手続きが強化される」 
プロジェクト目標について下記の 5 つの指標が設定されているが、一部の指標ではベー

スライン数値の欠落やプロジェクトで研修効果を測るポスト調査は行われておらず、達成

値についての詳細な測定が難しいため、現在までの進捗から測ることが可能な範囲でこれ
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までの達成の整理と定性的な評価を行った。 

 
指 標 １．ナマンガ、マラバ、ブシアで RTMS/CCS が適切に使用され、通関所要時間（通

関申告から貨物引渡指図書発行まで）が短縮される。 
２．税関職員の 8 割以上が、MTP の WG メンバーが講師を務める研修内容を理解 

し、研修内容が日常業務に実践的なものとして満足する。 
３．ナマンガ、マラバ、ブシア、ガトゥナ／カトゥナ、コベロ／カバンガ、ビク

トリア湖近辺のコミュニティで JBS/JWS が密輸や社会悪の行為の抑制対策と

して効果的であると認識される。 
４．通関士認定制度導入に係る政策枠組みが作成される。 
５．MTP の WG メンバーが講師を務める通関業者の研修で 8 割以上の参加者が 

研修内容を理解し、研修内容が日常の通関業務に実践的なものとして満足す

る。 
 

・ 指標１ 「ナマンガ、マラバ、ブシアで RTMS/CCS が適切に使用され、通関所要時間（通

関申告から貨物引渡指図書発行まで）が短縮される」 
前述のとおり、ナマンガにおける税関部分の RTMS/CCS の稼働が始まったばかりであり、

その他国境を含め、現段階で時間短縮の達成度を測ることは困難。 
・ 指標２ 「税関職員の 8 割以上が MTP の WG メンバーが講師を務める研修内容を理解し、

研修内容が日常業務に実践的なものとして満足する」 
達成されている。MTP を評価したコンサルタントの報告によれば、MT の講義能力に対

する評価は 83～91％であり、研修受講者に一定のレベルの満足度を与えることができる

と考えられる。終了時評価調調査の聞き取りではいずれの MT も研修は非常に満足な内

容（講師の知識・アプローチ、内容、組織編制等）、と返答を得た。 
・ 指標３ 「ナマンガ、マラバ、ブシア、ガトゥナ／カトゥナ、コベロ／カバンガ、ビクト

リア湖近辺のコミュニティで JBS/JWS が密輸や社会悪行為の抑制対策として効果的であ

ると認識される」 
一定程度達成されており、現在も進展中である。プロジェクトの支援により（それまで

も国内国境監視はされていたが）二国間による JBS/JWS が 2010 年から開始され、2012
年に 5 カ所へ拡大、また OBR では国境監視チームが新たに組織化される、といったイン

パクトを与えてきた。一方、コミュニティを情報源としてきているが、JBS/JWS がそれ

らの開始以前と比較し、どの程度密輸の抑制効果がコミュニティで認識されているかを

測るベースライン数値や比較すべき記録もなく、その客観的な測定は不可能である。 
・ 指標４ 「通関士認定制度導入に係る政策枠組みが作成される」 

第 2 回タスクフォース（Task Force：TF）会合でコンセプト・ノート案が議論され、第 7
回 RJCC において各国 RA 長官から活動の方向性については了承されたのでプロジェク

ト終了時までに政策枠組みのドラフトは作成される予定である。利害関係者（通関業者

等）の EAC 地域共通の通関士認定制度導入への賛同は、これまでの聞き取りや TF メン

バーとして協同で政策枠組みドラフトづくりにかかわっていることから、既に確認され

ていると考えられる一方、終了時評価調査時の聞き取り等の結果からは、各国での既存

認定制度、新制度への考えや利害関係者の阻害要因等、考慮すべき要因等が十分に理解

されるためには今後も周到な議論の必要があると考えられ、プロジェクト終了時までに

合意形成がなされ、政策枠組みの作成に至ることは困難と考えられる。 
・ 指標５ 「MTP の WG メンバーが講師を務める通関業者の研修で 8 割以上の参加者が研

修内容を理解し、研修内容が日常の通関業務に応用する実践的なものとして満足する」 
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達成されてきており、現在も進展中である。通関業者である研修参加者による評価結果

では、研修内容や構成は 9 割以上が満足～とても満足である、と返答され、7～9 割が研

修で得た知識を通関業務へ適用可能、としている。 
 
３－２ 評価結果の要約 

評価５項目による分析結果の要約は下記のとおり。評価の 5 段階は、最も上位が「非常に高

い」、次いで「高い」、「中程度」、「低い」、最下位が「非常に低い」となっている。 
 
（１）妥当性「非常に高い」 

本プロジェクトの妥当性は、以下の理由により終了時評価時においても大変高い。 
１）EAC 5 カ国政府のニーズや政策との整合性の高さ、日本の優先協力分野との合致 

本プロジェクトは、EAC 5 カ国に共通する OSBP の整備、税関能力の向上及び業務の

近代化、並びに貿易円滑化による貿易促進の政策課題に応えるものである。本プロジェ

クトは日本政府の優先協力分野であるアフリカ開発会議（Tokyo International Conference 
on African Development：TICAD）の枠内で合意された OSBP 支援の方針にも合致してお

り、プロジェクト実施の一貫性は確保されている。 
対象地域 5 カ国において、税関職員及び通関業者の能力向上に対するニーズは極めて

高く、本プロジェクトはそのニーズに応えている。同様に、通関業者についても、通関

業務に直結する知識やスキルの向上が重要と認識され、業務における専門性や知識を高

めるために研修への一層の支援が期待されている。 
２）アプローチと技術移転手法の適切性 

上記の EAC 5 カ国や税関職員のニーズとの合致からもターゲットグループの選定は適

切であったと判断される。 
終了時評価での聞き取りと観察の結果では、専門家の技術移転の方法やアプローチは

概して適切であり、回答者から賞賛が得られた。MTP、他の活動やプロジェクト調整に

おいてそれぞれの日本人専門家の知識の深さ、調整能力の高さやプロジェクト期間を通

じた成果達成のための継続的努力に C/P からの賞賛は高かった。 
 

（２）有効性「中程度」 
本プロジェクトの有効性は、以下の理由により本終了時評価時においては「中程度」で

ある。 
１）プロジェクト目標の達成見込み・達成への進展 

一部の指標では達成されているものの、ナマンガで稼働している RTMS/CCS を国境に

おけるその他官庁間への導入と、マラバ国境やブシア国境への展開は今後の予定となっ

ており、プロジェクト期間内での達成は難しい。加えて、通関士認定制度の政策枠組み

については、完成予定のドラフトが、現行フェーズ期間内に関税局長会議等関係者間の

協議を経て最終化される見込みは低く、プロジェクト期間内のプロジェクト目標の完全

な達成は難しい。また指標を測定するためのデータの不足もあり、プロジェクト目標の

測定を難しくしている点も存在する。一方で、プロジェクトが MTP で能力強化がなされ

た MT 要員にみられるとおり、国家レベルだけでなく EAC 地域レベルの人的アセットや

RTMS/CCS の開発等を通じ関税行政や通関処理の円滑化への基礎を生み出した功績は大

きいと評価できる。 
他ドナーとの協調では、トレードマーク・イースト・アフリカ（TradeMark East Africa： 
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TMEA）が支援するタベタ／ホリリ国境 OSBP では RTMS/CCS の展開が行われることと

なっており、EAC 域内の OSBP の実現化や域内貿易の円滑化に向けて、必要に応じた調

整が行われてきた。 
２）プロジェクト目標達成への外部条件  

EAC 域内での対象国境の OSBP 建設は終了時評価時点では 1 カ所も竣工しておらず、

OSBP 施設での運用を想定して開発した IT システムの RTMS/CCS については、施設がな

くても導入・運用できる形に軌道修正をして開発・導入を進めなければならず、また、

ハード面での追加的投入をプロジェクトで調達支援する必要があり、全体のスケジュー

ルに影響した。税関以外の他官庁への導入については、説明会を各国や国境で行って賛

同を得ているものの、上記の遅れから終了時評価時点は導入されていない（プロジェク

ト期間内には一部省庁について導入の見込み）。 
 
（３）効率性「中程度」 

アウトプット（成果）達成のために投入が有効に使われ、活動がアウトプット（成果）

に効率的に結びついているものと活動はいまだ成果となっていないものの両面がある。他

方、コスト面の効率性、実施体制の観点から改善の余地があり、効率性は「中程度」と判

断される。 
１）アウトプット（成果）の達成状況 

「３－１（１） アウトプット（成果）指標の達成状況」に記載のとおり、設定され

たアウトプット（成果）１及び２の指標 9 つのうち 5 項目が達成されており、また 1 項

目が終了時評価時点で進行中であり、プロジェクト期間終了時に達成が期待されている。

他方、RMTS/CCS に係る指標については、前述の外部条件等の事由により達成が困難な

状況にある。 
２）投入の適切性 

専門家の投入は長期、短期いずれも非常に適切であり、前述のとおり、専門家の知識、

アプローチ、教授能力、調整能力やプロジェクトを進めるうえでの継続的努力は関税局

C/P から高く評価されている。 
投入された資機材は概して有効に活用され、維持管理がなされてきている。その反面、

ビクトリア湖の JWS のために供与されたボートの稼働率が低いこと、また RTMS/CCS
の完成、展開の遅延により、マラバ、ブシアの国境への展開を見据え過去に供与された

資機材が今はまだ通常の税関業務のみに利用されている状況があり、一部資機材の更な

る活用改善の余地は残る。なお、JWS については、これまでも実施予算、他関係官庁の

協力等の影響が稼働を難しくしていたが、2013 年 5 月の RJCC を受けて、関係 3 カ国は

独自に会議を開催し、今年末までの活動計画をまとめ実施しようとしている。 
OSBP 運用にとって重要な要素となる ICT システム開発のひとつとして RTMS/CCS の

開発が期待されていたが、上記外部条件の制約のなかで、車両の一時輸出入通関管理シ

ステム等他ドナーが開発しているシステムにはない独自の機能を盛り込んだシステムの

開発を進めるなど、C/P のニーズに応える形で開発が行われてきた。他方、これら開発

のための人材としてローカルコンサルタント 1 名の傭上を行ってきたが、開発と導入・

調整、あるいはその後の C/P による適切な維持管理のための体制整備をタイムリーかつ

着実に行うためには、もう少し開発・調整のための投入を増強する必要があるとの声も

聞かれた。一方、当該システムを適切に稼働させるにあたり、各国におけるハード面、

ネットワーク面の増強を行う必要が出たが、結果的にプロジェクト予算での追加投入が 
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必要となった。これらは、今後 RTMS/CCS を域内の通関システムのひとつとして幅広く

展開・活用をめざすうえでモメンタムを失わずに開発を進めるのに必要な投資とも理解

されるが、要件定義や設計を行う段階で、ハード・ソフト両面で必要なスコープ・コス

ト、稼働後に必要な措置をできるだけ明確化し関係者間で共有できる体制を構築してお

くことが求められた。 
またプロジェクト開始当初は、プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design 

Matrix：PDM）に設定されたアウトプット（成果）指標において本プロジェクトのアウ

トプット（成果）やプロジェクト目標としてめざす範囲を明確に定めないまま、またベ

ースライン調査がなされておらず、C/P のニーズや直面する課題にあわせて柔軟な活動

を展開してきた。プロジェクトの設計については、中間レビューの結果を踏まえ上記を

改善するため指標の変更等を行ったが、既に柔軟な活動展開を行ってきた状況下で専門

家業務の増加が顕在化した一方、その機動的な投入の追加が難しく、その時点からのベ

ースライン調査を含め、プロジェクトの PDM によるモニタリングの強化が困難であっ

た。5 カ国関税局からの投入は既述のとおり、可能な範囲で投入が行われてきた、と判断

される。 
３）アウトプット（成果）達成への外部条件 

MTP の WG メンバー等の C/P の定着が外部条件として設定されているが、MT の退職

や配置転換により活動進展への支障や達成された人的能力の強化が関税局内で成果とし

て十分に生かされないというリスクがある。2012 年末に終了した MTP の WG メンバー

数の 53 名は退職等の理由で、終了時評価時点には 49 名と 4 名が減少している。 
また、アウトプット（成果）達成への外部条件として設定されていなかったが、上述

のとおり RTMS/CCS の開発にあたっては OSBP 施設の建設遅延が仕様確定や開発の推進

に影響を及ぼした。加えて、JBS/JWS を実施するにあたっては、国境を超える共同の取

り組みを実施していくにあたって、法的な担保が必要な側面もあり、プロジェクトでは

両国間で共同取り締まりのための合意文書（Memorandum of Understanding：MOU）締結

を支援し活動を進めたが、EAC での OSBP 法の承認に時間がかかったことで、特に JBS
では効率的な実施に影響を及ぼした。 

４）プロジェクト実施の体制 
半期に 1 度開催されてきた RJCC は各国関税局の意思決定者であるマネジメント幹部、

JICA 専門家、JICA 事務所のメンバー等で構成され、プロジェクトの最高意思決定機関と

して活動のレビューや評価を行い、将来活動の計画を議論・承認することを目的として

いた。RJCC はプロジェクト経過の全体報告や意見のすり合わせの点で有用であり、調整

は有効になされてきた反面、PDM に基づく当初計画の達成度の確認、活動内容のインパ

クトの評価等は十分なされていないものもあった。この点は、上述のとおり、開始当初

の PDM の指標設定があいまいであったことにも起因するが、この結果、PDM にある計

画や指標に基づく C/P との情報の共有や達成度に係る意識の共有は弱く、終了時評価調

査における聞き取りや観察の結果でも、マネジメントから WG メンバーまで C/P は概し

てプロジェクトの成果に関心は非常に高く、参加意欲は高い一方、プロジェクト進行や

成果モニタリングに関する主体的意識は充分ではないままであった。 
 

（４）インパクト（見込み）「高い」 
１）上位目標の達成の見込み  

「OSBP の適切な運用を通じて効率的・効果的な通関手続きが実施される」 
  



x 

 
・ 上位目標については下記の 5 つの設定された指標があるが、終了時評価時点ではいず

れの OSBP 施設も完成はしていない。よって OSBP 稼働後の通関処理の時間短縮をめ

ざす指標１及び OSBP 運用開始後の展開が想定される指標２について、現時点で評価

することは不可能。 
・ その他の指標については、これまでの達成の整理からどの程度、将来の目標として実

現可能性の見込みが望めるかについて評価を行った。 
 
指 標 ナマンガ、マラバ、ブシアの OSBP 施設（竣工）後 2 年以内に、 

１．通関の申請からリリースまでの時間が平均 4 時間以内に短縮される。 
２．ナマンガ、マラバ、ブシアでの OSBP の運営モデルが EAC 地域の他の国境 

ポストに展開される。 
３．認定された MT が各国歳入庁での年間研修プログラムに定期的に関わる。 
４．JBS/JWS のコンセプトが EAC 地域の 10 ヶ所で展開される。 
５．通関士認定制度導入に係る政策枠組みが EAC で承認される。 

 
・ 指標３ 「認定された MT が各国 RA での年間訓練プログラムに定期的に関わる」 

終了時評価における聞き取りの結果では、RRA の 1 国を除き、各国 RA で MT が定期

的な研修に講師要員として関与する計画やその準備が明らかになっている関税局はま

だない。MT の活用は現在、各国とも税関職員や通関業者の研修において散発的に講

師業務を努めていることに限られており、今後の取り組みが期待される。 
・ 指標４ 「JBS/JWS のコンセプトが EAC 地域の 10 ヶ所で展開される」 

JBS サイトはプロジェクトで 5 カ所を実施したが、各国税関局からの JBS/JWS 用の資

機材供与の要請にみられるとおり、その活動のニーズや意義は高く認識されており、

今後各国の予算面や実施体制面の実現可能性に応じて活動が拡大することが期待され

る。なお、ケニアでは、エチオピアとの国境間で同様の JBS を展開するなど、その他

の地域においても JSB の実施が拡大しつつある状況も確認された。 
・ 指標５ 「通関士認定制度導入に係る政策枠組みが EAC で承認される」 

プロジェクト目標の指標４と同様、今後関係者間の慎重な検討及び合意形成を経て、

最終的に EAC に上程されるため、現段階で実現可能性を判断することは困難。 
２）政策、法／規制、組織制度や技術面のインパクト 

プロジェクトの実施期間中に、OSBP 法の成立や国境管理の規制等、EAC の税関行政

にかかわる制度や枠組みの進展がみられる。プロジェクトで達成した MT の育成、ハン

ドブック、RTMS/CCS の稼働等の実績やアウトプット（成果）は、各国国家レベルのア

セットとなるだけでなく、EAC 共通の税関行政での貴重なアセットであり、また将来の

発展に貢献、活用されていく可能性は大きい。この意味ではプロジェクトのインパクト

は可能性も含め大きいものと判断できる。 
 

（５）持続性（見込み）「現時点での予測は困難」 
持続性では、設定されたアウトプット（成果）やプロジェクト目標が十分には達成され

ていないため、その予測を行うことは困難である。以下に現在の状況の整理と将来の持続

への可能性を予備的に考察した。 
１）政策・制度面 

・ EAC 5 カ国の関税行政の効率化と OSBP 運用の実現化にむけた政策は変わらず保持

される可能性が高い。 
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２）組織・財政面 

終了時評価調査の聞き取り、観察の結果では、組織・財政面での持続の可能性や規模

は各関税局により異なるといえる。人的資源の育成は各組織において重要な基本事項で

あるため、KRA、TRA、URA や RRA は RA 内に独自の研修機関を有し、常勤講師を抱

えている。一方、OBR ではプロジェクトの経験や成果を受け、2013 年 5 月末から MT を

講師とし、初めて組織内だけで講師を調達し、職員研修を開始している。 
各国関税局とも、特に必要が生じた際には予算は配分されてきているが、本プロジェ

クトで実施した活動を全く同じ規模で自律的に継続できるほどの研修や資機材（維持管

理含む）の予算は充分ではないリスクはある。  
３）技術面 

MT 要員はプロジェクトにおける研修を通じ必要な知識、スキルを備えている。課題

は組織として MT の活用の方策が定まっておらず、成果をどのように維持・発展させて

いくかが不明。各国関税局で MT の知識やスキルの維持と技術移転の方策が早急に講じ

られる必要がある。 
供与された資機材の維持管理、特に RTMS/CCS に係る ICT 機材に関しては各国関税局

にそれらの運用と維持管理を適切に行える職員が配置されており大きな問題はないと思

われる。 
 
３－３ 効果発現に貢献した要因 
（１）計画内容に関すること 

・ 関税評価や関税分類等、MTP においてわが国の優位性が発揮される活動が盛り込まれて

いたこと。 
・ RTMS/CCS の開発をプロジェクト計画に盛り込むことで、システム開発に伴う要件定義

を行う過程で OSBP 導入に伴う業務フロー変更や改善に係る議論を促進することにつな

がったこと。 
 

（２）実施プロセスに関すること 
・ MTP において極力同一の短期専門家を派遣することで、WG メンバーの理解の進捗や能

力レベルを適切に把握しながら活動を進めることができたこと。 
・ また WG メンバー間の国際経験・交流や各国税関内でチームワークの意識が高まり、活

動への意欲を高めたこと。 
・ MTP において、WCO や EAC 事務局との連携を深めながら活動を進めることで、国際標

準への準拠、あるいは地域枠組みの下での人材育成面での標準化に寄与したこと。 
・ JBS/JWS を推進していくことで、両国間における共同での取り締まりに係る認識が醸成

されたこと。 
 
３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 
（１）計画内容に関すること 

・当初 PDM における成果、活動、指標の範囲が明確化されなかったことで、ニーズに基づ

く活動範囲の拡大を招く要因となったこと。 
 

（２）実施プロセスに関すること 
・上記計画上の問題に加え、PDM に基づくベースラインが確認されず、結果としてプロ 
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ェクト関係者がモニタリングツールとして PDM を活用するという意識が高まらなかっ

たこと。 
・ OSBP 法承認や OSBP 施設建設の遅れが RTMS/CCS の開発や JBS/JWS の実施に影響を及

ぼしたこと。 
 
３－５ 結 論 

上記の結果から幾つかの活動はプロジェクト終了期間までにその達成すべき目標やアウトプ

ット（成果）を発現せず、次期フェーズで継続される必要がある。その一方で、MTP における

MT の育成と認証等、プロジェクトは大きな成果を生みだしてきており、それらの成果は将来

的に EAC 域内の関税行政の効率化や貿易の円滑化に貢献する可能性も大きい。 
妥当性に関しては、EAC・5 カ国政府のニーズや政策との整合性の高さ、日本の優先協力分

野との合致と、アプローチや技術移転手法の適切度の観点から非常に高い。一方、有効性は、

MT など一定のターゲットグループでは高いアウトプット（成果）の達成がなされているが、

プロジェクト目標のすべての達成は困難であり中程度である。効率性については、すべてのア

ウトプット（成果）が達成されているわけではなく、また資機材の活用度合いに改善の余地が

あるため、中程度である。インパクトは、OSBP 施設が完工されていない現状において判断す

ることは難しいが、これまでの実績、今後の継続的活動の結果が上位目標の各指標の達成につ

ながる可能性は高い。持続性を現時点で予測することは難しいが、今後活動を持続的に発展さ

せていくうえで、C/P の予算措置等に留意する必要がある。  
 

４．提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

４－１ プロジェクト終了まで 
（１）ナマンガにおいて、政権交代にかかわるケニア側の省庁再編に伴う業務フロー変更を勘

案しつつ、その他関係官庁への研修等を計画的に実施し、全関係官庁が利用した完全稼働

に向け活動を進めること。 
 
（２）マラバ、ブシアへの RTMS/CCS の展開をにらみ、関係国あるいは他ドナーが開発・運営

しているシステムの機能等を整理するとともに、今後のロールアウトを適切に行ううえで、

持続的な実施体制や必要な投入を検討すること。 
 
（３）ナマンガでの OSBP 施設建設はまだ完工に至っていないがようやく着工された。今後、

OSBP 供用開始を遅滞なく行えるよう、施設建設にかかる進捗を見極めつつ、OSBP 運用に

向けた関係機関の調整や運用マニュアルの作成等をタイムリーに進めること。 
 
（４）MTP の持続的な活用に係る検討を行うこと。 
 
（５）JWS 活動の活性化に向けた関係国間の活動計画を踏まえ、実施促進を行うこと。 
 
（６）通関士制度の政策枠組みドラフトを計画どおり作成すること。 
 
（７）上記プロジェクト期間内での残された活動の進捗に基づき、プロジェクト終了段階での

達成レベルを踏まえ、次期フェーズで取り組むべき課題を整理すること。 
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（８）MT の有効活用・能力強化の観点から、例えば情報分析の分野に係る WCO ワークショッ

プへの派遣等、WCO との連携を引き続き維持・強化すること。 
 

５．教 訓 

５－１ OSBP の導入に向けて 
（１）本プロジェクトにおいては、ナマンガの施設建設の遅れが、プロジェクト活動の進捗に

も影響を及ぼす結果となった。また JBS/JWS の実施においても、法的枠組みの担保が必要

な側面もあるなど、OSBP の導入にあたっては、法制度、インフラ、手続き、ICT 等多くの

要素を勘案する必要があり、プロジェクトの有効性及び効率性確保のため、プロジェクト

開始前に、前提条件及び外部条件を精査することが必要である。 
 
（２）また、プロジェクト実施段階においても、外部環境の進捗を踏まえながら、柔軟な活動

計画の見直しが求められる。 
 
５－２ プロジェクト管理 
（１）プロジェクト計画段階において PDM の達成指標とスコープの明確化を行うとともに、特

に広域にまたがる大規模案件を実施する際には、ベースラインの実施等による補足的な情

報を含めプロジェクト計画を関係者間で適切に共有する必要がある。 
 
（２）プロジェクト実施段階において、PDM をモニタリングツールとしての活用を徹底できる

よう、C/P の理解促進と日本側と C/P 側双方でのモニタリング体制の充実化が必要である。 
 
（３）機材供与については、供与検討段階で先方の活用、維持管理に係る体制を慎重に検討す

るとともに、供与後の稼働状況を適切にモニタリングすることが求められる。 
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Summary of Terminal Evaluation Results 
 

I. Outline of the Project 

Country: 
Kenya, Tanzania, Uganda, Rwanda, 
Burundi 

Project Title: Project on Capacity Building for the 
Customs Administrations of the Eastern African 
Region (Phase 2)  

Sector: Fiscal and Financial management 
Cooperation Scheme: Technical Cooperation 
Project 

Division  
in Charge: 

Public Governance and Financial 
Management Division, JICA HQs 

Total cost (as of the time of evaluation):  
780 million yen 

Implementing organizations: Revenue Authorities 
in 5 countries: KRA (Kenya); TRA (Tanzania); 
URA (Uganda); RAA (Rwanda); OBR (Burundi) 

Cooperation 
Period 

(R/D): July 6, 2009 (Kenya); 
November 6, 2009 (Rwanda); 
November 27, 2009 (Tanzania); 
February 26, 2010 (Uganda); 
September 22, 2010 (Burundi) 

Organization in Japan: Customs and Tariff Bureau, 
Ministry of Finance 

September 2009 - September 2013 

1. Background of the Project 
The Eastern African region aims for the sustainable economic growth through promoting the trade 

and distribution, and one of the important issues is to facilitate the Customs clearance. In order to 
facilitate the Customs clearance, the region has promoted One Stop Border Post (OSBP), a system 
contributed to the smooth distribution by streamlining Customs clearance procedures once (One Stop), 
which usually takes two steps, one in exporting countries and the other in importing countries. 

JICA implemented the “Project on Capacity Building for the Customs Administrations of the 
Eastern African Region (Phase 1)” for the Republic of Kenya (hereinafter referred to as “Kenya”), the 
United Republic of Tanzania (hereinafter referred to as “Tanzania”) and the Republic of Uganda 
(hereinafter referred to as “Uganda”), and established an OSBP Operational Model in order not only to 
improve the capacities of Revenue Authority (RA) in each country, but also to operate the OSBP system 
properly, while implementing the pilot projects (ICT equipment application and joint border 
surveillance: JBS) in Namanga (the border of Kenya and Tanzania) and Malaba and (the border of 
Kenya and Uganda). 

Through the phase 1, some lessons and suggestions have been drawn out as follows. 1) In order to 
introduce and implement the OSBP at borders, it is needed to continuously improve the capacities of 
Customs officers, such as knowledge and skills on the Customs Valuation (CV), HS Classification (HS) 
and Intelligence Analysis (IA); 2) It is needed to implement and expand the pilot projects (OSBP 
Operational Model and OSBP ICT system, namely, Real Time Monitoring System (RTMS)/ Cargo 
Control System (CCS), and JBS/Joint Water Surveillance (JWS) in other sites; and 3) In order to realize 
the streamlining Customs clearance, it is needed to improve the capacity of Customs Clearing Agents.  

Under these circumstances, the “Project on Capacity Building for the Customs Administrations of 
the Eastern African Region (Phase 2)” is implemented for four years as the cooperation period, from  
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September 2009 to September 2013, for the full East African Community (EAC) member countries of 
the Republic of Burundi (hereinafter referred to as “Burundi”), Kenya, the Republic of Rwanda 
(hereinafter referred to as “Rwanda”), Tanzania and the Republic of Uganda (hereinafter referred to as 
“Uganda”). 
 
2. Project Overview 
(1) Overall Goal 
Smooth and efficient Customs clearance is carried out with support of proper operation of OSBP.  
 
(2) Project Purpose 
Smooth and efficient Customs clearance at borders is strengthened under OSBP Concept with 
constructive relationship between Customs Administrations and Customs Clearing & Forwarding 
agents.  
 
(3) Outputs of the Project 

Output 1: The capacity of Customs administration is enhanced. 
Output 2: Compliance level and capacity of Customs Clearing & Forwarding agents are enhanced 

through the strengthened function of Customs Clearing & Forwarding Agents Associations. 
 

(4)Inputs (As of May 2013) 
Japanese side 

Japanese experts: 3 positions of long-term experts (total five experts): Chief Advisor/Customs 
Administration, Regional Cooperation, and Coordinator/Human Resource Development, 1 short-term 
expert in Customs Clearing Agents, and 50 short-term experts in total in the fields of Customs Clearing 
Agents Compliance, Master Trainers Programme (MTP) in Human Resource Development, Customs 
Valuation (CV), HS Classification (HS), and Intelligence Analysis (IA), Development of Policy 
Framework for the Accreditation System and Namanga D.D. 

Other experts and consultants:  1 local consultant in ICT for OSBP with RTMS/CCS, and 10 
experts from WCO as lecturers.  In addition, consulting firms for Namanga D.D study, for the study on 
the Regional Accreditation System of Customs Clearing and Forwarding agents (CCFA) in the region, 
for Evaluation of Master Trainer Programme (MTP), for a study on the Accreditation System, and for 
Development of Policy Framework for Accreditation System for CCFA are deployed 

Equipment: approximately JPY 262 million. 
Trainees received: 71 participants, for Bench Marking Study Tours (BMST) to Vietnam and 

Malaysia. 22 participants for BMST in Japan                         
Local cost: approximately JPY 340 million in total as of May 2013                           

    
Five (5) East African countries’ Side 

Counterpart: 1 Project Director and 1 Project Manager in each of 5 counties (10 officers in total); 
8 OSBP Working Group members: 3 from KRA, 3 from TRA and 3 from URA; 5 officers for 
Management Unit (MU) and 53 officers for 3 Working Group members of Master Trainers Programme 
(MTP). Also, 11 JBS/JWS Team members: 4 from KRA, 3 from TRA and 4 from URA; and task force 
for capacity building of CCFA comprising 3 members from each RAs, 1 from EAC, 1 from EA business 
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council and 7 from CCFA associations; and 1 senior officer from KRA for Project administration. 

Facilities: Project office provided in KRA with electricity and land line telephone covered by KRA. 
Operational expenses: In-kind cooperation as follows: Logistical arrangements for MTP activities 

including as training venue, meals and domestic transport made by host RAs; All the cost subject to the 
participation of the trainees of the Probationary Training in MTP activities; Operation cost of JBS/JWS 
born by participating RAs; Travel compensation for WG members to participate in MTP activities born 
by RAs to cover the difference in allowance between JICA and RAs; Domestic transport arrangement 
for Regional Joint Coordinating Committee (RJCC) participants made by host RAs; Domestic transport 
arrangement for JICA experts on business trip; and Expense for quality assurance for RTMS/CCS (borne 
by KRA) was made by RAs. 

 

II. Evaluation Team 

Members of  
the evaluation team 
 

Koji OSHIKIRI 
(Leader) 
 
 
Kensuke TSUJI 
(Cooperation planning) 
 
Yoshiro BABA 
(Customs 
administration) 

 
Tomokazu 
KURAMOTO 

(Customs 
administration) 

 
Masahiro KIKUCHI 
(Customs clearance 1) 
 
Shingo TANAGAMI 
(Customs clearance 2) 
 
Yukari KAWAHARA 
(Evaluation analysis) 

Director, Public Governance and Financial 
Management Division, Industrial Development and 
Public Policy Department, JICA 
 
Deputy Director, Public Governance and Financial 
Management Division, JICA 
 
Director for Technical Cooperation, Customs and Tariff 
Bureau, Ministry of Finance 
 
Deputy Director for Technical Cooperation, Customs 
and Tariff Bureau, Ministry of Finance 
 
Tokyo Customs 
 
 
Hakodate Customs 
 
 
アールクエスト 

Evaluation Period November 7-29, 2013 Evaluation type: Terminal Evaluation 
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III. Overview of Evaluation Results 

1. Current achievements of the Project 

(1) Outputs 
Output 1:  The capacity of Customs administration is enhanced. 

Indicators 1-1. Detailed Design of Namanga OSBP Facility is completed. 
1-2. All the cargo clearance processes by Customs and other stakeholders at 

Namanga, Malaba and Busia go through RTMS/CCS. 
1-3. All Working Group members of MTP are certified as Master Trainers by 

Revenue Authorities. 
1-4. MTP Handbooks of Customs Valuation, HS Classification and 

Intelligence Analysis which are produced by WG members are recognized 
as regional and national training materials by Revenue Authorities, EAC 
and WCO. 

1-5. SEO, BCC and WCC meetings for JBS/JWS are organized regularly by 
partner Customs administrations at Namanga, Malaba, Busia, 
Gatuna/Katuna, Kobero/Kabanga and Lake Victoria. 

1-6. The results of JBS/JWS activities which are carried out jointly by partner 
Customs administrations at Namanga, Malaba, Busia, Gatuna/Katuna, 
Kobero/Kabanga and Lake Victoria are regularly reported. 

1-7. Meetings between Customs administrations and Customs Clearing & 
Forwarding Agents are regularly held to exchange each other’s 
views/challenges in their daily business. 

1-8. A draft Policy Framework on the Regional Accreditation System for 
Customs Clearing & Forwarding Agents is developed. 

Achievement of Output 1 is summarized in the following. In terms of level of achieving Outputs, 
some activities are still on-going, and may not be completing by the end of the Project period. 

 
1-1. Detailed Design of Namanga OSBP Facility is completed. 

Achieved.  
D/D of Namanga OSBP was completed in March 2011. 

1-2. All the cargo clearance processes by Customs and other stakeholders at Namanga, Malaba and 
Busia go through RTMS/CCS. 
Not achieved. Partially practiced at Namanga. 
RTMS/CCS has been in use among Customs officers at Namanga since Feb. 2013. Trainings to 
other government agencies for operationalizing the RTMS/CCS at Namanga are planned. 
RTMS/CCS would be applied to other borders in the region, after necessary improvement of the 
RTMS/CCS is completed. 

1-3. All Working Group members of MTP are certified as Master Trainers by Revenue Authorities. 
Achieved. 
53 WG members were successfully certified as MTs in the fields of CV, HS and IA. 6 officers (4 CV 
and 2 HS) were successfully accredited as the WCO accredited trainers. 

1-4. MTP Handbooks of Customs Valuation, HS Classification and Intelligence Analysis which are  
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produced by WG members are recognized as regional and national training materials by Revenue 
Authorities, EAC and WCO. 
Achieved. 
Handbooks are in conformity with the WCO’s standards and recognized as training materials by 
respective RAs and EAC. They have been delivered to the RAs and have been utilized in the 
trainings to the Customs officers and CCFAs. 

1-5. SEO, BCC and WCC meetings for JBS/JWS are organized regularly by partner Customs 
administrations at Namanga, Malaba, Busia, Gatuna/Katuna, Kobero/Kabanga and Lake Victoria. 
Partially achieved. 
SEO, BCC and WCC meetings for JBS/JWS are periodically held by stakeholders, but not regularly 
held at all the places. 

1-6. The results of JBS/JWS activities which are carried out jointly by partner Customs administrations 
at Namanga, Malaba, Busia, Gatuna/Katuna, Kobero/Kabanga and Lake Victoria are regularly 
reported. 
Practiced. 
Records of JBS/JWS are taken regularly by the RAs and reported to the Project team, RJCCs. 

1-7. Meetings between Customs administrations and Customs Clearing & Forwarding Agents are 
regularly held to exchange each other’s views/challenges in their daily business. 
Meetings between Customs administrations and CCFA are held in respective countries, but not 
regularly. 

1-8. A draft Policy Framework on the Regional Accreditation System for Customs Clearing & 
Forwarding Agents is developed. 
To be achieved by the end of the Project period. 
 

Output 2:  Compliance level and capacity of Customs Clearing & Forwarding agents are enhanced 

through the strengthened functions of Customs Clearing & Forwarding agents associations. 

Indicators 
 

2-1. Training plan which meets the expectation of Customs Clearing & Forwarding 
agents for improving their capacities is jointly developed by Customs 
administrations and Customs Clearing & Forwarding Agents Associations. 

 
Achieved. 
Training plan for CCFAs was developed. Based on the plan, training activities to CCFAs have been 
implemented since Nov. 2010 in order to enhance their knowledge and skills. 
 

(2) Project Purpose 

Smooth and efficient Customs clearance at borders is strengthened under OSBP concept with 

constructive relationships with the Customs agents. 

Indicators 1. Clearance time of cargoes from the time of declaration to issue of release order at 
Namanga, Malaba and Busia is reduced by proper operation of RTMS/CCS. 

2. Trainee’s satisfactory/ understanding ratings on trainings by Working Group 
members of MTP exceed 80% as practical to apply for their daily business. 
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 3. JBS/JWS are taken as effective deterrent measures against smuggling and 

anti-social activities by the local communities at Namanga, Malaba, Busia, 
Gatuna/Katuna, Kobero/ Kabanga and Lake Victoria. 

4. Policy Framework on the Regional Accreditation System for Customs Clearing & 
Forwarding agents is developed. 

5. Trainee’s satisfaction/ understanding ratings on trainings by WG members of MTP 
to Customs Clearing & Forwarding agents exceed 80% as practical to apply for their 
daily business. 

 
Since achievement on some indicators is difficult to measure in a quantitative basis at the time of 
terminal evaluation due to the lack of information of both baseline and impact survey, those indicators 
have been qualitatively assessed based on reviews of activities made. 
 
1. Clearance time of cargoes from the time of declaration to issue of release order at Namanga, Malaba 

and Busia is reduced by proper operation of RTMS/CCS. 
It is difficult to assess at the time of terminal evaluation since RTMS/CCS has just been in operation 
for Customs officers at Namanga border post. 

2. Trainee’s satisfactory/ understanding ratings on trainings by Working Group members of MTP 
exceed 80% as practical to apply for their daily business. 
Achieved. 
According to the report of the Evaluation Panel, the WG members were assessed as rating in more 
than (80% (ratings ranged in 83-91%), which they are equipped with professional knowledge and 
skills. 

3. JBS/JWS are taken as effective deterrent measures against smuggling and anti-social activities by the 
local communities at Namanga, Malaba, Busia, Gatuna/Katuna, Kobero/ Kabanga and Lake Victoria. 
Partially achieved and in Progress. 
Introduction of JBS/JWS with partner countries has shown positive impact on the advancement of 
surveillance since there had been no bi-lateral activities on cross border areas before. On the other 
hand, objective assessment is not applicable. 

4. Policy Framework on the Regional Accreditation System for Customs Clearing & Forwarding agents 
is developed. 
Difficult to achieve. 
It is expected that a draft Policy Framework will be developed in July 2013. There has been a 
general understanding among the stakeholders to move forwards consolidating ideas of the Regional 
Accreditation System. However, it seems difficult to complete the Policy Framework with a due 
consensus among stakeholders since it may take longer time to let them understand in depth. 

5. Trainee’s satisfaction/ understanding ratings on trainings by WG members of MTP to Customs 
Clearing & Forwarding agents exceed 80% as practical to apply for their daily business. 
Achieved and further in Progress. 
More than 90% of training participants answered that they are satisfied with training contents in 
general. 70-90% of participants answered that they could use/ apply new knowledge into daily 
business. 
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2. Evaluation by Five Criteria 
(1) Relevance 

The relevance of the Project is considered very high for the following reasons. 
The Project Purpose and Overall Goal remain relevant in connection with the development policy 

of five EAC countries. In the EAC member countries, streamlining and modernization of Customs 
administrations are highly prioritized in terms of realizing trade facilitation, which will be one of the 
key motives for economic development in the region. The Project Purpose is also consistent with the 
Japanese government’s commitment in supporting the OSBP initiatives in Africa under the TICAD 
framework. 

The needs for human resources development for Customs officers and CCFAs remain very high in 
the region in accordance with the aims stipulated above. 

Means and approaches of technical transfer in the Project were also very appropriate and highly 
appreciated according to the result of interviews and questionnaires. Technical advantages and deep 
knowledge of Customs administration was well demonstrated and delivered by the Japanese experts in 
the trainings and other activities. 

(2) Effectiveness 
The effectiveness of the Project is considered moderate for the following reasons. 
Project Purpose will not be fully achieved by the end of the Project period. While some indicators 

of the Project Purpose have already been achieved or are in progress to achieve, others are unlikely to be 
achieved. Introduction of RTMS/CCS to other governmental agencies at Namanga as well as expected 
roll outs to other borders is yet to be carried out. It may need some more time to finalize a draft Policy 
Framework for Regional Accreditation System for CCFAs.  

On the other hand, it is evaluated that the Project has contributed significantly to raising capacity 
of Customs officers through completing MTP, as MT’s have become important human resource assets of 
both national and regional level. 

Necessary coordination and information exchange with other donors have been carried out at 
certain occasions to create a synergy for the OSBP operationalization in the EAC. 

None of OSBP facilities construction has been completed at any border post in the EAC region at 
the time of Terminal Evaluation. The delay of construction has caused the modification of design of 
RTMS/CCS in order to be operational even before the completion of construction of facilities, and 
additional provision of equipment such as back-up power and network connectivity was required. This 
process also influenced to a delay of the entire schedule of the development of RTMS/CCS. 

Moreover, while there are general consensus among other relevant governmental agencies on the 
introduction of RTMS/CCS through series of awareness raising activities, actual introduction and use of 
RTMS/CCS to the other governmental agencies were not realized by the time of terminal evaluation 
partly due to the delay of construction. 

 (3) Efficiency 
The efficiency of the Project is considered moderate for the following reasons. 
There are some activities, which produced Outputs as a result of an efficient use of the Project 

inputs while other activities are underway to realize some of Outputs by the end of the Project. It is also 
pointed out that there is some room to improve efficiency in terms of the Project cost and 
implementation structure of the Project. 
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As for achieving Outputs, 5 out of 9 planned indicators for Outputs 1 and 2 are already completed 

and 1 is in progress to be completed by the end of the Project period. Full operationalization of 
RTMS/CCS including involvement of other governmental agencies as well as its roll out is unlikely to 
be completed by the end of the Project period, mainly due to the situation of assumptions mentioned 
above. 

Inputs of both long-term and short-term experts were generally appropriate and their knowledge, 
approaches, capability on teaching and coordination were highly appreciated by the CPs of the member 
countries. 

Supplied equipment is found to be utilized effectively in general, and maintained well. However, 
there are some rooms for further efficient use of equipment such as the boat supplied for the JWS and 
equipment provided for the RTMS/CCS in Malaba and Busia. As for JWS, although there were some 
difficulties for effective implementation due to budgetary constraints and the matter of collaboration 
among relevant agencies, relevant RAs have tried to solve the challenges by developing an action plan 
within this year based on the recommendation in the last RJCC. 

The development of RTMS/CCS which is regarded as one of the key software application 
necessary for OSBP operation has been highly expected. During course of consideration on the 
development, needs of CPs have been flexibly reflected, for instance, some additional functionalities 
such as “Temporary Vehicle Export/Importation”. While the Project has hired one IT consultant to 
develop the application, it is pointed out at the terminal evaluation that further input could be considered 
to ensure better coordination with relevant CPs in terms of smooth introduction and establishment of 
sound operation and maintenance mechanism in a timely manner. On the other hand, there was a fact 
that additional budget became necessary in order to strengthening hardware and network environment 
for proper operation of the system. Although this additional cost could be regard as necessary 
investment for introducing and rolling out the RTMS/CCS to the region without losing its momentum, it 
could have been advised that relevant stakeholders could have identified and shared the necessary 
scopes and the associated hardware and software costs and necessary measures for proper operations at 
the designing stage. 

At the initial stage of the Project, PDM have not necessarily been well integrated to guide the 
concrete approach, activities and target indicators of the Project, which was originally expected to be 
done at this stage. The Project experts have tried to flexibly meet the needs of CPs without baseline. As 
for the Project design, the PDM has been revised based on the recommendation made at the Mid-Term 
Review. But limitation of inputs for long-term expert was one of challenges to conduct baseline at that 
moment as well as strengthening of monitoring mechanism based on the PDM while the experts needed 
to deal with a variety of on-going activities. 

It is judged that inputs of CPs were appropriately made within their affordable capacities. 
It is pointed out that turn-over of substantial numbers of trained officers from RAs or changes in 

their duties especially related to the MTP activities may cause some risks to lessen the expected Output 
as an asset of human resources in the Customs office. 

The delay of construction of OSBP facilities has caused some obstacles for the smooth 
development of RTMS/CCS. The delay of the approval of OSBP act may have caused some challenges 
in efficient operations of JBS. 

As for implementation structure of the Project, the semi-annual RJCC has been functioning well in 
terms of reviewing progress of the Project activities and getting decision on the way forward, in  
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particular, with the top level of the RA’s management. On the other hand, awareness of CPs on the 
necessity to monitor the progress and achievement in accordance with PDM was rather insufficient 
although each level of PCs has paid sufficient attention to the Project and showed their will to take part 
in the activities. It was also pointed out that this challenge was partly because of unclear scope and 
indicators of the original PDM. 

 (4) Impact 
Impact of the Project is prospected to be high in the following reasons: 

 

Overall Goal: Smooth and efficient Customs clearance is carried out with support of proper operation 

of OSBP. 

Indicators Within two years after the construction of OSBP facilities at Namanga, Malaba and 
Busia,  

1. Clearance time of cargoes from the time of declaration to issue of release order 
reduce to within 4 hours on average. 

2. OSBP operational model at Namanga, Malaba and Busia spread to other areas in the 
region as a key model.  

3. Certified Master Trainers are consistently involved in the annual training program 
of respective Revenue Authorities and EAC. 

4. Concept of Joint Border/Water Surveillance spread to 10 sites in the region. 
5. Policy Framework on the Regional Accreditation System for CCFAs is authorized 

in EAC. 

It is hard, in general, to foresee in an accurate manger on the possibility of realizing Overall Goal 
two year after the completion of Project. Regarding the 4 planned indicators in the PDM, to the extent to 
be foreseen some prospects towards achieving the Overall Goal, present progress are summarized as 
follows: 

 
1. Clearance time of cargoes from the time of declaration to issue of release order reduce to within 4 

hours on average. 
2. OSBP operational model at Namanga, Malaba and Busia spread to other areas in the region as a key 

model. 
As for two indicators above, it can be possibly achieved, but depends on the construction progress 
of the OSBP facilities. 

3. Certified Master Trainers are consistently involved in the annual training program of respective 
Revenue Authorities and EAC. 
Necessary for further initiative to achieve. 
The certified MTs at every RAs are occasionally engaged in the training activities. However, each 
RA except RRA is yet to have a concrete plan to officially and regularly utilize the MTs as resources 
for trainings. 

4. Concept of Joint Border/Water Surveillance spread to 10 sites in the region. 
On the right track to the expansions of activities. 
JBS have been expanded at 5 border areas in the Project, while JWS has not been really active since 
the beginning of 2013. It is expected that this concept would be expanded since necessity and  



xxiv 

 
importance of JBS/JWS are highly recognized among relevant stakeholders. 
Indirect impact is appearing as seen in the case of Kenya which has been seeking the similar 
approach of JBS with Ethiopia. 

5. Policy Framework on the Regional Accreditation System for CCFAs is authorized in EAC. 
Difficult to foresee at the timing of terminal evaluation. 
Achievement of the indicator depends on future progress of EAC’s approval process on Policy 
Framework of Accreditation System to be submitted to EAC. 
 
As for other impact, there has been advancement in the development of OSBP Bill, relevant 

regulations on border control and other frameworks related to Customs administration of EAC since the 
Project started. The outcomes and initiatives produced by the Project such as resources of MTs, 
handbooks, RTMS/CCS would not only be an important national asset of respective countries but also 
assets and experience of the EAC region. In this sense, the Project contributed to consolidating efforts 
of the EAC integration, and enhancing technical capacity on the Customs administration in the EAC as a 
whole. 

 (5) Sustainability 
It is too early to evaluate sustainability on results during the Project period. Followings are the 

observation based on available information through document review, interviews on current activities. 
As for policy and institutional aspects, policies of the 5 EAC member countries on seeking 

modernizing of Customs modernization and realization of the OSBP concept will not be changed. 
As for organizational and financial aspects, its sustainability differs by RAs. Human resources 

development is a key issue for each agency and KRA, RRA, TRA and URA have their own training 
institutions with full time trainers while OBR has just started training since May 2013 with its own 
lecturers as a result of the MTP in the Project. There is some risk to secure sufficient budget in training 
and operation and maintenance of equipment to implement the same volume and range of activities 
carried out during the Project although each agency allocates necessary budget when necessity arise. 

As for technical aspects, it is desirable that each RA considers how they maintain and expand 
acquired knowledge and skills of MTs with developing concrete plans to utilize them. It is observed that 
there are numbers of technical staff at ICT sections, who operate and maintain them in a proper manner 
in all 5 countries. 

  
3. Factors contributing or inhibiting achievement of Outputs 
(1) Contributing factors 
- Activities where Japanese technical advantage can be executed are included in the MTP by selecting 
fields such as CV and HS. 
- Development of RTMS/CCS is included in the Project plan, which contribute to facilitating 
discussions on the improvement of clearance procedures under the OSBP in the course of considering 
design of the system. 
- Consistent and timely support from cooperating organizations in Japan and WCO that dispatched 
short-term experts for the successful implementation of MTP. 
- Raising awareness on the necessity of joint surveillance by conducting JBS/JWS.  
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(2) Inhibiting factors 
- Unclear indicators in the PDM may have caused less utilization of the PDM as a monitoring tool. 
- Delay of approval of OSBP bill and construction of OSBP facilities have affected the smooth 
implementation of the development of RTMS/CCS and JBS/JWS. 
   
4. Conclusion 

As a result of terminal evaluation, it is concluded that some remaining activities which are yet to 
achieve the expected target in the current phase should be continuously dealt with in the succeeding 
Project. Among all activities which are successfully completed, the success of MTP which has created 
53 certified Master Trainers is one of remarkable outcome which could be a good impact for enhanced 
Customs administration in respective RAs and EAC. 

Relevance is very high because the Project is in line with necessity and priority of the 5 member 
countries and target groups. Effectiveness is evaluated moderate. Project Purpose will not be fully 
achieved by the end of the Project. While some activities such as MTP has completed successfully, there 
are remaining tasks which should be continued in the next phase. Efficiency is moderate since all 
Outputs are not necessarily completed within the Project period and equipment provided should have 
been utilized more effectively and efficiently. Impact is prospected to be high. Prospect of achieving the 
Overall Goal is in general not measurable at the time of terminal evaluation due to incomplete 
construction of OSBP facilities, but the Project has contributed to create basis of the EAC integration 
and consolidation on Customs administrations. It is too early to evaluate sustainability on results during 
the Project period. Necessary discussions and measures to ensure sustainability should be taken place 
between the Project Team and the RAs. 

 

IV. Recommendations 

The Project and relevant CPs are recommended as follows: 
 

(1) To continue necessary activities for introducing the RTMS/CCS to other governmental agencies at 
Namanga with a concrete plan of sensitization and training for relevant officers. It is also necessary 
to take into consideration the possible change of operational flow after the restructuring of 
governmental agencies in Kenya. 

 
(2) To consider a sustainable implementation structure and necessary inputs for roll out of RTMS/CCS 

to Malaba and Busia, taking into account ensuring good coordination with other ICT system which 
is carried out by relevant countries or other international donors. 

 
(3) To make preparatory measures including the development of operational manuals or necessary 

coordination among stakeholders for the introduction of OSBP in a timely manner. 
 
(4) To consider necessary measures for sustainable utilization of MTs in respective RAs. 
 
(5) To activate JWS activities base on the action plan developed by respective countries. 
 
(6) To develop a draft Policy Framework on the Regional Accreditation System for Customs Clearing & 
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Forwarding agents as scheduled. 
 

(7) To identify the remaining issues which should be continuously dealt with in the succeeding Project 
based on the progress until the completion of the current phase. 

 
(8) To further strengthen partnership with WCO taking into account utilizing and enhancing MTs by 

dispatching them to WCO workshop, for instance. 
 

V. Lessons Learned 

 (OSBP introduction and operation) 
(1) The delay of construction of OSBP facility at Namanga has affected the progress of the Project 

activities. In addition, JBS/JWS operation is, to some extent, subject to the establishment of legal 
framework. Since a various factors such as legal framework, infrastructure, relevant 
procedures/regulations and ICT would be influencing the smooth introduction of OSBP, it is 
essential to carefully examine the pre-condition and important assumptions of the Project prior to 
the launch of the Project. 

 
(2) It is also desirable to modify the plan of operations in a flexible manner during the implementation 

stage taking into account the situation and progress of such assumptions. 
 
(Project management) 
(1) In case of the large scale regional Project, it is necessary to properly share a detailed plan of 

operations with a clear scope and targeted indicators and baseline information among stakeholders 
at the beginning stage of the Project in order to ensure proper management of the Project. 

 
(2) In order to fully utilize the PDM as a monitoring tool, it is also necessary to ensure in depth 

understanding by CPs on the PDM and to strengthen a monitoring structure between Japanese 
experts and CPs. 

 
(3) It is expected to carefully consider the capacity of CPs to utilize and maintain equipment and proper 

timing of procurement to ensure effective use of equipment provided. 
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事業事前評価表（後継プロジェクト詳細計画策定） 
 

国際協力機構産業開発・公共政策部行財政・金融課 

１．案件名 

 国 名：ケニア共和国、タンザニア連合共和国、ウガンダ共和国、ルワンダ共和国、ブルンジ

共和国〔東アフリカ共同体（EAC）加盟国〕 
 案件名：東部アフリカ地域における国際貿易円滑化のための能力向上プロジェクト 

Project on Capacity Development for International Trade Facilitation in the Eastern African 
Region 

 

２．事業の背景と必要性 

（１）当該地域における税関分野及び国境物流の現状と課題 
人口 1 億 4,000 万人を抱え域内統合が進展しつつある東アフリカ共同体（EAC）地域では、

近年、年間 5%を超える経済成長を達成している。また、この間域内外の貿易量は倍増し、

地域の経済成長を牽引する重要な要素となっているが、他方で、世銀による国際物流の効率

性指数
1
では、通関手続きの効率性及び貿易・物流のインフラとも 185 カ国中 140 位前後と低

位にあり、また輸出入に係るコストは欧米に比べ 6～7 割高いといわれるなど、依然域内の物

流の効率化が課題となっている。 
 
（２）当該地域における税関分野及び国境物流に係る開発政策と本事業の位置づけ 

EAC 地域では、域内統合による域内の貿易自由化促進のために 2005 年に関税同盟への移

行が進められている。加えて、域内の通関手続きの効率化のため、EAC 税関行政法が 2004
年に制定されるとともに、国境物流の効率化に資するワン・ストップ・ボーダー・ポスト 

（OSBP）の導入に向け、数年間の検討・審議を経て 2013 年 4 月に EAC OSBP 法案が EAC
立法議会で通過したところであり、域内における物流の効率化に向け域内全域での取り組み

が進んでいる。また、域内各国歳入庁（RA）の中期計画においても、歳入の強化やコンプラ

イアンス強化や適切な取り締まりの実施と並び、域内統合を見据えた税関手続きの円滑化が

重点施策に位置づけられている。 
本事業は、これら域内関係機関の重点政策にあわせ、OSBP の運用化を含む国境手続きの

円滑化を実現することで、域内の貿易円滑化に資するものである。 
 
（３）税関分野及び国境物流に対するわが国及び JICA の援助方針と実績 

わが国政府は、2008 年の第 4 回アフリカ開発会議（TICAD IV）における横浜行動計画で、

OSBP 等の国境手続円滑化の促進を掲げており、JICA は本方針に基づき EAC 地域を含むア

フリカにおいて、有償・無償資金協力による OSBP 施設建設を含む経済回廊整備支援を行う

とともに、税関分野の能力向上のための技術協力を展開している
2
。また、2013 年 6 月の第 5

                                                        
1 Doing Business 2013, World Bank and IFC 185 カ国対象調査 
2 EAC 地域においては、2007 年より 2013 年まで 2 回のフェーズに分けて「東部アフリカ地域税関能力向上プロジェクト」を

実施してきている。 
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回アフリカ開発会議（TICAD V）における横浜行動計画の重点目標のひとつとして、広域開

発のための域内統合推進、特に貿易に関連したインフラ整備、貿易円滑化、貿易障壁の撤廃、

各国政府及び地域経済共同体の能力強化を通じた域内・地域間の貿易促進を掲げており、こ

れらの取り組みを更に進展させようとしている。特に EAC 地域においては、経済回廊支援を

引き続き重点分野に据え、各回廊のニーズに応じて経済インフラの構築・整備や、OSBP を

含む域内貿易促進のための支援を強化している。 
 
（４）他の援助機関の対応 

EAC 地域において域内の貿易円滑化を支援する主要なドナーには、トレードマーク・  

イースト・アフリカ〔TMEA：英国国際開発省（DFID）が主に拠出〕、米国国際開発庁  

（USAID）による East Africa Trade Hub、世界銀行、アフリカ開発銀行（AfDB）があり、主

に OSBP 施設等のハード面の建設や EAC 等を通じた貿易政策の改善を図っているが、税関職

員や通関業者に向けたアドホック的な研修実施等も支援している。各ドナーの支援の重複を

避けつつ効果的に実施するために、域内のドナー調整会議も複数回実施されている。 
 

３．事業概要 

（１）事業目的（協力プログラムにおける位置づけを含む） 
本事業は、東部アフリカ地域において、EAC 5 カ国を対象として、対象国境における OSBP

の運用化、税関の能力向上、通関業者協会の能力向上及び域内通関士制度の枠組みの構築を

通じて、国境手続きの効率化を図り、もって当該地域における貿易円滑化の促進に資する。 
 
（２）プロジェクトサイト／対象地域名 

ナイロビ、ダルエスサラーム、カンパラ、キガリ、ブジュンブラ（EAC 5 カ国首都）を中

心に各国境官署、OSBP 運用化対象国境として、ナマンガ、ルスモ。 
 
（３）本事業の受益者（ターゲットグループ） 

直接受益者：EAC 5 カ国 RA 及びナマンガ、ルスモにおける国境管理のための国家レベル

ステアリング・コミッティ（National Steering Committee：NSC）関係機関職

員（関係機関の職員数：約 4,000 名） 
間接受益者：EAC 5 カ国における通関業者及び輸出入業者 

 
（４）事業スケジュール（協力期間） 

2013 年 12 月～2017 年 12 月（計 48 カ月） 
 
（５）総事業費（日本側） 

9 億 6,000 万円 
 
（６）相手国側実施機関 

EAC 5 カ国 RA、国境管理のための NSC 関係機関（移民局、検疫局等） 
 



 

xxix 

（７）投入（インプット） 
１）日本側 

【専門家】チーフ・アドバイザー、税関行政、業務調整／人材育成、地域協力連携強化、

OSBP 運用化支援、税関実務等必要に応じて 
【供与機材】通関処理システム、国境監視機材等必要に応じ 
【研修員受入（日本／第三国）】OSBP 運用化、税関行政等に係る研修員受入れ 
【現地活動経費】現地研修実施経費、専門家旅費等活動に必要な経費 

２）EAC 5 カ国（ケニア、タンザニア、ウガンダ、ルワンダ、ブルンジ）側 
【カウンターパート（C/P）配置】プロジェクト・ダイレクター（各機関の長）、プロジ

ェクト・マネジャー〔税関局長、担当部局長（OSBP 運用化に係るコンポーネント）〕、

ワーキング・グループ、OSBP 運用化に係る National/Technical Steering Committee の

設置 
【執務環境】プロジェクトの専門家及びスタッフに必要な執務スペース、機器 
【プロジェクト活動経費】C/P の人件費（国内旅費含む）等必要経費 

 
（８）環境社会配慮・貧困削減・社会開発 

１）環境に対する影響／用地取得・住民移転 
① カテゴリ分類：C 
② カテゴリ分類の根拠：本事業は、「国際協力機構環境社会配慮ガイドライン」（2010 年

公布）に掲げる影響を及ぼしやすいセクター・特性及び影響を受けやすい地域に該当せ

ず、環境への望ましくない影響は最小限であると判断されるため。 
２）ジェンダー平等推進・平和構築・貧困削減：特になし 

 
（９）関連する援助活動 

１）わが国の援助活動 
本事業は JICA がタンザニアで実施中の円借款「アルーシャ－ナマンガ－アティ川間道

路改良計画」及びタンザニア・ルワンダに対する無償資金協力「ルスモ国際橋及び国境手

続円滑化施設整備計画」において建設される OSBP 施設の運用化に係る能力向上を行う。

また、2007 年より 2 回のフェーズに分けて実施された「東部アフリカ地域税関能力向上プ

ロジェクト」におけるアウトプット（成果）〔税関中核業務の指導員養成、通関処理シス

テム（RTMS/CCS）、国境取り締まり活動、通関業者能力向上支援、域内通関士資格認定制

度構築に向けた取り組み〕を活用して実施予定。 
２）他ドナー等の援助活動 

EAC 地域にて OSBP 化を含む貿易円滑化に取り組む TMEA とは特に連携を図り、TMEA
が進めているタベタ・ホリリ国境（ケニア－タンザニア間）における OSBP 運用化に向け

た実施マニュアル等の活用を想定。 
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４．協力の枠組み 

（１）協力概要 
１）上位目標と指標 

東部アフリカ地域において、貿易円滑化が促進される。 
【指 標】 

・OSBP を導入している国境数が増加する。 
・OSBP を導入した国境において、貨物及び人の国境通過に要する時間が平均で X%短

縮される。 
・域内における貨物の移動にかかる時間及び費用が減少する。 
・域内の通関士資格認定制度にかかる法的枠組みが施行される。 

２）プロジェクト目標と指標 
対象国境における効率的な国境手続きのための能力が改善する。 

【指 標】 
・対象陸路国境において OSBP の運用が実現した後、貨物及び人の国境通過に要する時

間（一国の国境ゲート到着から他国国境ゲート出発までの所要時間）が平均で XX%
短縮される。 

・対象陸路国境における OSBP の運用化実績が、域内の他の対象陸路国境における 

OSBP 化推進の参照事例として活用される。 
・国境管理において、リスクベース・アプローチがさらに適用される。 
・域内の通関士資格認定制度にかかる法的枠組み案の上程のため、関係者間で合意され

る。 
３）アウトプット（成果） 

アウトプット（成果）１：OSBP が対象陸路国境において効率的に運営される。 
アウトプット（成果）２：域内における税関能力が向上する。 
アウトプット（成果）３：通関業者の能力が向上し、域内資格認定制度枠組みが整備さ

れる。 
 

５．前提条件・外部条件（リスク・コントロール） 

（１）前提条件 
特になし。 

 
（２）外部条件  

１）アウトプット（成果）達成のための外部条件 
OSBP 運用に係る関係機関が十分に協力し合う。対象陸路国境における OSBP 施設建設

が予定どおりに完了する。EAC OSBP 法が施設建設完了までに施行される。プロジェクト

の前フェーズより活動に参画してきた C/P 職員の離職・異動がプロジェクトの実施に影響

を及ぼさない。 
２）プロジェクト目標達成のための外部条件 

OSBP の運用に係る予算と人員が関係機関によって十分に確保される。EAC 事務局が通
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関士制度の構築に向けて必要な支援を行う。 
３）上位目標達成のための外部条件 

EAC 加盟国に、域内通関士資格認定制度に係る法案成立に向けた強い意思が存在する。 
 

６．評価結果 

本事業は、EAC 5 カ国の開発政策、開発ニーズ、日本の援助政策と十分に合致しており、また

計画の適切性が認められることから、実施の意義は高い。 
 

７．過去の類似案件の教訓と本事業への活用 

（１）類似案件の評価結果 
JICA が作成した OSBP Source Book（2009）には OSBP の効率的な推進のために、法整備、

インフラ、ICT、手続きの 4 つの要素を同時並行で進めることが推奨されている。他方、複

数の国境関係機関に加え、複数の政府がかかわる OSBP の推進においては、しばしばその合

意形成やプロジェクトの進展の遅れがみられ、本事業の前フェーズにおいても、ナマンガの

施設建設の遅れや法的枠組み整備の進捗がプロジェクト活動の進捗にも影響を及ぼす結果と

なった。プロジェクトの有効性及び効率性確保のため、プロジェクト開始前に外部条件を精

査するとともに、プロジェクト実施段階においても、外部環境の進捗を踏まえながら、柔軟

な活動計画の見直しが求められる。 
 
（２）本事業への教訓 

本事業においても、OSBPの運用化に向けて、定期的に開催する地域合同調整委員会（RJCC）

等の場を活用し、本事業にかかわる外部環境の進捗を逐次モニタリングし、柔軟な活動を展

開する。 
 

８．今後の評価計画 

（１）今後の評価に用いる主な指標 
４．（１）のとおり。 

 
（２）今後の評価計画 

事業開始 3 カ月 ベースライン調査 
事業中間地点 中間レビュー 
事業終了 6 カ月前 終了時評価 
事業終了 3 年後 事後評価                                
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第１章 調査の概要 
 
１－１ 調査団派遣の経緯 

 人口 1 億 4,000 万人を抱え域内統合が進展しつつある東アフリカ共同体（East African 
Community：EAC）地域では、近年、年間 5％を超える経済成長を達成している。また、この間域

内外の貿易量は倍増し、地域の経済成長を牽引する重要な要素となっているが、他方で、世界銀

行による国際物流の効率性指数では、通関手続きの効率性及び貿易・物流のインフラとも 185 カ

国・地域中 140 位前後と低位にあり、また輸出入に係るコストは欧米に比べ 6～7 割高いといわれ

るなど、依然域内の物流の効率化が課題となっている。 
 同地域では、上記課題に対応し貿易･流通の促進等による持続的な経済成長をめざすにあたり、

とりわけ通関の円滑化を重要課題ととらえ、特に域内陸上国境におけるワン・ストップ・ボー  

ダー・ポスト（One Stop Border Post：OSBP）
1
化の推進を通じ、物流の促進に取り組んでいる。 

 JICA は 2007 年から 2009 年までケニア共和国（以下、「ケニア」）、タンザニア連合共和国（以

下、「タンザニア」）、ウガンダ共和国（以下、「ウガンダ」）を対象に｢東部アフリカ地域税関能力

向上プロジェクト（フェーズ１）｣を実施し、各国税関（歳入庁）の能力を向上し、OSBP を適切

に運用できることを目的として OSBP 運用モデルを構築するとともに、ナマンガ（ケニア－タン

ザニア国境）とマラバ（ケニア－ウガンダ国境）においてパイロット事業〔情報通信技術（ICT）
機材整備、共同国境取り締まり等〕を実施した。 
 一方、フェーズ１を通じて、①東部アフリカ諸国が協力して国境税関において OSBP を導入･

実施するためには、リスクマネジメントや関税分類･評価等の技術や知識等、税関の能力を継続的

に向上させることが必要、②ICT 機材整備と共同国境監視のパイロット事業を他の国境ポイント

にも拡大展開することが必要、③通関手続きの迅速化･効率化の実現のために、税関の能力向上の

みならず通関業者の能力向上も同時に実施することが必要、といった教訓･提言が導き出された。 
 このような背景の下、フェーズ１対象 3 カ国に加え、EAC 関税同盟に新たに加わったルワンダ

国、ブルンジ国を加え各国歳入庁をカウンターパート（Counterpart：C/P）機関として、2009 年 9
月から 2013 年 9 月までの 4 年間を協力期間として、「東部アフリカ地域税関能力向上プロジェク

ト（フェーズ２）」（以下、現行フェーズ）を実施してきた。 
 今般、プロジェクト終了を控え、現行フェーズの目標達成度やアウトプット（成果）等を分析

するとともに、プロジェクトの残り期間や終了後の課題等今後の方向性について確認するため、

終了時評価調査を実施することとなった。 
 また、域内の経済統合及び回廊整備の一環として、域内物流円滑化に向けた各種政策・施策の

重要度は依然高く、各国政府は、同地域における OSBP の推進をはじめとする貿易円滑化に係る

取り組みを更に強化するため、わが国に対し追加支援を要請し〔「東部アフリカ地域税関能力向上

プロジェクトフェーズ３」（EAC 5 カ国より要請）及び「ルスモ国境ワン・ストップ・ボーダー・

ポスト運営支援プロジェクト」（タンザニア、ルワンダより要請）、以下、「後継プロジェクト」〕、

わが国政府により採択となっている。 
このため、域内各国の税関の実情や現行フェーズまでの成果を踏まえつつ、後継プロジェクト

                                                        
1 OSBP モデルとは、国境を接する 2 つの国が各国で個別に実施していた出国・入国手続きや税関検査を同一の場所で一括し

て行う仕組みのことで、この仕組みの導入により、国境通過時間の大幅な短縮が期待される。 
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の協力枠組みを含む詳細計画を各国 C/P 機関と協議・策定するとともに、後継プロジェクトの事

前評価を行うために必要な情報を収集・分析するための調査を併せて実施する。 
 
１－２ 調査団の目的 

（１）終了時評価調査 
本調査では、プロジェクトのこれまでの実績・成果を踏まえつつ、C/P 機関等関係機関の

置かれた現状を把握したうえで、プロジェクトの促進要因と阻害要因を分析し、必要に応じ

て計画や運営体制の見直し等を行い、プロジェクトの残り期間の活動を促進する。 
あわせて、JICA 事業評価ガイドラインに基づき、プロジェクトの妥当性を再確認するとと

もに、これまでの取り組みに係る有効性や効率性、インパクトや今後の持続性を評価し、協

議議事録（Minutes of Meeting：M/M）として取りまとめる。 
 

（２）詳細計画策定調査 
本調査では、現地調査を行って要請案件内容に関する情報収集や関係国の税関行政や国境

通関をとりまく現状と課題を整理するとともに、本件協力にあたって評価５項目（妥当性、

有効性、効率性、インパクト、持続性）に沿って評価する。加えて、現行フェーズで得られ

た教訓や提言等を踏まえつつ、関係国 C/P 機関とプロジェクトの詳細活動計画について協議

し、その内容を M/M として取りまとめる。 
 
１－３ 調査団員構成 

（１）第 1 回調査（終了時評価調査及び詳細計画策定調査）：2013 年 5 月 7～29 日 

氏 名 担当分野 所属先 

押切 康志 総  括 JICA 産業開発・公共政策部行財政・金融課 課長 

辻 研介 協力企画 JICA 産業開発・公共政策部行財政・金融課 主任調

査役 
馬場 義郎 税関行政（前半） 財務省関税局関税課 国際協力専門官 

倉本 智和 税関行政（後半） 財務省関税局参事官室 上席調査官 

菊地 正博 通関手続 1 東京税関調査部 情報管理官 

棚上 新吾 通関手続 2 函館税関調査部 統括調査官（調査第１部門） 

河原 里恵 評価分析（終了時評価） （株）アールクエスト 

小泉 香織 評価分析（詳細計画） （有）アイエムジー 

 
（２）第 2 回調査（詳細計画策定調査）：2013 年 8 月 3～18 日 

氏 名 担当分野 所属先 

押切 康志 総  括 JICA 産業開発・公共政策部行財政・金融課 課長 

辻 研介 協力企画 JICA 産業開発・公共政策部行財政・金融課 主任調

査役 
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１－４ 調査日程 

（１）第 1 回調査（終了時評価調査及び詳細計画策定調査）：2013 年 5 月 7～29 日 
 
（２）第 2 回調査（詳細計画策定調査）：2013 年 8 月 3～18 日 

詳細は、付属資料１のとおり。 
 
１－５ 現行プロジェクトの概要 

上位目標 OSBP の適切な運用を通じて効率的・効果的な通関手続きが実施される。 

プロジェク

ト目標 
OSBP の概念に基づき、また税関と通関業者の建設的な関係構築を通じて、国境

における迅速かつ効率的な通関手続きが強化される。 

アウトプッ

ト（成果） 
１． 税関行政の能力が向上する。 
２． 通関業者組合の機能強化を通じて、通関業者のコンプライアンス・レベルと

通関手続きにかかる能力が向上する。 
活 動 １． OSBP のパイロット事業促進及び税関行政能力向上のため、ナマンガ国境に

おける詳細設計、OSBP システム（RTMS/CCS）の開発・導入、主要 3 分野

（関税分類、関税評価、情報分析）に係るマスタートレーナー養成を通じた

人材育成、国境における共同監視、通関業者資格認定制度設立等の取り組み

を推進する。 
２． 税関当局及び通関業者組合等の対話を通じた実施計画に基づき、通関業者の

能力向上のための各種研修を実施する。 

C/P 機関 EAC 5 カ国歳入庁（RA） 

実施期間 2009 年 9 月～2013 年 9 月（4 年間） 

 
１－６ 終了時評価手法・項目 

１－６－１ 評価手法 
本終了時評価は、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」にのっとって実施され、本プロジ

ェクトのプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）（付属資料２

に付随の終了時評価調査報告書 ANNEX 2）及びプロジェクト活動計画（Plan of Operations：PO）

（付属資料２に付随の終了時評価調査報告書 ANNEX 3）を基に、以下の項目について確認し、

評価を行った。 
 
１－６－２ 評価項目 
（１）プロジェクトの実績 

 
（２）実施プロセス 

 
（３）５項目評価（妥当性、有効性、効率性、インパクト及び持続性）の視点による評価 

 
評価作業は、プロジェクトの実績、実施プロセス、及び５項目評価の項目ごとに具体的な

質問を設定した評価グリッド（付属資料２に付随の終了時評価調査報告書 ANNEX 4）を作成



－4－ 

し、それに基づいて行った。以下の表１－１は、PDM の構成と内容を示している。また、表

１－２は、５項目評価の視点について整理している。 
 

表１－１ PDM 各欄の定義 

上位目標 プロジェクトを実施することによって期待される長期的な効果 

プロジェクト

目標 

プロジェクト実施によって達成が期待される、ターゲット・グループ（人、組織を含

む）や対象社会に対する直接的な効果。技術協力の場合は原則としてプロジェクト終

了時に達成される。 

アウトプット 
（成果） 

「プロジェクト目標」達成のためにプロジェクトが生み出す財やサービス 

活 動 「投入」を使って「アウトプット（成果）」を産出するために必要な一連の行為 

外部条件 
プロジェクトではコントロールできないが、プロジェクトの成否に影響を与える外部

要因 

指 標 プロジェクトの業績やプロジェクト実施による変化を測るための定量的・定性的な変数 

入手手段 プロジェクトの達成度や業績を測るための情報源・調査手段 

投 入 
「アウトプット（成果）」を産出するために必要な資源（人材、資機材、運営経費、

施設等） 

前提条件 プロジェクトが実施される前にクリアしておかなければならない条件 
出典：新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版 

 
表１－２ 評価５項目ごとの主な評価の視点 

妥当性 必要性 
・ ターゲットグループのニーズに合致しているか 
優先度 
・ 相手国の開発政策との整合性はあるか 
・ 日本の援助政策・JICA の援助実施方針との整合性はあるか 
手段としての妥当性 
・ プロジェクトは相手国の対象分野・セクターの開発課題に対する効果を上げる戦略と

して適切か 
・ C/P 機関及びターゲットグループの選定は適正か 
・ 日本の技術の優位性はあるか 

有効性 ・ プロジェクト目標は明確か 
・ プロジェクト目標は達成されているか（達成される見込みか） 
・ それはプロジェクトのアウトプット（成果）の結果もたらされたか（もたらされる見

込みか） 
・ プロジェクト目標に至るまでの外部条件の影響はあるか 
・ 有効性を貢献・阻害する要因は何か 

効率性 ・ アウトプット（成果）の達成度はコストに見合っていた（見合う）か。同じコストで

より高い達成度を実現することはできなかったか 
・ プロジェクト目標の達成度はコストに見合っていた（見合う）か。同じコストでより

高い達成度を実現することはできなかったか 
・ プロジェクト実施プロセスの効率性を阻害・促進する要因はなにか 
・ プロジェクトのアウトプット（成果）発現の効率性を貢献・促進する要因はなにか 
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インパクト ・ 上位目標は達成されているか（達成される見込みか） 

・ 上位目標を達成するための方策は適切に計画されているか。パイロットプロジェクト

の場合、普及のための方策が計画されているか 
・ 上位目標に至るまでの外部条件の影響はあるか 
・ 予期しなかったプラス・マイナスの影響はあるか（政策、経済・財政、組織・制度、

技術、社会・文化・ジェンダー・民族、環境等の側面から調査する） 

持続性 ・ プロジェクト目標、上位目標等のプロジェクトがめざしていた効果は、援助終了後も

持続するか 
・ それらの持続的効果の発現要因・阻害要因はなにか（政策、経済・財政、組織・制度、

技術、社会・文化、環境等の側面から調査する） 

出典：新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版より抜粋 

 
１－６－３ データ収集及び分析方法 

PDM 記載事項の実績データを中心に、以下の情報源及びデータ収集手法を用いて情報を収 

集した。 
 

（１）討議議事録（Record of Discussions：R/D）、PDM、 PO 及び M/M などのプロジェクト計

画文書 
 
（２）プロジェクトによる記録〔進捗報告書、地域合同調整委員会（Regional Joint Coordinating 

Committee：RJCC）の議事録など〕 
 
（３）日本人専門家及び C/P、関連機関からの聞き取り及び質問票への回答 
 
（４）ケニアなど東部アフリカ 5 カ国側、日本側の投入に関する記録 
 
（５）その他（プロジェクト専門家の報告書など） 
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Ⅰ：現行プロジェクトの終了時評価 
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第２章 プロジェクトの実績と現状 
 
２－１ 投入実績 

終了時評価調査（2013 年 5 月末時点）の日本側、東部アフリカ 5 カ国側の投入の実績は、以

下のとおりである。 
 

２－１－１ 日本側投入 
（１）専門家派遣（付属資料２に付随の終了時評価調査報告書 ANNEX 5） 

１）日本人長期専門家 
・ チーフ・アドバイザー／税関行政、地域協力強化、業務調整員／人材育成の 3 分野、

延べ 5 名が派遣されている。チーフ・アドバイザーは 2011 年 7 月に、業務調整員は同

年 5 月に、それぞれ任期満了に伴い交代している。 
２）日本人短期専門家 

・ 通関業者支援専門家（業務実施簡易型）1 名に加え、延べ 50 名の短期専門家がマス  

タートレーナー養成プログラム（Master Trainers Program：MTP）の講師、通関業者資

格認定制度における日本の事例紹介の講師、ナマンガ OSBP 詳細設計支援等、で派遣

された。 
３）その他の短期専門家及びコンサルタント 

・ ICT 分野のローカルコンサルタント 1 名、セミナー講師の世界税関機構（World Customs 
Organization：WCO）専門家延べ 10 名。ナマンガ OSBP 施設の詳細設計に係る業務、

地域内通関業者資格認定制度構築に関する調査、通関業者資格認定制度導入に係る政

策枠組み策定支援、MTP 評価に関し、それぞれローカルコンサルタントが傭上された。 
 

（２）機材供与（付属資料２に付随の終了時評価調査報告書 ANNEX 5） 
・ 2013 年 5 月終了時評価時点で合計約 2 億 6,200 万円であった。各年度の内容、金額は表

２－１のとおり。 
・ OSBP 通関管理システム（Real Time Monitoring System/Cargo Control System：RTMS/CCS）

の導入のため及び国境・水上監視に必要な資機材の提供が主なものである。 
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表２－１ 年度別機材供与額 

（単位：日本円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典：プロジェクト記録 

 
（３）研修員の受け入れ：第三国研修（付属資料２に付随の終了時評価調査報告書 ANNEX 5） 

・ 延べ 71 名が、ベトナム（2010 年 3 月）及びマレーシア（2011 年 3 月及び 6 月の 2 回に

分けて実施）並びに本邦（2012 年 10～11 月）へのベンチマーク・スタディ・ツアー（Bench 
Marking Study Tour：BMST）に参加 

・ WCO 認定専門家ワークショップへの派遣〔関税評価（Customs Valuation：CV）ナイジ

ェリア 8 名（2012 年 9 月）、ガボン 1 名（2012 年 10 月）、関税分類（Harmonized Commodity 
Description and Coding System：HS）ジンバブエ 8 名（2013 年 4 月）〕 

・ RTMS/CCS 稼働に必要なサーバー管理研修への派遣〔南アフリカ 6 名（2013 年 2 月）〕

を行った。 
 
（４）現地業務費（付属資料２に付随の終了時評価調査報告書 ANNEX 5） 

・ 2013 年 5 月までの支出額合計は、約 3 億 4,000 万円である。年度ごと・項目別は以下の

表２－２のとおり。 
 

表２－２ 各年度・項目別現地業務費額 
（単位：日本円） 

FY Local 
Operation Cost 

including 
Consultant 

Cost 

Third-country 
Trainer 

（WCO Expert 
travel cost） 

Third-Country 
Training 

（Benchmarking 
Study Tour） 

Total 

FY2009 
（Oct2009-Mar2010） 

 
40,321,288 

 
1,221,547 6,740,456 48,283,291 

FY2010 
（Apr2010-Mar2011） 

 
53,077,378 

 
2,015,532       8,068,620 63,161,531 

FY2011 
（Apr2011-Mar2012） 

 
71,741,087 

 
1,026,429 

 
6,105,765 106,109,045   
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FY2012 
（Apr2012-Mar2013） 

 
98,976,851 

 
1,517,926 

 
8,039,328 108,534,105 

FY2013 （Apr-May2013）  
39,575,061             - 

 
1,582,545 41,157,606 

Sub-total 
  303,691,666 5,781,434      30,536,713 

 
340,009,813 

出典：プロジェクト記録 

 
２－１－２ 東部アフリカ 5 カ国側の投入 

（１）C/P 
・ 5 カ国の歳入庁（Revenue Authority：RA）長官がプロジェクト・ディレクターを、また、

関税局長がプロジェクト・マネジャーを務めている（10 名）。 
・ MTP ワーキング・グループ（Working Group：WG）：53 名（2012 年 11 月の MTP 終了

時）及びマネジメント・ユニット（Management Unit：MU）メンバー5 名（終了時評価

時）。WG のプロジェクト参加は活発、意欲的であった反面、人事異動や退職による変

動があった国もあった。以下の表２－３を参照。 
 

  表２－３ MTP の MU 並びに WG の構成 

 Management Unit 
（as of May 2013） 

Number of Working Group members by sub-group 
（as of completing the 9th activities、Nov. 2012） 

CV HS IA 
KRA 0（4） 

（not active currently） 
4 4 4 

OBR 1（4） 2（4） 4（3） 3（3） 
RRA 0（3） 

（logistic is currently managed 
by the training section） 

4 4 4 （3） 

TRA 3 3 4 4 
URA 1（3） 4 2 （4） 3 
Total 5（17） 17（19） 18（19） 18（17） 

出典：プロジェクト記録、終了時評価における聞き取り調査 

 
・ OSBP（RTMS/CCS）WG：9 名〔ケニア歳入庁（KRA）3 名、タンザニア歳入庁（TRA）

3 名、ウガンダ歳入庁（URA）3 名〕。 
・ 共同国境監視・共同水上監視（JBS/JWS）チーム：11 名（KRA 4 名、TRA 3 名、URA 4

名） 
・ 通関士認定制度導入に係る政策枠組み策定支援と通関業者への訓練に係るタスクフォ

ース（Task Force：TF）：各国 3 名計 15 名、EAC 1 名、東アフリカビジネス評議会（East 
African Business Council：EABC）1 名、通関業者組合（Customs Clearing and Forwarding 
Agents Associations：CCFAA）7 名、計 24 名 

・ KRA より通関業者支援調整担当及びプロジェクト運営管理支援メンバーとしてそれぞ

れ 1 名が配置されている。 
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（２）プロジェクト事務所 
・ケニア歳入庁（Kenya Revenue Authority：KRA）内にプロジェクト・チームのオフィス

が提供され（フェーズ２後半にスペースが広くなった）、電気代及び固定電話料金は KRA
が負担している 

 
（３）プロジェクト運営費 

東部アフリカ 5 カ国からは、主に現物（in-kind）による以下の内容の支援が行われてい

る。 
・MTP 研修実施経費（会場・昼食等の提供） 
・共同国境監視・共同水上監視（Joint Border Surveillance/ Joint Water Surveillance：JBS/JWS）

取締活動経費 
・通関士制度構築のための政策枠組み策定支援に係る TF 会合での会場提供 
・出張国での専門家・WG メンバーへの車両手配 
・MTP や研修への参加旅費に係る 5 カ国税関職員への日当・宿泊手当の補填（各国 RA が

定める基準と JICA が支払う金額との差額） 
・RTMS/CCS のセキュリティ監査費用 

 
２－２ 活動の実施状況  

本プロジェクトでは、詳細な活動計画を PO に定め、C/P 機関と協議・合意しながら活動を進

めてきた。アウトプット（成果）１「税関行政の能力が向上する」、及びアウトプット（成果）２

「通関業者組合の機能強化を通じて、通関業者のコンプライアンス・レベルと通関手続きにかか

る能力が向上する」の双方において、上記活動計画に基づき各活動の進捗や外部環境に応じ柔軟

な活動が実施された（詳細の活動実績は、付属資料２に付随の終了時評価調査報告書 ANNEX 6
を参照）。 

 
２－３ アウトプット（成果）の達成状況 

各アウトプット（成果）の達成状況は以下のとおりである。 
 

（１）アウトプット（成果）１：「税関行政の能力が向上する」 
アウトプット（成果）の達成を測定するために設定された指標は以下の整理のとおり、プ

ロジェクト活動を通じてすでに満たされているもの、終了時評価時点で進行中のものが混在

している。 
 

指 標 １．ナマンガ OSBP 施設の詳細設計が完了する。 

２．ナマンガ、マラバならびにブシアで税関と利害関係者が全ての貨物通関

プロセスにおいて RTMS/CCS による処理を行う。 

３．MTP の WG メンバー全員が各国歳入庁で MT としての認証を受ける 
４．MTP の実施課程で WG メンバーにより作成された MTP ハンドブック 

（CV、HS、IA）が各国歳入庁、EAC と WCO により地域・国の訓練教材

として認知される。 
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５．ナマンガ、マラバ、ブシア、ガトゥナ／カトゥナ、コベロ／カバンガ、

ビクトリア湖での JBS/JWS に関して、SEO、BCC と WCC の関税行政に

ついてのパートナー間の会合が定期的に行われる。 
６．ナマンガ、マラバ、ブシア、ガトゥナ／カトゥナ、コベロ／カバンガ、

ビクトリア湖での JBS/JWS の活動結果がパートナーの関税局から定期的

に報告される。 
７．各国において関税局と通関業者組合の間で通関業務にかかる意見交換が

定期的に実施される。 
８．通関士認定制度導入に係る政策枠組みのドラフトが作成される。 

 
・ 指標 1-1 「ナマンガ OSBP 施設の詳細設計が完了する」 

中間レビュー以前に完了済み。 
・ 指標 1-2 「ナマンガ、マラバならびにブシアで税関と利害関係者が全ての貨物通関プロセ

スにおいて RTMS/CCS による処理を行う」 
未完了。ナマンガでの税関部分の RTMS/CCS の稼働が 2013 年 2 月から公式に開始された。

今後同国境の他の関係官庁が利用できるよう研修実施予定。マラバとブシアを含む他国境

ポストへの RTMS/CCS の展開はナマンガにおける稼働状況をモニタリングしつつ展開予

定。 
・ 指標 1-3 「MTP の WG メンバー全員が各国歳入庁で MT としての認証を受ける」 

完了済み。53 名が JICA による研修修了証に加え、各国 RA から MT 認証と EAC によるト

レーナー向け研修（Training of Trainers：ToT）参加証を授与された。うち、CV4 名、HS2
名が WCO 認定トレーナーとして承認された。 

・ 指標 1-4 「MTP の課程で WG メンバーにより作成された MTP ハンドブック（CV、HS、IA）

が各国歳入庁、EAC と WCO により地域・国の研修教材として認知される」 
RA、東アフリカ共同体（East African Community：EAC）からは認定は完了済み。内容につ

いては WCO の国際基準に基づいている。完成したハンドブックと研修教材・資料一式を

収めた DVD は 2012 年 12 月の第 6 回 RJCC にて各国 RA へ供与され、職員や通関業者への

研修に使用されている。 
・ 指標 1-5 「ナマンガ、マラバ、ブシア、ガトゥナ／カトゥナ、コベロ／カバンガ、ビクト

リア湖での JBS/JWS に関して、SEO、BCC と WCC の税関行政についてのパートナー間の

会合が定期的に行われる」 
一部の場所で国境監視に係る関係機関の会合は不定期に実施されてきているが、定期的な

会合実施にはなっていない。 
・ 指標 1-6 「ナマンガ、マラバ、ブシア、ガトゥナ／カトゥナ、コベロ／カバンガ、ビクト

リア湖での JBS/JWS の活動結果がパートナーの関税局から定期的に報告される」 
実施中。活動は報告にまとめられ、プロジェクトへ定期的に提出されるとともに地域合同

調整委員会（RJCC）の場で半期に 1 度、報告されている。 
・ 指標 1-7 「各国において関税局と通関業者組合の間で通関業務にかかる意見交換が定期

的に実施される」 
各国において意見交換の機会は設けられているが、終了時評価での調査結果によれば定期

的な実施にまでは至っていない。 
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・ 指標 1-8 「通関士認定制度導入に係る政策枠組みのドラフトが作成される」 
活動は 2013 年 2 月より進行中であり、７月のローカルコンサルタントとの契約期間内に

ドラフトが作成される予定である。2013 年 2 月より傭上されたコンサルタントチームをフ

ァシリテーターとして、国別メンバー（各国 3 名）や CCFAA 代表から成る TF とともに

2013 年 3～6 月に予定されている計 4 回の会合でドラフトの作成への議論を重ねていく予

定となっている。 

 
（２）アウトプット（成果）２：「通関業者組合の機能強化を通じて、通関業者のコンプライアン

ス・レベルと通関手続きにかかる能力が向上する」 
・指標 2-1 「通関業者の能力向上のニーズにかなった訓練計画が税関と通関業者間で共同

で作成される」 
達成されている。研修計画は作成済みであり、2012 年 9 月より研修を実施中。ただし、同

計画内容の完了は 9 月のプロジェクト終了時までには困難と予想され、次期フェーズにお

いて継続される予定である。 

 
２－４ プロジェクト目標の達成状況 

「OSBP の概念に基づき、また税関と通関業者の建設的な関係構築を通じて、国境における迅

速かつ効率的な通関手続きが強化される」 
プロジェクト目標について下記 5 つの指標が設定されているが、ベースライン数値の欠落やプ

ロジェクトで研修効果を測るポスト調査は行われておらず、達成値についての詳細な測定は難し

いため、現在までの進捗から測ることが可能な範囲でこれまでの達成の整理と定性的な評価を行

った。 
 

指 標 １．ナマンガ、マラバ、ブシアで RTMS/CCS が適切に使用され、通関所要時

間（通関申告から貨物引渡指図書発行まで）が短縮される。 
２．税関職員の 8 割以上が MTP の WG メンバーが講師を務める研修内容を 

理解し、研修内容が日常業務に実践的なものとして満足する。 
３．ナマンガ、マラバ、ブシア、ガトゥナ／カトゥナ、コベロ／カバンガ、

ビクトリア湖近辺のコミュニティで JBS/JWS が密輸や社会悪の行為の抑

制対策として効果的であると認識される。 
４．通関士認定制度導入に係る政策枠組みが作成される。 
５．MTP の WG メンバーが講師を務める通関業者の訓練で 8 割以上の参加者

が研修内容を理解し、研修内容を日常の通関業務に応用する実践的なも

のとして満足する。 
 

・ 指標１ 「ナマンガ、マラバ、ブシアで RTMS/CCS が適切に使用され、通関所要時間（通関

申告から貨物引渡指図書発行まで）が短縮される」 
前述のとおり、ナマンガにおける税関部分の RTMS/CCS の稼働が始まったばかりであり、そ

の他国境を含め、現段階で時間短縮の達成度を測ることは困難。 
・ 指標２ 「税関職員の 8 割以上が MTP の WG メンバーが講師を務める研修内容を理解し、研

修内容が日常業務に実践的なものとして満足する」 
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達成されている。MTP を評価したコンサルタントの報告によれば、マスタートレーナー

（Master Trainer：MT）の講義能力に対する評価は 83～91％であり、研修受講者に一定のレ

ベルの満足度を与えることができると考えられる。終了時評価調調査の聞き取りではいずれ

の MT も研修は非常に満足な内容（講師の知識・アプローチ、内容、組織編成等）、と返答を

得た。 
・ 指標３ 「ナマンガ、マラバ、ブシア、ガトゥナ／カトゥナ、コベロ／カバンガ、ビクトリ

ア湖近辺のコミュニティで JBS/JWS が密輸や社会悪の行為の抑制対策として効果的である

と認識される」 
一定程度達成されており、現在も進展中である。プロジェクトの支援により（それまでも国

内国境監視はされていたが）2 国間による JBS/JWS が 2010 年から開始され、2012 年に 5 カ

所へ拡大、またブルンジ歳入庁（Office Burundais des Recettes：OBR）では国境監視チームが

新たに組織化される、といったインパクトを与えてきた。一方、コミュニティを情報源とし

てきているが、JBS/JWS がそれらの開始以前と比較し、どの程度密輸の抑制効果がコミュニ

ティで認識されているか、を測るベースライン数値や比較すべき記録もなく、その客観的な

測定は不可能である。 
・ 指標４ 「通関士認定制度導入に係る政策枠組みが作成される」 

第 2 回 TF 会合でコンセプト・ノート案が議論され、第 7 回 RJCC において各国 RA 長官から

活動の方向性については了承されたのでプロジェクト終了時までに政策枠組みのドラフト

は作成される予定である。利害関係者（通関業者等）の EAC 地域共通の通関士認定制度導入

への賛同は、これまでの聞き取りや TF メンバーとして協同で政策枠組みドラフトづくりに

かかわっていることから、既に確認されていると考えられる一方、終了時評価調査時の聞き

取り等の結果からは、各国での既存認定制度、新制度への考えや利害関係者の阻害要因等、

考慮すべき要因等が十分に理解されるためには今後も周到な議論の必要があると考えられ、

プロジェクト終了時までに合意形成がなされ、政策枠組みの作成に至ることは困難と考えら

れる。 
・ 指標５ 「MTP の WG メンバーが講師を務める通関業者の研修で 8 割以上の参加者が研修内

容を理解し、研修内容を日常の通関業務に応用する実践的なものとして満足する」 
達成されてきており、現在も進展中である。通関業者である研修参加者による評価結果では、

研修内容や構成は 9 割以上が満足～とても満足である、と返答され、7～9 割が研修で得た知

識を通関業務へ適用可能、としている。 
 
２－５ 実施プロセス  

２－５－１ 中間レビューの提言の実施状況 
中間レビューの提言については、それぞれ活動の過程で考慮されているが、プロジェクトの

実施プロセスにおいて特に以下の点が特筆に値する。 
 

（１）PDM の改正 
プロジェクトの活動結果が、進捗状況をモニターし、プロジェクト目標の達成度を測定

するための指標に適切に統合されるように PDM が設定されていない、との中間レビュー

での指摘に基づき、現在の OSBP、JBS/JWS、MTP 活動を反映させ、CCFAA とメンバー業
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者の能力を強化し、そしてプロジェクト全体の目的がより明確になり測定可能となる適切

かつ入手可能な指標と目標価値を設けられるよう、PDM 構造を見直しし、各関係機関と協

議のうえ、2012 年 5 月の RJCC において承認された。 
 
（２）通関業者の能力開発のためのモダリティ変更 

通関業務の効率化には、各 RA と通関業者間に密接なパートナーシップを築くことが重

要であるが、そのためには各 RA がより一層の指導力を発揮することが望ましい、といっ

た中間レビューにおける提言を受け、各 RA の担当職員が、計画及び実施の各フェーズに

おいてより踏み込んだ関与を行うための体制が整えられ、通関業者とともに能力開発のた

めの計画を策定し、CV 及び HS の分野において研修が展開された。 
 

２－５－２ 効果発現に貢献した要因 
（１）計画内容に関すること 

・ 関税評価や関税分類等、MTP においてわが国の優位性が発揮される活動が盛り込まれ 

ていたこと。 
・ RTMS/CCS の開発をプロジェクト計画に盛り込むことで、システム開発に伴う要件定義

を行う過程で OSBP 導入に伴う業務フロー変更や改善にかかる議論を促進することにつ

ながったこと。 
 

（２）実施プロセスに関すること 
・ MTP において極力同一の短期専門家を派遣することで、WG メンバーの理解の進捗や能

力レベルを適切に把握しながら活動を進めることができたこと。 
・ また WG メンバー間の国際経験・交流や各国税関内でチームワークの意識が高まり、活

動への意欲を高めたこと。 
・ MTP において、WCO や EAC 事務局との連携を深めながら活動を進めることで、国際標

準への準拠、あるいは地域枠組みのもとでの人材育成面での標準化に寄与したこと。 
・ JBS/JWS を推進していくことで、両国間における共同での取り締まりに係る認識が醸成

されたこと。 
 
２－５－３ 問題点及び問題を惹起した要因 
（１）計画内容に関すること 

・当初 PDM における成果、活動、指標の範囲が明確化されなかったことで、ニーズに基

づく活動範囲の拡大を招く要因となったこと。 
 

（２）実施プロセスに関すること 
・ 上記計画上の問題に加え、PDM に基づくベースラインが確認されず、結果としてプロジ

ェクト関係者がモニタリングツールとして PDM を活用するという意識が高まらなかっ

たこと。 
・ OSBP 法承認や OSBP 施設建設の遅れが RTMS/CCS の開発や JBS/JWS の実施に影響を及

ぼしたこと。 
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第３章 評価５項目による評価結果 
 

評価５項目による分析結果の要約は下記のとおり。評価の 5 段階は、最も上位が「非常に高い」、

次いで「高い」、「中程度」、「低い」、最下位が「非常に低い」となっている。 
 
３－１ 妥当性：「非常に高い」 

本プロジェクトの妥当性は、以下の理由により終了時評価時においても大変高い。 
 
（１）東アフリカ共同体（EAC）5 カ国政府のニーズや政策との整合性の高さ、日本の優先協力

分野との合致 
本プロジェクトは、EAC 5 カ国に共通する OSBP の整備、税関能力の向上及び業務の近代

化、並びに貿易円滑化による貿易促進の政策課題に応えるものである。本プロジェクトは日

本政府の優先協力分野であるアフリカ開発会議（Tokyo International Conference on African 
Development：TICAD）の枠内で合意された OSBP 支援の方針にも合致しており、プロジェク

ト実施の一貫性は確保されている。 
対象地域 5 カ国において、税関職員及び通関業者の能力向上に対するニーズは極めて高く、

本プロジェクトはそのニーズに応えている。同様に、通関業者についても、通関業務に直結

する知識やスキルの向上が重要と認識され、業務における専門性や知識を高めるために研修

への一層の支援が期待されている。 
 
（２）アプローチと技術移転手法の適切性 

上記のEAC 5カ国や税関職員のニーズとの合致からもターゲットグループの選定は適切で

あったと判断される。 
終了時評価での聞き取りと観察の結果では、専門家の技術移転の方法やアプローチは概し

て適切であり、回答者から賞賛が得られた。MTP、他の活動やプロジェクト調整においてそ

れぞれの日本人専門家の知識の深さ、調整能力の高さやプロジェクト期間を通じたアウトプ

ット（成果）達成のための継続的努力にカウンターパート（CP）からの賞賛は高かった。 
 
３－２ 有効性：「中程度」 

本プロジェクトの有効性は、以下の理由により本終了時評価時においては「中程度」である。 
 
（１）プロジェクト目標の達成見込み・達成への進展 

一部の指標では達成されているものの、ナマンガで稼働している RTMS/CCS を国境におけ

るその他官庁間への導入と、マラバ国境やブシア国境への展開は今後の予定となっており、

プロジェクト期間内での達成は難しい。加えて、通関士認定制度の政策枠組みについては、

完成予定のドラフトが、現行フェーズ期間内に関税局長会議等関係者間の協議を経て最終化

される見込みは低く、プロジェクト期間内のプロジェクト目標の完全な達成は難しい。また

指標を測定するためのデータの不足もあり、プロジェクト目標の測定を難しくしている点も

存在する。一方で、プロジェクトが MTP で能力強化がなされた MT 要員にみられるとおり、

国家レベルだけでなく EAC 地域レベルの人的アセットや RTMS/CCS の開発等を通じ関税行
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政や通関処理の円滑化への基礎を生み出した功績は大きい、と評価できる。 
他ドナーとの協調では、トレードマーク・イースト・アフリカ（TradeMark East Africa：

TMEA）が支援するタベタ／ホリリ国境 OSBP では RTMS/CCS の展開が行われることとな

っており、EAC 域内の OSBP の実現化や域内貿易の円滑化に向けて、必要に応じた調整が

行われてきた。 
 
（２）プロジェクト目標達成への外部条件 

EAC 域内での対象国境の OSBP 建設は終了時評価時点では 1 カ所も竣工しておらず、OSBP
施設での運用を想定して開発した IT システムの RTMS/CCS については、施設がなくても導

入・運用できる形に軌道修正をして開発・導入を進めなければならず、また、ハード面での

追加的投入をプロジェクトで調達支援する必要があり、全体のスケジュールに影響した。税

関以外の他官庁への導入については、説明会を各国や国境で行って賛同を得ているものの、

上記の遅れから終了時評価時点は導入されていない（プロジェクト期間内には一部省庁につ

いて導入の見込み）。 
 
３－３ 効率性：「中程度」 

アウトプット（成果）達成のために投入が有効に使われ、活動がアウトプット（成果）に効率

的に結びついているものと活動はまだ成果となっていないもの、の両面がある。他方、コスト面

の効率性、実施体制の観点から改善の余地があり、効率性は「中程度」と判断される。 
 
（１）アウトプット（成果）の達成状況 

「前章２－３ アウトプット（成果）の達成状況」に記載のとおり、設定されたアウトプ

ット（成果）１及び２の指標 9 つのうち 5 項目が達成されており、また 1 項目が終了時評価

時点で進行中であり、プロジェクト期間終了時に達成が期待されている。他方、RMTS/CCS
に係る指標については、前述の外部条件等の事由により達成が困難な状況にある。 

 
（２）投入の適切性 

専門家の投入は長期、短期いずれも非常に適切であり、前述のとおり、専門家の知識、ア

プローチ、教授能力、調整能力やプロジェクトを進めるうえでの継続的努力は関税局 C/P か

ら高く評価されている。 
投入された資機材は概して有効に活用され、維持管理がなされてきている。その反面、ビ

クトリア湖の JWS のために供与されたボートの稼働率が低いこと、また RTMS/CCS の完成、

展開の遅延により、マラバ、ブシアの国境への展開を見据え過去に供与された資機材が今は

まだ通常の税関業務のみに利用されている状況があり、一部資機材の更なる活用改善の余地

は残る。なお、JWS については、これまでも実施予算、他関係官庁の協力等の影響が稼働を

難しくしていたが、2013 年 5 月の RJCC 開催を受けて、関係 3 カ国は独自に会議を開催し、

2013 年末までの PO をまとめ実施しようとしている。 
OSBP 運用にとって重要な要素となる ICT システム開発のひとつとして RTMS/CCS の開発

が期待されていたが、上記外部条件の制約のなかで、車両の一時輸出入通関管理システムな

ど他ドナーが開発しているシステムにはない独自の機能を盛り込んだシステムの開発を進め
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るなど、C/P のニーズに応える形で開発が行われてきた。他方、これら開発のための人材と

してローカルコンサルタント 1 名の傭上を行ってきたが、開発と導入・調整、あるいはその

後の C/P による適切な維持管理のための体制整備をタイムリーかつ着実に行うためには、も

う少し開発・調整のための投入を増強する必要がある、との声も聞かれた。一方、当該シス

テムを適切に稼働させるにあたり、各国におけるハード面、ネットワーク面の増強を行う必

要が出たが、結果的にプロジェクト予算での追加投入が必要となった。これらは、今後

RTMS/CCS を域内の通関システムのひとつとして幅広く展開・活用をめざすうえでモメンタ

ムを失わずに開発を進めるうえで必要な投資とも理解されるが、要件定義や設計を行う段階

で、ハード・ソフト両面で必要なスコープ・コスト、稼働後に必要な措置をできるだけ明確

化し関係者間で共有できる体制を構築しておくことが求められた。 
またプロジェクト開始当初は、PDM に設定されたアウトプット（成果）指標において本プ

ロジェクトのアウトプット（成果）やプロジェクト目標としてめざす範囲を明確に定めない

まま、またベースライン調査がなされておらず、C/P のニーズや直面する課題にあわせて柔

軟な活動を展開してきた。プロジェクトの設計については、中間レビューの結果を踏まえ上

記を改善するため指標の変更等を行ったが、既に柔軟な活動展開を行ってきた状況下で専門

家業務の増加が顕在化した一方、その機動的な投入の追加が難しく、その時点からのベース

ライン調査を含め、プロジェクトの PDM によるモニタリングの強化が困難であった。5 カ国

関税局からの投入は既述のとおり、可能な範囲で投入が行われてきた、と判断される。 
 
（３）アウトプット（成果）達成への外部条件 

MTP の WG メンバー等の C/P の定着が外部条件として設定されているが、MT の退職や配

置転換により活動進展への支障や達成された人的能力の強化が関税局内で成果として十分に

生かされない、というリスクがある。2012 年末に終了した MTP の WG メンバー数の 53 名は

退職等の理由で、終了時評価時点には 49 名と 4 名が減少している。 
また、アウトプット（成果）達成への外部条件として設定されていなかったが、上述のと

おり RTMS/CCS の開発にあたっては OSBP 施設の建設遅延が仕様確定や開発の推進に影響を

及ぼした。加えて、JBS/JWS を実施するにあたっては、国境を超える共同の取り組みを実施

していくにあたって、法的な担保が必要な側面もあり、プロジェクトでは両国間で共同取り

締まりのための合意文書（Memorandum of Understanding：MOU）締結を支援し活動を進めた

が、EAC での OSBP 法の承認に時間がかかったことで、特に JBS では効率的な実施に影響を

及ぼした。 
 
（４）プロジェクト実施の体制 

半期に 1度開催されてきたRJCCは各国関税局の意思決定者であるマネジメント幹部、JICA
専門家、各国所在の JICA 事務所のメンバー等で構成され、プロジェクトの最高意思決定機

関として活動のレビューや評価を行い、将来活動の計画を議論・承認することを目的として

いた。RJCC はプロジェクト経過の全体報告や意見のすり合わせの点で有用であり、調整は

有効になされてきたが、反面、PDM に基づく当初計画の達成度の確認、活動内容のインパク

トの評価等は十分なされていないものもあった。この点は、上述のとおり、開始当初の PDM
の指標設定があいまいであったことにも起因するが、この結果、PDM にある計画や指標に基



－20－ 

づく C/P との情報の共有や達成度に係る意識の共有は弱く、終了時評価調査における聞き取

りや観察の結果でも、マネジメントから WG メンバーまで C/P は概してプロジェクトのアウ

トプット（成果）に関心は非常に高く、参加意欲は高い一方、プロジェクト進行やアウトプ

ット（成果）モニタリングに関する主体的意識は充分ではないままであった。 
 
３－４ インパクト（見込み）：「高い」 

（１）上位目標の達成見込み 
上位目標「OSBP の適切な運用を通じて効率的・効果的な通関手続きが実施される」 

・上位目標については下記の 5 つの設定された指標があるが、終了時評価時点ではいずれの

OSBP 施設も完成はしていない。よって OSBP 稼働後の通関処理の時間短縮をめざす指標

１及び OSBP 運用開始後の展開が想定される指標２について、現時点で評価することは不

可能。 
・その他の指標については、これまでの達成の整理からどの程度、将来の目標として実現可

能性の見込みが望めるかについて評価を行った。 
 

指 標 ナマンガ、マラバ、ブシアの OSBP 施設（竣工）後 2 年以内に、 
１．通関の申請からリリースまでの時間が平均 4 時間以内に短縮される。 
２．ナマンガ、マラバ、ブシアでの OSBP の運営モデルが EAC 地域の他の国

境ポストに展開される。 
３．認定された MT が各国歳入庁での年間研修プログラムに定期的に関わる。 
４．JBS/JWS のコンセプトが EAC 地域の 10 ヶ所で展開される。 
５．通関士認定制度導入に係る政策枠組みが EAC で承認される。 

 
・指標３ 「認定された MT が各国歳入庁での年間研修プログラムに定期的に関わる」 

終了時評価における聞き取りの結果では、ルワンダ歳入庁（Rwanda Revenue Authority：
RRA）の 1 国を除き、各 RA で MT が定期的な研修に講師要員として関与する計画やそ

の準備が明らかになっている関税局はまだない。MT の活用は現在、各国とも税関職員

や通関業者の研修において散発的に講師業務を努めていること、に限られており、今後

の取り組みが期待される。 
・指標４ 「JBS/JWS のコンセプトが EAC 地域の 10 カ所で展開される」 

JBS サイトはプロジェクトで 5 カ所を実施したが、各国税関局からの JBS/JWS 用の資機

材供与の要請にみられるとおり、その活動のニーズや意義は高く認識されており、今後

各国の予算面や実施体制面の実現可能性に応じて活動が拡大することが期待される。な

お、ケニアでは、エチオピアとの国境間で同様の JBS を展開するなど、その他の地域に

おいても JBS の実施が拡大しつつある状況も確認された。 
・指標５ 「通関士認定制度導入に係る政策枠組みが EAC で承認される」 

プロジェクト目標の指標４と同様、今後関係者間の慎重な検討及び合意形成を経て、最終

的に EAC に上程されるため、現段階で実現可能性を判断することは困難。 
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（２）政策、法／規制、組織制度や技術面のインパクト 
プロジェクトの実施期間中に、OSBP 法の成立や国境管理の規制等、EAC の税関行政に関

わる制度や枠組みの進展がみられる。プロジェクトで達成した MT の育成、ハンドブック、

RTMS/CCS の稼働等の実績や成果は、各国国家レベルのアセットとなるだけでなく、EAC 共

通の税関行政での貴重なアセットであり、また将来の発展に貢献、活用されていく可能性は

大きい。この意味ではプロジェクトのインパクトは可能性も含め大きいものと判断できる。 
 
３－５ 持続性（見込み）：「現時点での予測は困難」 

持続性では、設定されたアウトプット（成果）やプロジェクト目標が十分には達成されていな

いため、その予測を行うことは困難である。以下に現在の状況の整理と将来の持続への可能性を

予備的に考察した。 
 
（１）政策・制度面 

EAC 5 カ国の関税行政の効率化と OSBP 運用の実現化に向けた政策は変わらず保持される

可能性が高い。 
 
（２）組織・財政面 

終了時評価調査の聞き取り、観察の結果では、組織・財政面での持続の可能性や規模は各

関税局により異なるといえる。人的資源の育成は各組織において重要な基本事項であるため、

KRA、TRA、URA や RRA は歳入庁内に独自の研修機関を有し、常勤講師を抱えている。一

方、OBR ではプロジェクトの経験やアウトプット（成果）を受け、2013 年 5 月末から MT
を講師とし、初めて組織内だけで講師を調達し、職員研修を開始している。 

各国関税局とも、特に必要が生じた際には予算は配分されてきているが、本プロジェクト

で実施した活動を全く同じ規模で自律的に継続できるほどの研修や資機材（維持管理含む）

の予算は充分ではないリスクはある。  
 
（３）技術面 

MT 要員はプロジェクトにおける研修を通じ必要な知識、スキルを備えている。課題は組

織として MT の活用の方策が定まっておらず、 アウトプット（成果）をどのように維持・発

展させていくかが不明。各国関税局で MT の知識やスキルの維持と技術移転の方策が早急に

講じられる必要がある。 
供与された資機材の維持管理、特に RTMS/CCS に係る ICT 機材に関しては各国関税局にそ

れらの運用と維持管理を適切に行える職員が配置されており大きな問題はない、と思われる。 
 
３－６ 結 論 

上記の結果から幾つかの活動はプロジェクト終了期間までにその達成すべき目標やアウトプ

ット（成果）を発現せず、次期フェーズで継続される必要がある。その一方で、MTP における

MT の育成と認証等、プロジェクトは大きなアウトプット（成果）を生みだしてきており、それ

らのアウトプット（成果）は将来的に EAC 域内の関税行政の効率化や貿易の円滑化に貢献する可

能性も大きい。 
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 妥当性に関しては、EAC 5 カ国政府のニーズや政策との整合性の高さ、日本の優先協力分野と

の合致と、アプローチや技術移転手法の適切度の観点から非常に高い。一方、有効性は、MT な

ど一定のターゲットグループでは高いアウトプット（成果）の達成がなされているが、プロジェ

クト目標のすべての達成は困難であり中程度である。効率性については、すべてのアウトプット

（成果）が達成されているわけではなく、また資機材の活用度合いに改善の余地があるため、中

程度である。インパクトは、OSBP 施設が完工されていない現状において判断することは難しい

が、これまでの実績、今後の継続的活動の結果が上位目標の各指標の達成につながる可能性は高

い。持続性を現時点で予測することは難しいが、今後活動を持続的に発展させていくうえで、C/P
の予算措置等に留意する必要がある。 
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第４章 提言及び教訓 
 
４－１ 提 言 

調査結果に基づき、調査団は以下のとおり提言を行った。 
 
＜プロジェクト終了まで＞ 

・ナマンガにおいて、政権交代にかかわるケニア側の省庁再編に伴う業務フロー変更を勘案し

つつ、その他関係官庁への研修等を計画的に実施し、全関係官庁が利用した完全稼働に向け

活動を進めること。 
・マラバ、ブシアへの RTMS/CCS の展開をにらみ、関係国あるいは他ドナーが開発・運営して

いるシステムの機能等を整理するとともに、今後のロールアウトを適切に行ううえで、持続

的な実施体制や必要な投入を検討すること。 
・ナマンガでの OSBP 施設建設はまだ完工に至っていないがようやく着工された。今後、OSBP

供用開始を遅滞なく行えるよう、施設建設に係る進捗を見極めつつ、OSBP 運用に向けた関

係機関の調整や運用マニュアルの作成等をタイムリーに進めること。 
・MTP の持続的な活用に係る検討を行うこと。 
・JWS 活動の活性化に向けた関係国間の活動計画を踏まえ、実施促進を行うこと。 
・通関士制度の政策枠組みドラフトを計画どおり作成すること。 
・上記プロジェクト期間内での残された活動の進捗に基づき、プロジェクト終了段階での達成

レベルを踏まえ、次期フェーズで取り組むべき課題を整理すること。 
・MT の有効活用・能力強化の観点から、例えば情報分析の分野に係る WCO ワークショップ

への派遣等、WCO との連携を引き続き維持・強化すること。 
 
４－２ 教 訓 

＜OSBP の導入に向けて＞ 
・本プロジェクトにおいては、ナマンガの施設建設の遅れが、プロジェクト活動の進捗にも影

響を及ぼす結果となった。また JBS/JWS の実施においても、法的枠組みの担保が必要な側面

もあるなど、OSBP の導入にあたっては、法制度、インフラ、手続き、ICT 等多くの要素を

勘案する必要があり、プロジェクトの有効性及び効率性確保のため、プロジェクト開始前に、

前提条件及び外部条件を精査することが必要である。 
・また、プロジェクト実施段階においても、外部環境の進捗を踏まえながら、柔軟な活動計画

の見直しが求められる。 
 
＜プロジェクト管理＞ 

・プロジェクト計画段階において PDM の達成指標とスコープの明確化を行うとともに、特に

広域にまたがる大規模案件を実施する際には、ベースライン調査の実施等による補足的な情

報を含めプロジェクト計画を関係者間で適切に共有する必要がある。 
・プロジェクト実施段階において、PDM をモニタリングツールとしての活用を徹底できるよ 

う、C/P の理解促進と日本側と C/P 側双方でのモニタリング体制の充実化が必要である。 
・機材供与については、供与検討段階で先方の活用、維持管理に係る体制を慎重に検討すると
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ともに、供与後の稼働状況を適切にモニタリングすることが求められる。 
 



 

 
 
 
 
 

 

Ⅱ：後継プロジェクトの詳細計画策定 
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第５章 東部アフリカ地域における OSBP 導入を含む税関の 
取り組みの現状と課題 

 
５－１ 各国の輸出入・歳入に係る現状 

５－１－１ 各国の貿易の現状 
東アフリカ共同体（EAC）のその他地域との貿易総額は 2010 年には 370 億米ドルと、EAC

関税同盟
2
が発効した 2005 年と比べて倍増している（EAC 各国の貿易額は下図を参照）が、貿

易赤字は拡大する一方である。しかしながら、近年、ウガンダやケニアで油田が発見されてい

るなど、今後の展望に期待が寄せられている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典：East African Communiry Secretariat, “East African Community Facts and Figures – 2012” (2012) 
*ブルンジの輸出総額、輸入総額ともに値が小さいため非表示。 

図５－１ EAC 各国の輸入総額（上）と輸出総額（下）（2005 年～2011 年） 

 

                                                        
2 ブルンジとルワンダに関しては、関税同盟の発効は 2009 年 7 月。 
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また、EAC 域内における各国の貿易額は総じて増加傾向をみせているが、下図に示すとおり、

域内全体でみたときの貿易収支はケニア、タンザニア（2007 年以降）が黒字、その他 3 カ国は

赤字となっている（詳細は第６章末の付録を参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：East African Communiry Secretariat, “East African Community Facts and Figures – 2012” (2012) 

図５－２ EAC 域内貿易におけるケニア及びタンザニアの貿易収支（2005 年～2011 年） 

 
EAC においては、沿岸部から内陸部を結ぶ 2 つの回廊が存在する。1 つは、域内貿易の 4 分

の 3 を担い、ケニアのモンバサ港からウガンダを経由しそれぞれルワンダ、ブルンジと南スー

ダンに抜ける北部回廊である。もう 1 つはタンザニアのダルエスサラーム港からルワンダ、ブ

ルンジ、コンゴ民主共和国へとつながる中部回廊で、残りの 4 分の 1 を占める。 
EAC 各国でオンライン手続きを含む通関の改善努力の結果、EAC では 2006 年時と比べて、

輸出にかかる平均時間はおよそ 3 分の 2 に削減され、また輸入にかかる平均時間は約半減して

いるといわれている
3
。しかしながら、下表に示すとおり、輸出入に要する時間や費用

4
等をみ

ると、各国とも貿易円滑化に向けた改善の余地は大きいといえる。 
 

表５－１ EAC 各国の輸出入に要する書類数
5
・時間・費用 

国 名 
輸 出 輸 入 

書類数 日 数 費 用＊ 書類数 日 数 費 用＊ 

タンザニア 6 18 1,040 10 31 1,565 

ウガンダ 7 26 2,255 9 33 4,990 

ケニア 8 29 2,965 7 26 2,350 

ルワンダ 8 32 3,050 8 31 5,005 

ブルンジ 10 33 3,245 11 46 3,215 
出典：International Bank for Reconstruction and Development / The World Bank, “Doing Business in the East African 

Community 2013” (2013) 
＊費用はコンテナ当たり米ドル 

 
                                                        
3 International Bank for Reconstruction and Development / The World Bank, “Doing Business in the East African Community 2013” 

(2013) 
4 費用は欧米の 6～7 割程度高いといわれる。 
5 輸出入に必要な書類数（上記出典の定義に基づく） 
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５－２ EAC 及び EAC 各国の税関近代化及び OSBP 導入に係る戦略・計画  

 EAC の域内統合に関しては、域内の貿易自由化促進のために 2005 年に関税同盟への移行が始

まり、2010 年 1 月までに域内関税の撤廃（ただし一部項目を除く）、対外共通関税の導入、域内

共通の原産地規則の導入が実現した
6
。域内の税関行政や関税関連事項に関する法整備としては、

EAC 税関行政法（EAC Customs Management Act）が 2004 年に制定され、EAC 各国は同法に従っ

て関税業務を実施している。また、域内でワン・ストップ・ボーダー・ポスト（OSBP）の導入を

推進するべく、2013 年 4 月に EAC OSBP 法案が EAC 立法議会で通過し、現在各国大統領の承認

を待つ状況にある。 
続いて、EAC 各国歳入庁（RA）の複数年にわたる経営計画や戦略等に記載されている税関の

近代化や OSBP 導入を推進する計画について、以下に示す。 

 
（１）「ケニア歳入庁（KRA） 第 5 次経営計画（2012/13～2014/15）」

7
 

ケニアの国家開発政策に即した KRA の重点課題のうち、税関近代化に関する項目は以下

のとおりである。 
・ 国境管理及び地域統合の促進 
・ 国境を超えた納税及び貿易に関するビジネス環境の改善 
・ 汚職撲滅 

OSBP 導入に関係する戦略としては、国境施設のうち計 14 カ所における事務所及び職員宿

舎のリハビリあるいは OSBP へのアップグレードを行う予定である。まず 6 カ所において

OSBP プログラムを実施する。国境及び空港における OSBP 化を推進し、2012/13 年度末まで

には少なくとも 1 カ所で機能させるようにするとの目標を掲げている。 

 
（２）「ブルンジ歳入庁（OBR） 経営計画（2013～2017）」

8
 

ブルンジの国家開発政策といえる「Vision Burundi 2025」の実現を見据えた OBR の重点課

題のうち、税関近代化に関する項目は以下のとおりである。 
・ 歳入の強化 
・ 納税者のコンプライアンスの向上 
・ 納税サービスの円滑化に向けた効果的な管理システム及び手続きの導入 

  
（３）「ルワンダ歳入庁（RRA） 中期戦略（2010～2013）」

9
 

RRA の重点分野のうち、税関近代化に関しては、歳入の強化、自発的なコンプライアンス

遵守の促進及び課税ベースの拡大が挙げられる。その実現に向けて、以下の活動が掲げられ

ている。 
・ OSBP コンセプトに基づく施設の拡大 
・ 通関時間の削減及び迅速な顧客対応による貿易円滑化の強化 
・ 脱税・不正行為・密輸の摘発及び訴追 

                                                        
6 日本貿易振興機構『ナイロビ事務所東アフリカ共同体（EAC）の域内統合の進展と企業動向』、2011 年 
7 Kenya Revenue Authority, “Fifth Corporate Plan 2012/13-2014/15” 
8 Office Burundais des Recettes, “Corporate Plan 2013-2017” (2012) 
9 Rwanda Revenue Authority, “RRA Medium Term Strategy (2010-2013)” (2010) 
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・ 地域統合の促進 
・ RRA 職員と主要なパートナーとの連携促進 

 

（４）「タンザニア歳入庁（TRA）関税局 税関近代化戦略・行動計画（2009/10～2012/13）」
10

 
TRA 関税局の税関近代化に係る目標と戦略は以下の 5 点である。 

・ 貿易の円滑化と通関時間の削減 
・ 税関プロセス及び手順のオートメーション化の強化 
・ 人材及び組織の能力強化 
・ 実施（監視、スキャナーの拡充、貨物追跡システムの導入等）能力の強化 
・ ステークホルダー（関係官庁、通関業者等）との関係強化 

上記の実施・実現のための計画に含まれる主要な要素として以下が挙げられており、OSBP
管理システムの実施に関しては、EAC の域内プロジェクトをはじめ、JICA やトレードマー

ク・イースト・アフリカ（TMEA）といったドナーと連携してナマンガ、ルスモほかの国境

で OSBP の導入を実施することが明記されている。 
・ 通関所要時間調査（Time Release Study：TRS） 
・ リスクマネジメント・システム 
・ 関税評価データベース 
・ 税関プロセス及び手順のストリームライン化及びオートメーション化 
・ 事後調査 
・ スキャナー 
・ OSBP 管理システムの実施 
・ 人材の能力強化 
・ 税関業務の効率化のための管理体制の見直し 
・ 職員の雇用と資機材の調達 
・ 認定事業者（Authorized Economic Operator：AEO）制度 

 
（５）「ウガンダ歳入庁（URA） 経営計画（2011～2015）」

11
 

ウガンダの「国家開発計画 2010～1014」に即した URA の重点課題のうち、税関近代化に

関しては課税ベースの拡大、課税構造の改革等が掲げられている。また、「ウガンダ歳入庁

（URA） 事業計画（2012～2013）」
12
には戦略課題として、サービスの向上、税関システム

の向上、税制の改善、インフラ整備が掲げられており、インフラ関連で OSBP 施設の建設に

ついて言及されている。 

 
５－３ ナマンガ及びルスモ国境における OSBP に向けた取り組み状況  

関係者からの聞き取りによると、EAC 5 カ国では OSBP を推進するため、既に国家レベルステ

アリング・コミッティ（National Steering Committee：NSC）
13
が関係省庁職員をメンバーとして立

                                                        
10 Tanzania Revenue Authority, “Customs Modernisation Strategy and Action Plan (2009/10-2012/13)” (2010) 
11 Uganda Revenue Authority, “Corporate Plan 2011-2015”  
12 Uganda Revenue Authority, “Business Plan 2012-2013” 
13 加えて、南スーダンでも設立済み。 
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ち上げられているとのことである。さらに、国境レベルでもコミッティが設置されているところ

がある。以下に、本プロジェクトにおいて OSBP 施設建設とともに OSBP 化を実施していくナマ

ンガ（ケニア・タンザニア国境）及びルスモ（ルワンダ・タンザニア国境）を中心に、取り組み

の現状を示す。 
 
５－３－１ ナマンガ 
 ナマンガは、「東部アフリカ税関能力向上プロジェクト（フェーズ 1）」以来、パイロットサ

イトとされている。本調査時点では、JICA とアフリカ開発銀行（African Development Bank： 
AfDB）との協調融資案件「アルーシャ～ナマンガ～アティ川間道路改良計画」（2007 年～）が

実施されており、JICA はタンザニア側のアルーシャ～ナマンガ間道路（104.3km）に係る土木

工事及びコンサルティング費用と OSBP 施設建設に融資しており、AfDB はケニア側（135.7km）

に加えたタンザニア側の一部の道路工事及びコンサルティング費用と OSBP 施設建設に融資し

ている。OSBP 施設については、当初、フェーズ 2 の実施期間内の完成が見込まれており、施

設を用いた OSBP の運用が想定されていたが、詳細設計の不備、地権者の立ち退き交渉に時間

を要したこと、煩雑な入札制度等の理由で建設着工が大幅に遅れた。タンザニア側の OSBP 施

設の完工は、2014 年 2 月に予定されている一方で、ケニア側は着工されたものの施設建設には

至っていない。 
 参考として、下表にナマンガにおける 2010 年時点の通関時間 TRS〔第三国➝ケニア➝（ト

ランジット）➝ナマンガ国境➝（トランジット又は輸入）➝タンザニア（あるいは第三国の通

関パターンにおける税関による通関時間）〕の結果を示す
14
。 

 
表５－２ ナマンガにおける通関時間 

Outbound Station  
(Out-going Country) 

Inbound Station  
(Entry Country) 

Out-bound Time 
(hr/min) 

In-bound Time 
(hr/min) 

ケニア タンザニア 0:45 4:27 
出典：JICA, “Integrated Program on Corridor Development in East Africa (Border Audit) Final Report” (2010) 

 
表５－３ ナマンガにおける TRS 結果 

Out-bound In-bound  

Out-bound 
平均時間 

検査数 
他政府 
機関の 
関与数 

In-bound 
平均時間 

検査数 
平均 
検査 
時間 

他政府 
機関の 
関与数 

Out-bound Release
から In-bound 

Submission までの

所要時間 

45 min 19 N.A. 4h 27min 19 14 N.A. 10h 
出典：JICA, “Integrated Program on Corridor Development in East Africa (Border Audit) Final Report” (2010) 

 
 
 

                                                        
14 本調査は、上記通関パターンにおける税関の手続き（他省庁の手続きは含んでいない）にかかるサンプル調査を行ったもの

であり、詳細はプロジェクト開始後の同国境における通関所要時間調査にて把握する必要がある。 
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かかる状況の下、本調査時点では「東部アフリカ税関能力向上プロジェクト（フェーズ２）」

において、国境通関管理システム（RTMS/CCS）
15
の開発が行われており、税関部門の機能につ

いてナマンガ税関において導入支援中であり、今後関係他省庁での運用が開始されると見込ま

れている。また、OSBP の本格導入に先駆けた二国間での共同国境管理に関する活動として、

ケニア側とタンザニア側による共同国境監視も行われている。 
ナマンガにおける OSBP 運用化において検討すべき事項は、貿易円滑化につながる通関手続

きの見直しの支援である。施設の完成後、どのようなルールや手順で進めていくのかを EAC 
OSBP 法の内容を踏まえつつ詳細を検討する必要がある。 

NSC の調整役はケニア・タンザニアとも EAC 省（Ministry of East African Community）が務

めることとなっていたが
16
、本プロジェクト実施に係る国及び国境レベルでの調整官庁は両国

とも RA が務めることとなった。両国における NSC メンバーについては、付属資料５の R/D を

参照されたい。また、ナマンガにおいては既にこれら NSC メンバー及び国境レベルによる当該

官庁から組織される border committee が組織化されており、四半期に 1 度、ケニア・タンザニ

ア両国間の共同会議（Joint Stakeholders Meetings あるいは Jointe Border Committee）の開催実績

があり、本プロジェクトでも当該枠組みを活用していくことが想定される。 
なお、ナマンガ同様、ケニア・タンザニア国境にあるタベタ・ホリリは TMEA（詳細後述）

の支援対象サイトと位置づけられ、OSBP 施設建設が進められている
17
。完工はホリリ（タンザ

ニア側）が 2014 年 2 月、タベタ（ケニア側）が 2014 年 3 月とされ、OSBP 運用開始が 2014 年

5 月に予定されており、ナマンガに先行して準備が進んでおり、OSBP 運用手順書案が作成され

ているなど参考にできる部分も多く、本プロジェクトの実施に際しては TMEA との情報交換を

密にすることが重要とされる。また、タベタ・ホリリをめぐる動きとしては、NSC が組織化さ

れており、地方自治体がオブザーバーとして参加している。 
 

５－３－２ ルスモ 
ルスモでは、無償資金協力事業として「ルスモ国際橋及び国境手続円滑化施設整備計画」

（2013 年 5 月～2016 年 12 月予定）を実施中で、OSBP 施設の完工は 2014 年 11 月と予定され

ている。 

ルスモの国境関係者によると、1 日の通過台数は 150～200 台
18
であり、タンザニア側からは

貨物を積載した車両が入ってくるのに対し、ルワンダ側からタンザニアに戻る車両は空の状態

であることが多いとのことである。ルワンダからタンザニアへの輸出手続きの多くは、ルワン

ダ国内に設置されている in-land depot で輸出が許可されているため、国境では書類の確認のみ

                                                        
15 RTMS/CCS が稼働することにより、国境管理関係機関への貨物に関する事前の情報共有、関係機関による貨物の共同検査ア

レンジ・検査結果の共有、国境施設内における車両等のモニタリング（滞留予防等のため）、通関業者との貨物の通関状況

の共有等が可能になると見込まれている。 
16 EAC 加盟国間の調整は EAC 省、EAC 外の国との調整は産業・貿易・マーケティング省（Ministry of Industry, Trade and Marketing）

が担当している。 
17 ホリリ施設は TMEA 支援、タベタ施設は 75%を世銀支援で、残り 25%がケニア側負担で建設されている。施設内の家具・

機材、ネットワークは両施設とも TMEA 支援。 
18 国境関係者による聞き取り情報であり、1 日に双方向で通過する台数の合計。詳細はプロジェクト開始後の通関所要時間調

査にて把握予定。なお、「ルワンダ共和国・タンザニア連合共和国 ルスモ国際橋及び国境手続円滑化施設整備計画準備調査

報告書」においては 2010 年 2 月時点の交通量調査がなされており、1 日当たりの 4 輪車両の通行量としてルワンダ方向が

65 台、タンザニア方向が 69 台との記録がある。 
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が行われており、それに要する時間は 5 分程度という。ルワンダへの輸入に関しては、全コン

テナが検査を受けている。片側車線で道路の幅員が狭い、駐車台数が限られている、道路維持

費・通行許可証代の支払いに時間を要するなどの理由で、現状では国境手続きに最大で 2km 待

ちの状況が発生することもあるが、OSBP 施設完成後には解消されると見込まれている。現状

では 6 時から 22 時までの営業で、税関や他の関係機関は同一の建屋に所在し、それぞれの所

管に基づき手続きが行われている。 

 参考として、下表にルスモにおける 2010 年時点の通関時間及び TRS の結果を示す
19
。 

 
表５－４ ルスモにおける通関時間 

Out-bound Station  
(Out-going Country) 

In-bound Station  
(Entry Country) 

Out-bound Time 
(hr/min) 

In-bound Time 
(hr/min) 

タンザニア ルワンダ 0：05 0：21 
出典：JICA, “Integrated Program on Corridor Development in East Africa (Border Audit) Final Report” (2010) 

 
表５－５ ルスモにおける TRS 結果 

Out-bound In-bound 

Out-bound 
平均時間 

検査数 
他政府 
機関の 
関与数 

In-bound 
平均時間 

検査数 
平均 
検査 
時間 

他政府 
機関の 
関与数 

Out-bound Release
から In-bound 

Submission までの

所要時間 

5 min 89 N.A. 21 min 26 4 min N.A. 1h 25 min 
出典：JICA, “Integrated Program on Corridor Development in East Africa (Border Audit) Final Report” (2010) 

 
ルワンダ側の OSBP NSC の主管官庁は出入国管理局（Directorate General of Immigration and 

Emigration：DGIE）であり、同国の法律
20
で定められている。OSBP に関する政策や戦略を決定

する OSBP NSC は、DGIE や RRA をはじめとする政府系 9 機関及び民間 3 機関によって構成さ

れている（詳細は付属資料５の R/D 参照）。 
NSC の監督の下、国レベルで国境管理や OSBP 施設の管理等の技術的な課題に対応するのが

国家レベルテクニカル・コミッティ（National Technical Committee：NTC）であり、メンバー機

関は NSC と同一である。タンザニア側の NSC に関しては、本章５－３－１項において言及し

たとおりである。二国間の調整に関して、国レベルでは、合同ステアリング・コミッティ（Joint 
Steering Committee）及び合同テクニカル・コミッティ（Joint Technical Committee）が開催され

ることになっている
21
。 

ルスモの国境レベルにおいては、ルワンダ側、タンザニア側ともに、それぞれ国境管理調整

会議（Border Coordination Committee Meeting）が月次かそれ以上の頻度で開催されている。本

調査時点でのメンバー機関は、ルワンダ側では DGIE、RRA、警察、基準局、農業局、環境管

                                                        
19 本調査は、上記通関パターンにおける税関の手続き（他省庁の手続きは含んでいない）に係るサンプル調査を行ったもので

あり、詳細はプロジェクト開始後の同国境における通関所要時間調査にて把握する必要がある。 
20 Article 4：Management of border posts, Law on immigration and emigration in Rwanda NO 04/2011 of 21/03/2011. 
21 本調査時点では、OSBP 施設の建設段階として、国レベルの合同ステアリング・コミッティや合同テクニカル・コミッティ

の会合が開催されている。 
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理局及び民間機関であり（表５－６参照）、タンザニア側では TRA、農務省、食品・薬物局等

である。同会議では、国境管理に関する活動、安全状況の分析、複数の関係機関がどのように

サービスを提供しているかなどについて話し合われている。会議の結果は各機関がそれぞれの

本省・本局に報告している。また、二国間の越境会議（Cross Border Meeting）は四半期ごとに

開催され、各機関の管理職や一般職員が参加している。なお、OSBP 施設の完成後には、通過

車両台数の増加を見越して現在国境に職員を配置していない機関が新規に職員を派遣する、

OSBP 施設の 24 時間営業を見据えて各機関が職員の人数を拡充するなどの事項が検討されてい

る。 
 
表５－６ ルスモ（ルワンダ側）にて国境管理業務に従事する各機関の職員数（2013 年 5 月時点） 

国境関係機関 職員数（人） 

出入国管理局（DGIE） 7 

ルワンダ歳入庁（RRA） 17 

基準局 2 

農業局 1 

環境管理局 1 

警察 18 

MAGERWA 2 

通関業者 125 

計 173 
出典：DGIE 提供資料 

 
５－３－３ その他の国境 
 本プロジェクトにおいて、ナマンガ、ルスモのほかに OSBP に向けた取り組みを進めていく

国境としては、マラバ、ブシア（いずれもケニア・ウガンダ国境）がある。マラバ、ブシアで

は世界銀行あるいは TMEA が OSBP 施設建設を支援中であり
22
、マラバにおいては、ケニア側

が 2014 年 8 月、ウガンダ側が 2014 年 12 月完工予定となっている。フェーズ２において、ナ

マンガで関税局以外の関連省庁でも RTMS/CCS の稼働を実現させた後、マラバ、ブシア等への

展開を予定している。 
 
５－４ 各国の税関近代化に向けた課題 

（１）EAC 各国共通 
15 カ国もの内陸国を抱えるアフリカでは、多くの物流を他国との国境という「壁」をまた

ぐ陸上移動に大きく依存せざるを得ず、越境手続きに要する膨大な時間は、結果として輸出

入のコストを高め、アフリカを世界で最も輸送コストが高い地域にしてきた。この意味で、

東部アフリカにおける税関・通関に関する取り組みのひとつが国境における通関手続きのワ

                                                        
22 ウガンダ側のブシア施設のみ世銀ファンドによる TMEA 支援で、その他の施設は世銀による直接支援。一方、施設内の機

材等はすべて TMEA による支援（ただし TMEA の当該事業に対してカナダや USAID 等が拠出している）。 
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ン・ストップ化といえる。一方、東部アフリカにおいては単一関税地域政策により通関手続  

き、関税率の設定等関税政策の統一化をめざす動きもあり、当該政策の進捗次第では内陸国

境におけるすべての品目の通関手続きは事実上消滅することになり、通関のワン・ストップ

化と並行して政策の実施が急速に進められているが、完全に実現し得るかは各国の歳入確保

への影響等、各国の利害に影響を及ぼすため現状では不明なところがある。 
その他、国境関係職員による汚職問題をはじめ、リスクマネジメント国境駐在職員及び貿

易に従事する通関業者のコンプライアンス及び通関知識の向上等、改善が必要な問題は山積

している。 
特に、東部アフリカの運輸回廊では、貨物通関に関与する複数機関間（税関、出入国管理、

検疫など）の調整不足などによる貨物検査の重複、輸出国、輸入国間の輸出入手続きの重複

といった課題があり、その対応として、OSBP 施設における通関制度への移行が実現されつ

つある。OSBP 施設において本格的に OSBP 運用化を実現している事例はまだほとんどない

状況で、国境管理に係る多様な関係者間の調整を図り、実施体制及びプロセスを構築し、 

OSBP を実施しながら改善を図っていくのは大きな挑戦となる。 
アフリカ諸国の経済成長を実現するためには、関税・非関税障壁の改善を通じて貿易を活

性化させるとともに、直接投資を推進することで、雇用の創出、技術・ノウハウの移転、並

びに現地企業の育成を図ることが不可欠であり、特に、内陸国における国際貿易の円滑化に

とっては OSBP 導入・発展の意義は非常に大きい。 
また、関税の引き下げや直接投資に対する規制の緩和が進んでも、ソフト・ハード両面に

おいてビジネス環境が整備されない限り、企業の活動は活性化されない。こうした中長期的

なビジョンを東部アフリカ各国関係者全員（各省庁幹部職員から現場職員まで）が共有し、

汚職の温床となっている既得権確保にとらわれることなく、OSBP 化を含め上記諸問題の改

善・解決に向けて連携・協力を強化することが必須である。 
フェーズ２で養成されたマスタートレーナー（MT）の活用には改善の余地があり、また現

場の問題点を十分に把握していない者も多い。加えて、（国によって程度のばらつきはあるが）

活躍の場が確保されていない、本業との兼ね合いで MT としての時間が確保できない、各国

関税局で指導員養成の仕組みが構築されていないという問題点がある。  
フェーズ２から実施・強化に取り組んでいる通関業者組合（CCFAA）向けの研修等により、

通関業者の関税評価や品目分類に関する通関業務の知識・能力は着実に向上するのに伴い、

通関業者からの照会やクレーム等も増え、その内容も専門化・複雑化し、広く運用面にも及

ぶことが予想されることから、担当職員は従来以上に関連業務について幅広くかつ実務的な

詳細な知識・能力を備え、適時・的確な助言等を行うことが求められることとなる。 
こうしたニーズに的確に対応することは迅速通関に大きく貢献するだけでなく、税関行政

への信頼を醸成することに大きく寄与する。今後はこのように税関サービスの向上が益々重

要視される段階に移行することを踏まえ、各国税関は通関担当職員の能力の更なる向上を図

るための新たな方策を検討する必要がある。わが国としてもこれまで育成してきた MT を有

効活用し指導員育成の継続支援を行うほか、新たな支援（例：通関業者等からの相談・照会

事例を研修教材として整理・編集）について関係者と協議を進める必要がある。 
最近の国際社会では、2001 年の米国同時多発テロ事件発生以降、国際物流におけるセキュ

リティ強化の重要性が従来以上に強く認識されている。東部アフリカ各国においても貿易円
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滑化とセキュリティ対策が同時に求められており、適切なリスクマネジメントの実施が重要

課題となっている。税関がリスクマネジメントを行う理由は、検査に要するマンパワーをコ

ンプライアンスに欠ける企業の貨物やリスクの高い貨物・旅客に重点的に投入しようとする

ものであるが、通関のリスクマネジメントの基礎は、正確でタイムリーな情報の共有であり、

IT も活用しつつ、その情報をできるだけ早く、かつ、幅広く入手することが重要である。各

国関税局とも通関電算化システムの導入・改善の過程でリスクマネジメントの取り組みは進

めているが、リスクマネジメントの円滑な実施環境（組織編制、チェンジ・マネジメント、

職員の意識・能力の向上、情報収集・共有化の機能等）が十分に整っていないため、期待さ

れる効果は現れていない。 
リスクマネジメントを担う部門の情報収集・分析の機能・能力が不足しており、信頼のお

ける分析結果が現場で共有されないこと、また、密輸や関税ほ脱を防止し税収確保を優先す

る現場においては、迅速通関の重要性の認識が低いことから、事前のリスク判定情報よりも

現物確認を重視し、リスク度が低い貨物も含めて網羅的に検査を実施する可能性が高く、貿

易円滑化に相反する結果となることも懸念される。このため、①検査・取締機材等の効果的・

効率的活用のための組織・機能の改善、②各国取締部門保有する摘発データ及び密輸情報の

集中管理及び共有化、③リスクマネジメントに基づく検査対象貨物・旅客の選定を可能とす

る情報システムの構築等を検討する必要がある。 
また、国境監視・水上監視等のオペレーションにおいては常に危険を伴うことから、従事

職員の安全保持対策が重要であり、検査・監視場所の状況等を考慮して、検査、巡回取締  

（陸上、海上）等の各業務別に安全確認リストを作成する等の対策も並行して実施すること

が必要。パイロットサイトで国境監視・水上監視が実施されてはいるが、二国間で実施され

ることは少ないのが現状。経常経費の予算確保の問題もある。なお、共同国境・水上監視 

（JBS/JWS）取り締まりは各国税関間での密輸情報の共有や取締手法の交換も含まれており、

共同オペレーションは各国の取締ニーズやキャパシティに沿って、柔軟に実施することが重

要。 
CCFAA 向けの研修はフェーズ２で JICA 支援の下で実施されてきたが、各国関税局が継続

的に実施できるかは未知数。通関業者基礎研修（East Africa Customs and Freight Forwarding 
Practicing Certificate：EACFFPC）で行われている通関業者研修とのデマケや、持続的に研修

を行っていくための方策についても検討の余地がある。 
域内通関士制度の構築にあたっては、枠組みづくりを進めることと並行して、EAC 事務局

とも連携を図りながら、税関関係法令研修のためのシラバスづくり・研修実施（通信制度含

む）、試験の内容や実施方法等についても検討を進める必要がある。通関業者の知識・能力向

上と合わせて、通関業者のコンプライアンス・レベルの引き上げについて注視する必要があ

る。法律・制度の習熟により、関税法等の規制の抜け穴を使って、より巧妙な手口で関税法

違反に関与する通関業者が増える可能性も排除できないことから、通関業者への監督体制の

強化についても、通関士制度の構築に十分反映できるよう関係者と協議を進める必要がある。 
なお、調査過程において各国 RA から聞き取った関心事項は以下のとおりであり、今後プ

ロジェクト実施過程において考慮していく必要がある。 
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（２）ケニア 
・ 国境、空港、港湾における CCTV カメラの設置を通じた監視強化 

 
（３）ブルンジ 

・ 国境取締の強化（タンガニカ湖） 
 
（４）ルワンダ 

・ RRA 全体の能力底上げ 
・ 国境取締の強化 

 
（５）タンザニア 

・ RTMS/CCS の全国境への導入 
 
（６）ウガンダ 

・ 国境取締の強化（特に南部） 
（特にリスクマネジメント・システムを強調） 

 
５－５ 当該分野への他ドナーの支援状況 

EAC において域内の貿易円滑化を支援する主要なドナーには、TMEA、米国国際開発庁（U.S. 
Agency for International Development：USAID）による East Africa (EA) Trade Hub、世界銀行、AfDB
があり、OSBP 施設建設、貿易政策の改善、税関職員や通関業者に向けた研修実施等を支援して

いる。各ドナーの地域事務所があるケニアのナイロビでは、不定期にドナー調整会議が開催され、

情報や活動共有の場となっている。 
以下に、本プロジェクトと今後、密な情報交換が必要になると想定される TMEA の支援動向に

ついて記す。 
 

５－５－１ トレードマーク・イースト・アフリカ（TMEA）の概要 

TMEA はケニアのナイロビに本部を置く非営利組織
23
で、①市場アクセスの改善、②貿易環

境の向上、③製品の質と価格の改善の 3 つを戦略目標として掲げている。本調査時現在の第１

フェーズ（2010～2016 年）で実現する成果として、①モンバサ港／ダルエスサラーム港からブ

ルンジ／ルワンダまでの 1 コンテナの輸出／輸入に要する平均時間を 15％削減する、②車両が

対象国境を通過するのに要する時間
24
を 30％削減する、③EAC からの輸出品の総価値を 5％向

上させる、④EAC の総貿易額に占める域内貿易額の割合を 25％増加させる、の 4 点を挙げてい

る。 
フェーズ１の予算総額は約 5 億米ドルで、59% が国別プログラム、41％が地域プログラムに

支出される見込みである。2013 年現在、TMEA への主要な出資国はベルギー、デンマーク、オ

ランダ、スウェーデン、イギリスの 5 カ国であり、今後はカナダ、フィンランド、米国が参加

                                                        
23 タンザニアのアルーシャとダルエスサラーム、ブルンジのブジュンブラ、ウガンダのカンパラとルワンダのキガリと南スー

ダンのジュバに事務所を構える。 
24 関係者からの聞き取りによると、国境施設の入口から出口までを通過する時間とのこと。 
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するものとみられている。TMEA の資金構造は、コア・ファンドの組み合わせであり、特定の

プログラムに紐づけされないものと、国別プログラム等の特定のプログラムにイヤマークされ

たものとがある。例えば、ブルンジの OBR に対する投入は大きく、TMEA は専門家派遣によ

る技術支援、IT 関連の研修、IT システムの整備、インフラ整備等、OBR 自体への包括的な支

援を実施している。 
 

５－５－２ TMEA の OSBP 関連支援実施状況及び本プロジェクトとの関係 
TMEAの OSBP支援は、施設建設及び OSBP導入や ITCシステム等の国境管理支援から成る。

支援対象サイトとして位置づける、タベタ・ホリリ及びムトゥクラ（タンザニア・ウガンダ国

境、施設は 2013 年 5 月完工予定）を含む域内計 13 の国境で支援を実施している。各国に OSBP
マネジャーを常駐させ、プロジェクト活動の実施、進捗管理を行っている。 

OSBP 施設の建設後には、国境レベルの職員に対して OSBP 環境下で国境通関業務を実施す

るための基礎的な研修を 3 カ月程度行い、先方政府に施設を引き渡すところまでを支援予定と

のことである。タベタ・ホリリ国境の通関手順書作成を支援しているものの、OSBP 稼働後の

施設運営に係る能力向上支援は行わない予定である。 

また、TMEA は EAC 各国におけるシングル・ウィンドウ（Single Window：SW）
25
導入に向け

た支援を実施している。TMEA のめざす SW システムと本プロジェクトで扱う RTMS/CCS の役

割分担は、SW システムでは主に関係省庁所管の各種ライセンスの取得・発行プロセスを、ICT
技術を活用して処理できるようにすることをめざしており、将来的には SW システムとして一

体的に管理・運営することで貿易円滑化に資することに主眼を置いているのに対し、RTMS/CCS

は国境レベルでの通関情報共有
26
に主眼を置いているという意味で明確にされている。 

 
 
 
  

                                                        
25 輸出入手続きのワン・ストップ・サービス。 
26 将来的には港湾や空港における通関の円滑化も視野に入れている。 
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第６章 事業事前評価結果 
 
６－１ プロジェクトの概要 

６－１－１ プロジェクト目標 
対象国境における効率的な国境手続きのための能力が改善する。 

 
【指 標】 

１． 対象陸路国境において OSBP の運用が実現した後、貨物及び人の国境通過に要する時間

（一国の国境ゲート到着から他国国境ゲート出発までの所要時間）が平均で X%短縮さ

れる。 
２． 対象陸路国境における OSBP の運用化実績が、域内の他の対象陸路国境における OSBP

化推進の参照事例として活用される。 
３． 国境管理において、リスクベース・アプローチがさらに適用される。 
４． 域内の通関士資格認定制度にかかる法的枠組み案の上程のため、関係者間で合意される。 

 
本プロジェクトでは、東部アフリカ地域における陸・海・空の各国境における手続きの改善

を通じて、貿易の円滑化を図ることを狙いとしている。特に、陸路国境においては、アフリカ

全土で OSBP 化が推進されているが、東部アフリカ地域においては OSBP 法案の成立に伴い法

制面が、また各ドナーの支援により国境施設のインフラ環境が整いつつあるなかで、OSBP を

本格的に具現化する段階にある。加えて、各国境手続きのなかでも主要となる税関手続きにつ

いても、他官庁業務との協働を視野に入れつつ引き続き近代化、迅速化することで、国境手続

きの円滑化を図ることが求められている。 
これらの課題に対し、本プロジェクト目標の指標として、4 点が挙げられている。 
指標１としては、対象となる陸路国境において OSBP 導入を経た通関所要時間が短縮される

事を挙げている。この所要時間については、OSBP 化導入に係るハード、ソフト（IT や各種手

続き面の改善を含む）両面での取り組みの結果として、その改善がどのように達成されたかを

測る指標として、本プロジェクトのアウトプット（成果）を表現する中心的な指標になるとい

う認識である。プロジェクト開始時のベースライン調査（baseline survey）、エンドライン調査

（impact survey）、あるいは施設建設完工時の変化等を綿密に調査することでボトルネックや所要

時間を洗い出し、プロジェクト活動の結果としてのアウトプット（成果）を測れるようにする。 
指標２については、アウトプット（成果）１及びその活動に記載のとおり、当面具体的な対

象として掲げているナマンガ、ルスモにおける OSBP 化に向けた一連の取り組みを域内、ある

いは他地域における OSBP 化に向けた経験・教訓としてまとめ、今後の展開の参考情報として

まとめることを想定しているところ、その結果として他の国境において本プロジェクトの対象

国境がどの程度先行事例として参照されたか（例：視察受入等）を測る指標を設定している。 
また、指標３に関し、特に指標１の通関円滑化の観点に加え、トレードオフになり得る国境

における取り締まり・セキュリティ確保を確実に行うために、税関並びに関係官庁間でのリス

クベースの取り組みがなされることが同様に重要なことであり、プロジェクト目標の指標のひ

とつに位置づける。他方、リスクベースのアプローチについては、既存の体制や業務フローの

地道な改善によりなされる「change management」であり、何かひとつのターゲットをもって一
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概に成果を表現することは難しいという制約がある。したがって、リスクに基づく業務を定着

させるためのひとつひとつの制度、ルール、業務の改善取り組みを積み重ねた記録（グリーン、

イエロー、レッドの審査割合を導入前、導入後定期的にモニターするなど）を集約することで、

その達成度を測る。 
さらに指標４として、国境における通関処理のためには、通関業者の能力の底上げが不可欠

であるが、前フェーズから取り組んでいる通関業者の資格認定制度整備（通関士制度）に向け

た取り組みの最終成果として、関係者間の慎重な合意形成を経て、EAC 域内における共通の通

関士制度として制定されるために必要な法案がドラフトされることを指標として位置づける。 
 

６－１－２ 上位目標 
東部アフリカ地域において、貿易円滑化が促進される。 

 
【指 標】 

１． OSBP を導入している国境数が増加する。 
２． OSBP を導入した国境において、貨物及び人の国境通過に要する時間が平均で X%短縮

される。 
３． 域内における貨物の移動にかかる時間及び費用が減少する。 
４． 域内の通関士資格認定制度にかかる法的枠組みが施行される。 

 
本プロジェクトを通じて、ナマンガ、ルスモにおける陸路国境の OSBP 化の具現化及びその

経験・教訓がひとつのモデルとして共有が図られることを通じて、その結果として、他国境に

おける OSBP 適用（指標１）及びそれによる所要時間の短縮（指標２）を指標として設定する。 
また、リスクマネジメントの導入をはじめとする域内の貿易円滑化につながる税関手続きの

改善を通じて、陸路国境にかかわらず地域全体の貿易円滑化がどのように図られたかを、世銀

が実施するロジスティクス・パフォーマンス指標（Logistic Performance Index：LPI）や各機関

が実施する回廊ごとの通関所要時間調査等において測る（指標３）。 
最後に、通関業者の資格認定制度整備（通関士制度）については、プロジェクト期間中の関

係者間の慎重な合意形成を経て、EAC 域内における共通の通関士制度として必要な法案が制定

されることで真に円滑化に向けた効果が発揮できるところ、その点を指標に定める（指標４）。 
 

６－１－３ アウトプット（成果）及び活動 
【活 動】ベースライン調査及びインパクト調査の実施 

活動 0-1：各国の関係機関とベースライン調査を実施する。 
活動 0-2：各国の関係機関とインパクト調査を実施する。 

 
（１）アウトプット（成果）1：OSBP が対象陸路国境において効率的に運営される。 
【指 標】 

1-1 対象陸路国境において、OSBP 業務に関わる職員が策定済みのガイドラインや手順書に

従って適切に業務を実施する。 
1-2 OSBP ソースブック等 OSBP のモデルにかかる啓発ワークショップに参加した他の国境
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関係者の人数が XX 人以上になる。 
1-3 RTMS/CCS を含む OSBP ICT システムが域内 XX ヵ所の国境で運用される。 
1-4 対象国境において、税関及び関係機関によって手続きされた全通関申告数の XX% が

OSBP ICT システムで処理される。 
 

OSBP の本格的運用のためには、法律、インフラ、手続き・体制、ICT の主要 4 要素を整備

していくことが重要となる。うち法律面は EAC 議会により OSBP 法が承認され、OSBP 施設に

ついても特にナマンガ、ルスモはわが国等の資金協力で整備されつつあるところから、本プロ

ジェクトでは手続き・体制面と ICT の整備に主に注力することで特にわが国が包括的な支援を

行っているナマンガ、ルスモにおける OSBP の本格運用に向けた取り組みを行うこととし、当

該指標を設定する。 
具体的には以下の一連の活動を行うことにより、しかるべき検討や意思決定がなされるため

の機構が組成された後、関係機関が適切な運用を行うのに必要なガイドラインや手順書、及び

その適切な理解による業務実施が担保されることをねらいとして指標 1-1 を設定する。加えて、

これら一連の活動を OSBP 化に向けた経験・教訓として取りまとめたものが他の陸路国境にお

ける参考となることをねらいとして、当該活動に関し関係者にどの程度紹介する機会を提供し

たかを測る指標として指標 1-2 を設定する。 
なお、以下の一連の活動については、例えば税関自身の手続き改善、あるいは税関及びその

他官庁による情報共有・連携の仕組みづくり等、各機関内の手続き改善から端を発した取り組

みもあり得るところ、アウトプット（成果）２やアウトプット（成果）３で得られた成果、あ

るいは留意事項を考慮しつつアウトプット（成果）１の活動を進めていく必要がある。 
また、OSBP ICT システム整備については、前フェーズで国境通関の迅速化・効率化に貢献

するためシステム（RTMS/CCS）の開発を行ってきた。パイロットで進めてきたナマンガ国境

での運用・稼働状況を考慮しつつ必要に応じてその改善が必要であるが、その実績を踏まえつ

つ、その他対象国境において ICT 整備の必要性や既存システムとの連携可能性を吟味したうえ

でその導入展開を行う。なお、本システムは国境における OSBP 運用に欠かせない各官庁が連

携して行う国境通関手続き（Coordinated Border Management）の一環をシステムにより強化する

ものであり、税関にとどまらない各官庁による協働の取り組みが重要となる。 
そのため、指標としては RTMS/CCS が複数の箇所で機能していること（指標 1-3）、またこれ

らシステムが税関だけでなく各官庁間で使用されていることを表す稼働率（指標 1-4）を設定

している。 
 

【アウトプット（成果）１の活動】 
〔OSBP の運用化（ナマンガ及びルスモ国境を対象）〕 

1-1 対象陸路国境において、関係機関で構成された OSBP 運用化促進のための委員会を正式

に組織する。 
1-2 OSBP の先行事例の知見を得るための視察・調査を行う。 
1-3 対象陸路国境における既存の法的枠組み、組織体制、国境管理に係る手続きをレビュー

する。 
1-4 OSBP の導入・実施を円滑に進めていく上で、各関係機関の責任範囲や活動スケジュー
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ルを含むアクション・プランを作成する。 
1-5 OSBP の運用に必要なガイドラインやマニュアルを整備する。 
1-6 活動 1-5 で整備されたガイドラインやマニュアルの承認に必要な手続きを進める。 
1-7 承認されたガイドラインやマニュアルに基づきOSBPの運用にかかる啓発活動や研修を

関係機関やステークホルダーに対して行う。 
1-8 OSBP の実施状況をモニターし、手続きの見直しを行う。 
1-9 対象陸路国境におけるOSBP運用経験を踏まえ、他の国境で適用可能な教訓を抽出する。 
1-10 活動 1-9 で得られた教訓を踏まえ、「OSBP ソースブック」の改訂版に当該事例を統合

する。 
1-11 改訂版「OSBP ソースブック」に基づき OSBP 運用モデルにかかる啓発活動を域内のス

テークホルダーに対して行う。 
 

（OSBP ICT システムの改善及び展開） 
1-12 既存の OSBP 通関管理システム（Real Time Monitoring System / Cargo Control System： 

RTMS / CCS）のさらなる活用ニーズを踏まえ、実施状況をモニターするとともに運用

改善を図る。 
1-13 OSBP の運用モデルに基づき、「Asycuda World 」や他の通関システムの改良に向けた

レビュー及び助言を行う。 
1-14 当該システムの先行事例からの教訓を抽出しつつ、他の国境における RTMS/CCS 運用

展開にかかるアクション・プランを作成する。 
1-15 活動 1-14 で作成されたアクション・プランに基づき、他の国境における RTMS/CCS 運

用展開のための啓発活動や研修、ユーザー・サポートを行う。 
1-16 RTMS/CCS 運用のための持続性のあるワーキング・グループ（税関や IT）を組成し、

運用を引き渡す。 
 

（２）アウトプット（成果）２：域内における税関能力が向上する。 
【指 標】 

2-1 マスタートレーナーによって実施された研修で扱われた項目に関する受講者の理解度

の総合評価が 80%を超える。 
2-2 マスタートレーナーによって実施される指導員養成研修が対象各国の関税局の年次計

画に組み込まれる。 
2-3 対象各国の税関におけるリスクマネジメントの改善に向けた方策が決定される。 
2-4 対象国境において、共同国境監視／共同水上監視活動や会合が少なくとも月に 1 回実施

される。 
 

OSBP 運用をめざす対象陸路国境にとどまらず、国境手続きの主要な手続きとして税関手続

きがあり、その改善が国境における通関手続き改善に大きく寄与する。そのため、OSBP 導入

に伴う各関係機関間の連携や手続き調和化等に加え、税関手続きそのものの改善を図ることが、

ひいては対象陸路国境あるいは空港・港湾を含む域内における通関手続きの迅速化及び貿易円

滑化に寄与する。 
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特に以下に規定された活動（人材育成、税関リスクマネジメント、共同監視）は、どれも税

関当局にとって重要な取り組みであるばかりか、特に国境において、貿易円滑化と水際取り締

まりという、相反するミッションの達成を求められる税関等関係機関において、メリハリの利

いた通関手続きを行うためにも必要な取り組みであり、特に税関リスクマネジメントの導入に

伴う関係機関間の連携構築や実践、そのリスク管理手法を取り入れた共同活動は OSBP 業務の

推進にも深くかかわるイシューとなる。 
また、マスタートレーナー養成プログラム（MTP）や共同監視活動は前フェーズから続く取

り組みであるが、その実効性、持続性の担保も求められるところ、活動においては体制整備等

の措置についても注力する。 
これらの成果を担保するため、人材育成面は指標 2-1、2-2 として育成された MT の活用状況

を測るとともに、持続的に継続・拡大していく仕組みとしての活用をめざす。 
さらに、本プロジェクトより新しい取り組みのひとつになる税関リスクマネジメントは、そ

の重要性は認識されている一方、現場レベルではその考え方や実際の手順が十分に浸透してい

ない。これらのアプローチを実際の手続きに浸透させていく段階として、まずは現状を分析し、

それを踏まえた具体的な活動計画を作成することをターゲット（指標 2-3）として設定する。

なおこの過程で、OSBP 業務にも関係するアウトプット（成果）１の各種活動及び共同監視活

動とも連動させることを想定している。 
OSBP 業務での活動の一環となる共同監視活動について、対象国境における稼働状況を踏ま

えつつ、その実施が改善されていくとともに、OSBP 業務の一環を担う本活動が他国境にも拡

大していくことを想定し、以下活動を規定。そのうえでめざすべき指標として、共同で活動が

活発かつ持続的に行われている状況を整備することを目的とした指標 2-4 を設定する。 
 

【アウトプット（成果）２の活動】 
（MT の教育と活用） 

2-1 関税評価、関税分類、情報分析分野における、指導員による税関職員あるいは将来の講

師候補向けの研修の実施状況をモニターする。 
2-2 指導員に対する再教育を実施する。 
2-3 指導員の更なる活用方策を検討する。 
 

（税関リスクマネジメントに関する研修） 
2-4 税関リスクマネジメントにかかる現状の仕組みや手続きをレビューする。 
2-5 活動 2-4 において得られた結果をもとに、リスクマネジメントに関する研修を行う。 
2-6 活動 2-4 及び 2-5 において得られた結果をもとに、税関職員及び関係するステークホル

ダーに対しリスク・ベース・アプローチに基づく業務実施を促進する。 
 

〔共同国境監視（JBS）及び共同水上監視（JWS）〕 
2-7 既存の JBS/JWS の実施状況をモニターする。 
2-8 活動 2-7 で得られた結果やニーズを踏まえ、他の国境における JBS/JWS の展開を図る。 
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（３）アウトプット（成果）３：通関業者の能力が向上し、域内資格認定制度枠組みが整備さ

れる 
【指 標】 

3-1 対象国境における不適切な申告数が減少する。 
3-2 域内通関士制度の政策的枠組みの草案が承認される。 
3-3 域内通関士制度の法的枠組み案が作成される。 

 
OSBP 対象国境をはじめとする各国境において通関所要時間を短縮化していくにあたって、

輸出入者等の委託を受けて手続きを行う通関業者の能力向上に係る要素は無視できない。税関

分野における世界的な潮流においても、通関当局と通関業者の連携強化や協働による手続き改

善・能力強化を通じて貿易円滑化を行っていくことが求められており、個々の通関業者の能力

向上、及び通関業者の業界全体としての底上げが必要な状況にある。 
そこで、フェーズ２の取り組み実績の成果を踏まえつつ、通関業者支援に係る計画・実施を

更に推進することで、通関業者の通関手続きに係る知識・ノウハウ習得を通じて申告手続きの

正確性を向上させる。これを測る指標として不適切な申告数の推移（指標 3-1）を設定する。 
なお、通関業者の能力向上については、今後持続的な枠組みを構築していくことも必要であ

り、活動においてはこの点留意する。 
また、個々の通関業者の能力向上に加え、既存の通関業者認証制度を見直し、EAC 域内共通

の認証制度として構築していくことで、通関業者に求められる能力や資質等のクライテリアを

共通化し、通関業者全体の底上げを図ることが重要となる。フェーズ２における取り組みを踏

襲し、域内の利害関係者との調整を慎重に進めたうえで合意形成を図り、その結果としての通

関士制度に係る政策的枠組みや法的枠組みの策定・合意形成を図る。 
上記を段階的に進めていくための指標として、指標 3-2、3-3 を設定する。 

 
【アウトプット（成果）３の活動】 
（通関業者に対する研修） 

3-1 関税評価及び関税分類にかかる通関業者向け研修の研修計画（含む持続可能な仕組み検

討）を作成する。 
3-2 活動 3-1 で策定された研修計画に基づき研修を実施する。 

 
（域内通関士資格認定制度の構築） 

3-3 域内の通関士資格認定制度の政策枠組み案を確定し、当該枠組みの承認に必要な関係機

関に提出する。 
3-4 域内の通関士資格認定制度の法的枠組みについて議論し案をとりまとめる。 

 
注 1) 指標内の「X」（数値）は、ベースライン調査の結果等を踏まえて、地域合同調整委員会

（Regional Joint Coordinating Committee：RJCC）において決定される。 
注 2) 各活動における対象国境や活動計画に関する変更は、ニーズや業務の進捗に応じ RJCC

において協議・決定される。 
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６－１－４ 投 入 
（１）日本側 

【専門家】 チーフ・アドバイザー、税関行政、業務調整／人材育成、地域協力連携強化、OSBP
運用化支援、税関実務等必要に応じて 

【供与機材】通関処理システム、国境監視機材等必要に応じ 
【研修員受入（日本／第三国）】OSBP 運用化、税関行政等に係る研修員受入 
【現地活動経費】現地研修実施経費、専門家旅費等活動に必要な経費 

 
（２）EAC 5 カ国（ケニア、タンザニア、ウガンダ、ルワンダ、ブルンジ）側 

【カウンターパート（C/P）配置】プロジェクト・ダイレクター（各機関の長）、プロジェク

ト・マネジャー〔税関局長、担当部局長（OSBP 運用化に係るコンポーネント）〕、

ワーキング・グループ、OSBP 運用化に係る National/Technical Steering Committee
の設置 

【執務環境】プロジェクトの専門家及びスタッフに必要な執務スペース、機器 
【プロジェクト活動経費】C/P の人件費（国内旅費含む）等必要経費 

 
６－１－５ 外部要因（満たされるべき外部条件） 
（１）前提条件 特になし 
 
（２）外部条件  

１）アウトプット（成果）達成のための外部条件 
・OSBP 運用にかかる関係機関が十分に協力し合う。 
・対象陸路国境における OSBP 施設建設が予定通りに完了する。 
・EAC OSBP 法が施設建設完了までに施行される。 
・プロジェクトの前フェーズより活動に参画してきた C/P 職員の離職・異動がプロジェ

クトの実施に影響を及ぼさない。 
２）プロジェクト目標達成のための外部条件 

・OSBP の運用に係る予算と人員が関係機関によって十分に確保される。 
・EAC 事務局が通関士制度の構築に向けて必要な調整を行う。 

３）上位目標達成のための外部条件 
EAC 加盟国に、域内通関士資格認定制度にかかる法案成立に向けた強い意思が存在す

る。 
 
６－２ 評価５項目による分析 

（１） 妥当性 
本プロジェクトは以下の理由から妥当性が高いと判断できる。 

１） EAC 5 カ国では、フェーズ１及びフェーズ２の実施を通じて税関の能力及び CCFAA の

能力向上、また両者の関係構築を実現しつつあるが、貿易円滑化の促進をめざして引き続

きこれらの課題に取り組むとともに、対象国境における OSBP の運営化と域内通関士制度

の枠組みの構築を通じて通関処理の向上を図るニーズは高い。このことは、各国の RA を
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はじめ国境管理にかかわる他官庁、CCFAA より確認されている。 
２） EAC 5 カ国において、①OSBP の運用化、②税関の能力強化、③CCFAA の能力強化及び

域内通関士制度の枠組みの構築を通じて対象国境における通関処理能力の向上を図る本

プロジェクトのアプローチは、国境での通関の改善に資する要素を取り込んでおり、適切

であると判断される。また、パイロットサイト（対象国境）の選定については、①に関し

てはそれぞれ円借款事業及び無償資金協力事業で OSBP 施設の建設が実施されているナマ

ンガ及びルスモを中心に実施され、②についてはフェーズ２で対象としてきた国境をはじ

めニーズや調査の結果に基づいて選定される国境で支援していくため、妥当性は高い。 
３） EAC では、貿易円滑化に向けて OSBP の導入を推進するべく 2013 年 4 月に EAC OSBP

法案が EAC 立法議会で通過したところである。また、各国における税関近代化及び OSBP
運用化に向けた取り組みは、KRA の第 5 次経営計画（2012/13～2014/15）、OBR の経営計

画（2013～2017）、RRA の中期戦略（2010～2013）、TRA（関税局）の税関近代化戦略・行

動計画（2009/10～2012/13）、URA の経営計画（2011～2015）に記されている。本プロジェ

クトは EAC 各国の計画の実現に貢献するものである。 
４） 2013 年 6 月の第 5 回アフリカ開発会議（TICAD V）において、日本政府は、横浜行動計

画 2013～2017 の重点目標のひとつとして、広域開発のための域内統合推進、特に貿易に

関連したインフラ整備、貿易円滑化、貿易障壁の撤廃、各国政府及び地域経済共同体の能

力強化を通じた域内・地域間の貿易促進を掲げており、貿易投資促進に資する人材育成（税

関含む）、OSBP システム普及及び運用支援へのイニシアティブを示している。また、本プ

ロジェクトは、EAC 各国に対する国別援助方針とも整合している。 
５） JICA は EAC 5 カ国の歳入庁を C/P とし、フェーズ１、フェーズ２ と税関能力向上プロ

ジェクトを実施しているため、同地域における税関をめぐる事情に精通している。また、

日本は特に、途上国における通関分野の支援での経験的・技術的優位性を有している。 
 
（２） 有効性 

本プロジェクトは以下の理由から有効性が見込める。 
１） プロジェクト目標である、「対象国境における効率的な国境手続きのための能力が改善

する」の実現のためには、①OSBP の運用化、②税関の能力強化、③CCFAA の能力強化及

び域内通関士制度の枠組みの構築の 3 つを総合的に達成する必要がある。税関の能力及び

CCFAA の能力向上はフェーズ２の実施を通じて確認されつつあるが、各国 RA 関税局で指

導員養成の仕組みが構築されていない、税関のリスクマネジメントに向上の余地がある、

二国間での JBS/JWS 活動が定期的に実施されていない、各国関税局が継続的に通関業者に

向けた研修を実施していく仕組みを備えていないなど、残された課題も多い。また、域内

通関士制度の枠組み構築については、本調査時点では関係者間での話し合いが開始された

ばかりである。OSBP の運用化に関しても、フェーズ２においては OSBP 施設建設の遅れ

も影響し、RTMS/CCS の導入を進めてきたにとどまるため、本プロジェクトにおいて本格

的に実施していくことになる。よって、上記の 3 つに関連する活動を実施することにより、

対象国境における通関処理の向上が達成されることが十分に見込まれる。 
２） フェーズ２では日本人専門家 3 人がケニア（KRA 内）に駐在し、活動に応じて各国へ出

張する体制をとっていたが、想定工数を超える業務量となっていた。本プロジェクトでは
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その反省を生かし、かつプロジェクト目標にかんがみて、日本人専門家の投入を増やすこ

とを予定している。また、本プロジェクトでは OSBP 運用化を実施するが、他案件の教訓

からも、多様な国境関連機関等との関係構築を重視し、現場に張り付いて活動を推進して

いく必要が示唆されることから、ナマンガ及びルスモにおける OSBP 運用化については、

別途コンサルタントチームの配置を予定している。 
３） アウトプット（成果）からプロジェクト目標に至るまでの条件、「OSBP の運用にかかる

予算と人員が関係機関によって十分に確保される。」について、予算の確保に関しては活

動を通じて間接的に働きかけていくことになる。また人員配置については、OSBP 運用化

に向け、営業時間の延長や通行車両台数の増加を見越して国境管理関係機関が職員の増員

を検討しているという情報もある。「EAC 事務局が通関士制度の構築に向けて必要な支援

を行う。」ことに関しては、本調査において同事務局の積極的な姿勢が確認されている。

よって、これらの条件が満たされる可能性は高い。 
 
（３） 効率性 

本プロジェクトは以下の理由から効率的なプロジェクト実施が見込める。 
１） アウトプットの達成のため、フェーズ２で実施された活動の効果を生かし、それらを更

に推進する形で、①OSBP の運用、RTMS/CCS を含む OSBP ICT システムの改善と運用展

開（以上、アウトプット（成果）１）、②MT への研修と更なる活用の検討、税関リスクマ

ネジメントに関する研修、JBS/JWS の改善と他国境への展開（以上、アウトプット（成果）

２）、③通関業者への研修、域内通関士資格認定制度の枠組みの構築（以上、アウトプッ

ト（成果）３）に係る活動が適切に計画されている。 
２） EAC における貿易円滑化をめざした OSBP 運用化に関しては、TMEA が計 13 の国境に

おいて OSBP 施設建設や国境管理を支援している。ナマンガ及びルスモに先立って施設の

完工が予定されているタベタ・ホリリにおける OSBP 導入の経験について情報共有を図る

ことで効率的な活動実施が見込まれる。 
３） 活動からアウトプット（成果）に至るまでの条件、「OSBP 運用に係る関係機関が十分に

協力し合う」については、活動を実施するなかで間接的に働きかけをしていくことになる。

「対象陸路国境における OSBP 施設建設が予定通りに完了する」について、本調査時にお

いては、いずれも本プロジェクト期間中の完工が予定されている。「EAC OSBP 法が施設建

設完了までに施行される」に関しては、同法案が 2013 年 4 月に EAC 立法議会で通過し、

各国大統領承認を経て確実に施行されることが見込まれる。また、「プロジェクトの前フ

ェーズより活動に参画してきたカウンターパート職員の離職・異動がプロジェクトの実施

に影響を及ぼさない」状態を確保するため、職員の離職・異動の際には適宜人材を配置す

るなど、必要な対応を行うことが必要となる。 
 
（４） インパクト 

本プロジェクトのインパクトは以下のように予測される。 
１） 対象国境において OSBP が機能し、通関処理が向上・迅速化するようになると、国境を

超えた物流も一層活発化し、上位目標である、EAC における貿易円滑化の促進が達成され

ることが見込まれる。ただし、外部条件にも設定されているように、EAC 及びその加盟国
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が CCFAA の質を担保し得る域内通関士制度に係る法案を成立させるための後押しをして

いく必要があり、プロジェクト終了後も、必要に応じて法案成立に向けた進捗フォローア

ップを行うことを想定している。  
２） 本プロジェクトを通じたナマンガやルスモにおける OSBP 運営化に関しては、その経験

を OSBP ソースブック
27
等にまとめ、域内外の他の国境に対しても共有していく取り組み

が想定され、その波及効果が期待される。 
３） その他、負の影響は特に想定されない。 

 
（５） 持続性 

以下のとおり、本プロジェクトによる効果は、対象 5 カ国の政府によりプロジェクト終了

後も継続されるものと見込まれる。 
１）政策・制度面 

EAC 各国 RA においては、政策プログラムとして税関近代化及び OSBP 運用化に向けた

取り組みを実施中であり、EAC OSBP 法が施行されるようになると、共通のルールの下で

OSBP 運用化が推進されるようになる。よって、本プロジェクトの終了後も、国境関係機

関との協調の下での OSBP 運営及び効率的な通関業務は継続されると考えられる。また、

通関士資格認定制度の構築も迅速な通関処理に貢献する。 
２）組織面 

域内の貿易円滑化に向けて、国境における通関処理が迅速に行われるためには、税関職

員の能力強化及び関税局による CCFAA に向けた能力強化が恒常的に実施される必要があ

る。各国関税局で指導員養成の仕組み及び通関業者向け研修の仕組みが構築されることに

より、本プロジェクト終了後もこれらの取り組みは継続的に行われると考えられる。 
３）財政面 

関税収入確保の面からも本プロジェクトは各国財務省内において重要な位置づけにあ

り、活動継続のため適切な予算措置が図られると考えられる。よって、各国 RA の財務的

持続性は高い。 
４）技術面 

税関の能力強化（指導員養成の仕組みづくり含む）、CCFAA の能力強化及び域内通関士

制度の枠組み構築は、フェーズ２より活動に参画している各国のワーキンググループ（WG）

メンバーが中心となって実施していくことにより、技術的な持続性は担保されるものと考

えらえる。また、パイロットサイトにおいて実施される OSBP 運営化に関しては、実施を

通じて得られる知見や技術を他の国境に水平展開することで、EAC 全体における通関処理

の改善、ひいては貿易円滑化に寄与する。 

                                                        
27 JICA がリードパートナーとして Transport Sector Platform of Infrastructure Consortium for Africa (ICA)を支援し、2011 年 9 月に

初版が作成された。 
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【付 録】 
EAC 各国の貿易総額（2005 年～2011 年） 

（単位：100 万米ドル） 

 
ケニア ブルンジ ルワンダ 

輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 
2005 3,447.06 5,864.94 7.58 188.9 34.9 373.28 
2006 3,481.19 7,232.77 15.59 244.6 33 143.4 
2007 4,080.02 8,988.98 10.59 235.5 40 207.1 
2008 5,054.16 11,291.59 10.85 359.9 46.2 394.2 
2009 4,462.48 10,188.45 18.35 419.19 47.3 449.6 
2010 5,172.00 11,954.68 101.23 508.83 54.2 503.6 
2011 5,754.23 14,814.31 115.93 699.85 70.8 589.3 

 
タンザニア ウガンダ 

輸入 輸出 輸入 輸出 
2005 1,571.28 3,043.47 812.86 2,054.14 
2006 2,000.12 3,864.10 962.19 2,557.31 
2007 2,007.00 5,919.02 1,336.67 3,495.39 
2008 3,119.30 6,907.80 1,724.30 4,525.86 
2009 2,982.45 6,531.22 1,567.61 4,257.60 
2010 3,976.79 8,070.36 1,618.60 4,664.34 
2011 4,771.62 11,184.25 2,159.08 5,630.88 

出典：East African Communiry Secretariat, “East African Community Facts and Figures – 2012” (2012) 

 
EAC 域内における各国の貿易総額（2005 年～2011 年） 

  （単位：100 万米ドル） 

国名 相手国 輸出入 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 

ブルンジ 

ケニア 
輸出 0.4 1.2 2.2 1.5 0.4 1.5 14.7 
輸入 34.0 35.4 29.4 30.3 23.3 31.0 45.7 
収支 (33.6) (34.3) (27.3) (28.8) (22.9) (29.5) (31.0) 

ウガンダ 
輸出 0.9 1.2 1.0 1.6 1.9 2.2 4.3 
輸入 11.4 16.9 38.7 34.5 69.1 28.9 53.4 
収支 (10.4) (15.7) (37.7) (32.9) (67.2) (26.7) (49.1) 

タンザニア 
輸出 - - 0.1 0.0 0.6 0.3 0.6 
輸入 12.8 7.6 9.8 16.8 34.1 27.0 161.2 
収支 (12.8) (7.6) (9.7) (16.8) (33.5) (26.7) (160.5) 

ルワンダ 
輸出 2.7 3.1 2.2 3.5 3.1 8.6 4.7 
輸入 0.9 1.0 1.7 3.1 2.6 2.5 6.9 
収支 1.8 2.1 0.5 0.4 0.5 6.1 (2.1) 

EAC 計 
輸出 4.0 5.5 5.3 6.6 6.0 12.6 24.4 
輸入 59.1 60.9 79.5 84.7 129.2 89.4 267.1 
収支 (55.0) (55.5) (74.2) (78.1) (123.2) (76.8) (242.7) 
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タンザニア 

ケニア 
輸出 76.3 97.2 106.9 188.6 192.9 210.5 221.9 
輸入 155.3 169.1 103.6 198.0 304.5 275.6 339.2 
収支 (79.0) (71.9) 3.3 (9.4) (111.6) (65.1) (117.4) 

ウガンダ 
輸出 20.1 20.5 20.3 36.5 89.1 60.4 54.1 
輸入 5.1 5.3 6.5 6.6 12.1 17.9 36.4 
収支 15.0 15.2 13.8 29.9 76.9 42.5 17.7 

ルワンダ 
輸出 7.4 9.1 11.3 19.8 16.4 86.2 101.0 
輸入 0.1 0.1 - - 0.0 1.4 1.6 
収支 7.3 9.0 11.3 19.8 16.4 84.8 99.4 

ブルンジ 
輸出 25.1 31.0 67.4 15.0 25.1 37.1 39.8 
輸入 0.1 1.0 - 0.4 0.3 0.6 0.8 
収支 25.1 30.0 67.4 14.6 24.8 36.5 39.1 

EAC 計 
輸出 128.9 157.8 205.9 259.9 323.5 394.3 416.8 
輸入 160.5 175.5 110.1 205.0 316.9 295.5 378.0 
収支 (31.6) (17.7) 95.8 54.9 6.5 98.8 38.8 

ウガンダ 

ケニア 
輸出 72.4 184.9 204.2 272.5 276.7 284.4 296.0 
輸入 520.7 464.9 522.7 552.0 545.9 549.1 671.6 
収支 (448.3) (280.0) (318.5) (280.1) (269.2) (264.7) (375.6) 

タンザニア 
輸出 15.4 35.3 69.1 87.9 94.7 90.9 71.1 
輸入 30.1 33.0 33.7 61.4 46.4 61.6 40.3 
収支 (14.7) 2.3 73.9 83.9 109.2 29.3 30.7 

ルワンダ 
輸出 36.1 55.6 122.4 192.1 170.2 182.2 228.6 
輸入 0.5 1.2 4.2 4.0 5.0 8.9 9.5 
収支 35.6 54.4 118.2 188.1 165.2 173.4 219.0 

ブルンジ 
輸出 20.8 20.6 42.7 45.4 63.6 59.3 54.1 
輸入 0.2 - - - - - - 
収支 20.6 20.4 41.9 44.5 63.6 59.3 54.1 

EAC 計 
輸出 144.7 296.3 476.9 654.7 666.2 616.9 649.7 
輸入 551.5 499.0 560.6 617.4 597.4 619.5 721.5 
収支 (406.8) (202.7) (83.7) 37.3 68.8 (2.7) (71.8) 
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ケニア 

ウガンダ 
輸出 564.9 385.7 498.5 611.2 596.6 657.6 855.2 
輸入 18.5 13.9 88.8 75.5 57.1 116.4 116.4 
収支 546.4 371.8 409.7 535.8 539.5 541.2 738.8 

タンザニア 
輸出 264.1 253.6 331.5 422.4 388.2 419.2 470.0 
輸入 41.0 62.6 99.2 105.0 100.8 133.1 176.4 
収支 223.1 191.0 232.3 317.4 287.4 286.0 293.6 

ルワンダ 
輸出 96.3 66.1 86.2 129.4 123.0 133.0 152.6 
輸入 1.5 2.9 1.3 0.4 3.1 5.4 4.8 
収支 94.8 63.2 84.9 129.1 119.9 127.5 147.9 

ブルンジ 
輸出 34.0 35.4 29.4 30.3 59.3 68.9 66.5 
輸入 0.4 1.2 2.2 1.5 1.2 1.8 5.3 
収支 33.6 34.2 27.2 28.8 58.1 67.1 61.2 

EAC 計 
輸出 974.3 735.8 952.2 1,213.4 1,167.2 1,278.7 1,544.4 
輸入 61.5 84.1 191.6 182.0 162.2 256.8 302.9 
収支 912.8 651.6 760.6 1,031.4 1,005.1 1,021.8 1,241.5 

ルワンダ 

ケニア 
輸出 32.6 29.9 34.4 32.0 32.4 39.4 59.0 
輸入 49.9 69.4 85.7 173.0 176.4 169.4 184.6 
収支 (17.3) (39.5) (51.3) (141.0) (144.0) (130.0) (125.6) 

タンザニア 
輸出 1.8 1.9 3.2 6.9 5.6 4.2 1.1 
輸入 39.0 61.6 98.5 167.9 160.7 134.5 196.0 
収支 (37.2) (59.8) (95.4) (161.0) (155.1) (130.3) (194.9) 

ウガンダ 
輸出 0.2 0.9 0.4 1.1 4.0 6.3 5.3 
輸入 8.0 8.3 15.7 47.3 108.0 196.6 204.8 
収支 (7.8) (7.4) (15.3) (46.2) (104.0) (190.3) (199.5) 

ブルンジ 
輸出 0.3 0.4 2.1 6.2 5.4 4.3 5.4 
輸入 2.2 4.0 7.2 6.0 4.5 3.2 3.9 
収支 1.9 3.7 5.1 (0.2) 0.9 1.1 1.5 

EAC 計 
輸出 34.9 33.0 40.0 46.2 47.3 54.2 70.8 
輸入 99.1 143.4 207.1 394.2 449.7 503.6 589.3 
収支 (64.2) (110.4) (167.1) (348.0) (402.3) (449.4) (518.5) 

出典：East African Communiry Secretariat, “East African Community Facts and Figures – 2012” (2012) 

 
 



 
 
 
 
 
 

付 属 資 料 

１．調査日程 
 
【現行プロジェクト終了時評価調査】 
２．M/M（終了時評価調査報告書含む） 
３．評価グリッド 
４．質問票 
 
【後継プロジェクト詳細計画策定調査】 
５．署名済み R/D 
６．収集文献・資料一覧 
 



Date Activity (Consultant- Evaluation Analysis for terminal
evaluation)

Activity (Consultant- Evaluation Analysis for detail
design) Activity (JICA and Japan Customs)

7-May-13 Tue 22:30 Narita (QR805) 22:30 Narita (QR805)

(Mr. Baba)
17:25 TG677 Narita --> Bangkok 21:55
(Mr. Oshikiri)
22:30 Narita (QR805)

8-May-13 Wed 15:40 PW713 Dar es Salaam -->Zanzibar 16:10

Meeting with JICA experts

04:20 Doha
07:35 QR544 Doha --> Dar es Salaam 13:20
15:40 PW713 Dar es Salaam -->Zanzibar 16:10

16:30-20:00 Meeting with JICA experts

(Mr. Baba)
08:10 PW710 Nairobi --> Zanzibar 09:50
(Mr. Oshikiri)
15:40 PW713 Dar es Salaam -->Zanzibar 16:10
Meeting with JICA experts

9-May-13 Thu

Attending RJCC meeting

Interview with Commissioners Customs by consultant
(30min/person)

Attending RJCC meeting
 
Interview with Commissioners of Customs (OBR, TRA,
URA) and arangemnt of meetings at respective countries

Attending RJCC meeting

Meeting with JICA Tanzania office
(Mr. Baba)
19:30 PW715 Zanzibar --> Nairobi 21:10

10-May-13 Fri

10:10 PW710 Zamzibar --> Dar es Salaam 10:40
Interview with the counterparts of TRA other than who
attends CG meeting (such as MTP, JBS/JWS,
RTMS/CCS, TF for Clearing agents)

10:10 PW710 Zamzibar --> Dar es Salaam 10:40
14:20-15:30 Meeting with Border Steering Committee

(Mr. Oshikiri)
15:10 PW423 Zanzibar --> Dar es Salaam 15:40
18:20 QR545 Dar es Salaam --> Doha 23:45

11-May-13 Sat
12-May-13 Sun

13-May-13 Mon

AM: Meeting with TRA(Commissioner, Deputy
Commissioner)
PM: Interview with the counterparts of TRA(such as
MTP, JBS/JWS, RTMS/CCS, TF for Clearing agents)

14:20-15:40 Meeting with the Ministry of East African
Cooperation
17:10-17:50 Meeting with TRA (Customs Modenisation
and Risk Management)

14-May-13 Tue

05:10 KQ489 Dar es Salaam --> Nairobi 06:35
08:35 KQ448 Nairobi --> Bujumbura 10:30
PM: Meeting with JICA Burundi
    Meeting with OBR(Commissioner, Directors)

05:10 KQ489 Dar es Salaam --> Nairobi 06:35
08:35 KQ448 Nairobi --> Bujumbura 10:30
PM: Meeting with JICA Burundi
Meeting with OBR(Commissioner, Deputy
Commissioner)

15-May-13 Wed AM&PM: Interview with the counterparts of OBR(such as
MTP, JBS/JWS, RTMS/CCS, TF for Clearing agents) 10:20-11:10 Meeting with Trade Mark East Africa

16-May-13 Thu 10:00 U7361 Bujumbura --> Entebbe 12:00
PM: Meeting with JICA Udanga

10:00 U7361 Bujumbura --> Entebbe 12:00
PM: Meeting with JICA Udanga

17-May-13 Fri

AM: Meeting with URA (Commissioner, Assistant
Commissioner)
PM:  Interview with the counterparts of URA(such as
MTP, JBS/JWS, RTMS/CCS, TF for Clearing agents)

AM: Meeting with URA (Commissioner, Deputy
Commissioner)
PM:  Interview with the counterparts of URA(such as
MTP, JBS/JWS, RTMS/CCS, TF for Clearing agents)

18-May-13 Sat 10:05 KQ411 Entebbe --> Nairobi 11:25
14:00-18:30 Meeting with JICA experts

(Mr. Oshikiri, Mr. Tsuji, Mr. Kuramoto, Mr. Kikuchi
and Mr. Tanagami)

19-May-13 Sun Meeting with JICA experts
07:45 QR532 Doha --> Nairobi 13:00
Meeting with JICA experts

20-May-13 Mon AM&PM:  Interview with the counterparts of URA(such
as MTP, JBS/JWS, RTMS/CCS, TF for Clearing agents)

AM: Meeting with JICA Kenya office
AM: Meeting with KRA (Commissioner, Deputy
Comissioner, Ms. Susan)
PM: Meeting with TMEA

AM: Meeting with JICA Kenya office
AM: Meeting with KRA (Commissioner, Deputy
Comissioner, Ms. Susan)
PM: Meeting with TMEA

21-May-13 Tue

10:05 KQ411 Entebbe --> Nairobi 11:25
Meeting with KRA (Commissioner, Deputy
Commissioner, Ms. Susan, Billy, Anthony)(focusing on
interviews on terminal evaluation)

08:05 KQ482 Nairobi --> Dar es Salaam 09:35
Meeting with relevant authorities especially on Rusumo
Project component

08:05 KQ482 Nairobi --> Dar es Salaam 09:35
Meeting with relevant authorities especially on
Rusumo Project component

22-May-13 Wed AM&PM:  Interview with the counterparts of KRA(such
as MTP, JBS/JWS, RTMS/CCS, TF for Clearing agents)

Meeting with relevant authorities especially on Rusumo
Project component
Meeting with TRA (Commissioner, Deputy
Commissioner)(Discussion on the next phase)
Meeting with JICA Tanzania office

Meeting with relevant authorities especially on
Rusumo Project component
Meeting with TRA (Commissioner, Deputy
Commissioner)(Discussion on the next phase)
Meeting with JICA Tanzania office

23-May-13 Thu
08:35 KQ448 Kigali --> Nairobi 9:00
AM&PM:  Interview with the counterparts of RRA(such
as MTP, JBS/JWS, RTMS/CCS, TF for Clearing agents)

05:10 KQ489 Dar es Salaam --> Nairobi 06:35
08:35 KQ448 Nairobi --> Kigali 9:00
Meeting with relevant authorities especially on Rusumo
Project component

05:10 KQ489 Dar es Salaam --> Nairobi 06:35
08:35 KQ448 Nairobi --> Kigali 9:00
Meeting with relevant authorities especially on
Rusumo Project component

24-May-13 Fri

AM: Interview with the counterparts of RRA(such as
MTP, JBS/JWS, RTMS/CCS, TF for Clearing agents)
PM: Meeting with RRA (Commissioner, Head)
(Discussion on the next phase)
PM: Meeting with JICA Rwanda office

AM: Meeting with relevant authorities especially on
Rusumo Project component
PM: Meeting with RRA (Commissioner, Head)
PM: Meeting with JICA Rwanda office

AM: Meeting with relevant authorities especially on
Rusumo Project component
PM: Meeting with RRA (Commissioner, Head)
PM: Meeting with JICA Rwanda office

25-May-13 Sat Site observation to Rusumo border post and meeting with
relevant authorities

(Mr. Tsuji, Mr. Kikuchi and Mr. Tanagami)
Site observation to Rusumo border post and meeting
with relevant authorities

26-May-13 Sun

27-May-13 Mon Meeting with RRA (Commissioner, Head)(Interviews on
terminal evaluation)

Meeting with Direcorate General of Immigration and
Emigration

Meeting with Direcorate General of Immigration and
Emigration

28-May-13 Tue 09:55 QR539 Kigali --> Doha 18:10 09:55 QR539 Kigali --> Doha 18:10 09:55 QR539 Kigali --> Doha 18:10

28-May-13 Tue 01:50 QR804 Doha --> Narita 17:50 01:50 QR804 Doha --> Narita 17:50 01:50 QR804 Doha --> Narita 17:50

55－  －
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Teminal Evaluation for Phase 2 and Detailed Design Study for Phase 3 on
Capacity Building for the Customs Administrations in the Eastern African Countries

Evaluation Items Questions Necessary
data/information

Source of
data/information Data collection methods

Have the inputs been made by the East African countries' side as planned? Level of achievement on inputs: Counterpart personnel, Space and
facilities, Budget/expense,

Project documents and reports Document review,
Questionnaire, interview

Have the inputs been made by the Japanese side as planned? Level of achievement on inputs: Experts, Equipment,Training in
abroad, Budget/expense

Project documents and reports Document review,
Questionnaire, interview

1-1 Degree of completion of Detailed Design of Namanga OSBP
Facility

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

1-2 Changes in cargo clearance processes by Customs and other
stakeholders at Namanga, Malaba and Busia go through RTMS/CCS.

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

1-3  Number of WG members of MTP certified as Master Trainers by
Revenue Authorities.

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

1-4 Degree of completion of MTP Handbooks of Customs Valuation,
HS Classification and Intelligence Analysis produced by WG
members, and recognition of them as regional/national training
materials

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

1-5 Status of SEO, BCC and WCC meetings for JBS/JWS organized
by partner Customs administrations at Namanga, Malaba, Busia,
Gatuna/Katuna, Kobero/Kabanga and Lake Victoria.

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

1-6 Results and reports of JBS/JWS activities which are carried out
jointly by partner Customs administrations at Namanga, Malaba,
Busia, Gatuna/Katuna, Kobero/Kabanga and Lake Victoria

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

1-7 Status of Meetings between Customs administrations and
Customs Clearing & Forwarding Agents Associations in each country
and exchanging views in their daily business.

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

1-8 Status of development of Policy Framework on the Regional
Accreditation System for Customs Clearing & Forwarding agents

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

2-1 Status/implementation of training plan to Customs Clearing
agents for improving their capacities by Customs administrations and
Customs Clearing & Forwarding Agents Associations.

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

- Degree of Trainees’ satisfactory/understanding ratings on trainings
by WG members of MTP: C1880% as practical to apply for their
daily business.

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

1. Change in clearance time of cargoes from the time of declaration
to issue of release order at Namanga, Malaba and Busia is reduced by
proper operation of RTMS/CCS.

Project documents and reports,
Experts and CPs,
TRS reports

Document review,
Questionnaire, interview

2. Trainees’ satisfactory/understanding ratings on trainings by
Working Group members of MTP exceed 80% as practical to apply
for their daily business.

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Output 1 "The capacity of customs administration is enhanced." is being
produced as planned?

Progress on achieving the Outputs

1. ACHIEVEMENT

Status of the Inputs

Progress toward the Purpose of the
Project

Output 2 "Compliance level and capacity of Customs Clearing & Forwarding
agents are enhanced through the strengthened function of Customs Clearing
& Forwarding Agents Associations" is being produced as planned?

Is the Purpose of the project "Smooth and efficient customs clearance is
carried out with support of proper operation of OSBP by each customs
administration and through establishing constructive relationships with the
customs agents," will be achieved, considering the status of inputs, activities
and product of Outputs?

1
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Teminal Evaluation for Phase 2 and Detailed Design Study for Phase 3 on
Capacity Building for the Customs Administrations in the Eastern African Countries

3. Degre of effectiveness/change in incidence numbers on Joint
Border/Water Surveillance against smuggling and anti-social
activities by the local communities at Namanga, Malaba, Busia,
Gatuna/Katuna, Kobero/Kabanga and Lake Victoria.

Project documents and reports,
Experts and CPs
Reports of Raps

Document review,
Questionnaire, interview

4. Status of development of Policy Framework on the Regional
Accreditation System for Customs Clearing & Forwarding agents is
developed.

Project documents and reports,
Experts and CPs
Reports of Ras

Document review,
Questionnaire, interview

5. Degree of Trainees’ satisfaction/understanding ratings on trainings
by WG members of MTP to Customs Clearing agents: whether more
than 80% of them are applied for their daily business.

Project documents and reports,
Experts and CPs
Reports of Raps

Document review,
Questionnaire, interview

Evaluation Items Questions Necessary
data/information

Source of
data/information Data collection methods

Have the Activities been implemented as planned? Progress of the activities Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Are the PDM and PO are understood and shared among stakeholders of the
Project? Does the PDM indicate baseline data and targets?

Latest PDM and PO, Record of activities, Opinions of experts and
CPs

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review, interview

In case the gaps found between the original Plan and progress, what are
reasons for them?

Reasons of the gaps and measures to be taken Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

What are mechanisms for monitoring/measuring the progress? Institution, method, frequency and record keeping etc. of the
monitoring

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

What measures were taken to solve and improve issues/problems, in
particular based on the suggestions made at the Midterm review

Suggestions made at the mid-term review, measures taken for them,
and record of the measures etc.

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Are the technical transfer by experts to the target group (customs officers and
customs agents) appropriate in terms of technology, technical level and socio-
cultural aspects? Are they accepted well by the target groups?

 Record of activities, Opinions of experts and CPs Project documents and reports,
Experts, CPs and custom agents

Document review,
Questionnaire, interview

Assignment of CPs, and timing of deployment, their qualification
(expertise, experience) etc.

Project documents and reports,
Experts and  CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Communication capability (not only language capacity but
communication skills)

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Willingness to work and participation to training (both CPs and
agents)

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Performance of counterparts

Transfer of technology

2. IMPLEMENTATION PROCESS

Activities

2
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Teminal Evaluation for Phase 2 and Detailed Design Study for Phase 3 on
Capacity Building for the Customs Administrations in the Eastern African Countries

Has the demarcation of roles, responsibilities and coordination among
stakeholders been clear and appropriately prepared for the project
implementation?

Project implementation/management/support system,
 Record of activities, Opinions of experts and CPs

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Are responsibilities and authority of Project manager of each country clear
and appropriate?

Responsibilities designated and degree of participation of PMs Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

What ways are decision making carried out on changes in activities,
selection/appointment of members and communications?

Minutes of Meetings of RJCC
 Record of activities, Opinions of experts and CPs

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Are  monitoring systems prepared regularly and conducted as a part of the
Project activities? Are results of the monitoring shared among the
stakeholders and reflected on improving activities of the Project?

 Record of activities, Opinions of experts and CPs Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

AreJCCs of each country functioning and effective? (frequency, participation,
agenda/decided matters etc.)

 Record of activities, Opinions of experts and CPs Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Has the communication among the Project team been enough and effective?  Record of activities, Opinions of experts and CPs Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Has the communication between the Project team and RAs in the five
countries been appropriate and effective?

 Record of activities, Opinions of experts and CPs Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Has the communication between the Project team and customs agents in the
five countries been appropriate and effective?

 Record of activities, Opinions of experts and CPs Project documents and reports,
Experts, CPs and custom agents

Document review,
Questionnaire, interview

Others What are contributing and impeding factors for Project activities?  What are
reasons for causing the contribution and limitations?

 Record of activities, Opinions of experts and CPs Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Evaluation Items Questions Necessary
data/information

Source of
data/information Data collection methods

Are the Project Purpose and the Overall Goal relevant to development
policies and meeting the needs of the five African countries and EAC?

Policies, priorities and needs of five African countries and EAC in
trade and customs

Policy documents, Project documents and reports,
Experts and CPs, JICA Offices

Document review, interview

Is the Project Purpose meeting the needs of target group? Capacity development needs of target group (customs officers,
customs agents) in five African countries and EAC

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Consistency with the Japanese
cooperation policy

Are the Project Purpose and the Overall Goal consistent with the Japanese
cooperation policies and strategies?

Japan's TICAD policy
Japan's country cooperation programs for the five African countries

Documents (MOFA, JICA) Document review

Were the target groups selected appropriately? Record of activities, Opinions of experts and the target group Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Were the areas and the pilot sites selected appropriately? Record of activities, Opinions of experts and the target group Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Is the project approach appropriate? Appropriateness the logic of the Project ( "Activities"→ "Outputs"→
"Project Purpose" → "Overall Goal")
Probability to fulfill important assumptions

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Appropriateness of Approach and
means

Coordination and communication
among the stakeholders

Management of the Project
implementation

3-1. RELEVANCE
3. FIVE-CRITERIA EVALUATION

Necessity and Priority

3
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Teminal Evaluation for Phase 2 and Detailed Design Study for Phase 3 on
Capacity Building for the Customs Administrations in the Eastern African Countries

Has the methods adopted for technical transfer from JICA Project experts to
C/P been appropriate?

Record of activities, Opinions of experts and the target group Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Does Japan have comparative advantages for the implementation of the
Project?

Record of activities, Opinions of experts and the target group Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Does the Project implementation influences the recipient countries' policies,
organizational changes and cooperation with private sectors etc.?

Record of activities, Opinions of experts and the target group Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Others Since the Mid-term review carried out in 2011, have there been any change in
the environment including policies, socio-economic status and cooperation
trend of donors? Have there been any influences by the changes?

Data and information on environmental changes including policy
direction and aid trend of donors, Record of activities, Opinions of
experts and the target group

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview
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Evaluation Items Questions Necessary
data/information

Source of
data/information Data collection methods

Is the Project Purpose likely to be achieved considering the status of Inputs,
Activities and achievement of Outputs up to the present?

Degree of assessments on achievement Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Has there been coordination or cooperation with other donors to enhance the
Project effects? Has there been any coordination with other Japanese
development schemes?

Cooperation and coordination with other donors and schemes Project documents and reports,
Experts, CPs and custom agents

Document review interview

Capacity development of Target
groups

Are the staff of Revenue Authorities and customs agents in the 5 East African
countries acquire sufficient knowledge and skills through the training
provided by the end of the Project?

Relevance of training to the needs of the target group, Degree of their
knowledge and skills developed, Utilization of the skills and
knowledge, Quality and volume of the training contents, material and
instructors evaluated by the training participants

Project documents and reports,
Experts, CPs and custom agents

Document review, interview,
Questionnaires

Are the planned two Outputs enough to achieve the Project Purpose? Important assumptions and logic of the Project Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Have the important assumptions to attain Project Purpose been fulfilled and
appropriate?

Record of activities, Opinions of experts and the target group Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Are there any contributing or constraining factor for satisfying the Project
Purpose?

Record of activities, Opinions of experts and the target group Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Evaluation Items Questions Necessary
data/information

Source of
data/information Data collection methods

Have the Inputs from both the Japanese and the five African countries' sides
been appropriate in terms of quantity, quality and timing?

Degree of inputs (Experts, CPs, equipment, facilities,
budget/expense, training in abroad/in-country), opinions of experts
and CPs

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Are the provided equipment and facilities used well, and maintained
appropriately?

Records of activities and equipment/facilities, opinions of experts and
CPs

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Status of achieving Outputs Is the Outputs appropriately fulfilled/achieved? Record of Activities, opinions of experts and the target groups, RAs'
records

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Are the Activities sufficient to achieve the Outputs? Record of Activities, Achievement of the Outputs, opinions of
experts and CPs

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Have the Important Assumptions to attain Outputs been fulfilled/appropriate? Record of activities, Opinions of experts and the target group,
opinions of experts and CPs

Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Are there any factor contributed or inhibited achieving the Outputs? Record of activities, Opinions of experts and CPs Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Has the institutional set-up been effective and efficient in carrying out Project
activities?

Performance of RJCC and WGs, Record of activities, Opinions of
experts and CPs

Project documents and reports,
Experts and CPs, JICA Offices

Document review,
Questionnaire, interview

Are mechanism supporting the Project by the Japanese side appropriate and
effective?

Record of activities, Opinions of experts and CPs Project documents and reports,
Experts and CPs, JICA Offices

Document review,
Questionnaire, interview

Causal relationships

Institutional set-up for the Project
implementation

Causal relationships

Appropriateness (quality, quantity and
timing) of Inputs

Progress toward satisfying the
Purpose of the Project

3-3. EFFICIENCY

3-2. EFFECTIVENESS

5
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Evaluation Items Questions Necessary
data/information

Source of
data/information Data collection methods

Prospect of achieving the Overall
Goal

Is the Overall Goal likely to be achieved after  after 3 to 5 years of the Project
termination seeing the status of the Outputs, activities and inputs?

Record of activities, Opinions of experts and CPs Experts and CPs, JICA Offices Document review,
Questionnaire, interview

Are important assumptions relevant by the time of terminal evaluation? Are
they likely to be fulfilled?

Record of activities, Opinions of experts and CPs Experts and CPs, JICA Offices Document review,
Questionnaire, interview

Are logical relations between the Project Purpose, is the Overall Goal
relevant?

Project logic, Influences of important assumptions
Opinions of experts and the CPs

PDM, Project documents and reports,
Experts and CPs

Document review,
Questionnaire, interview

Are there influences/changes caused with regards to  1) policies, 2)
laws/regulations, 3) institutional arrangement, 4) technical and 5) social
(including equity, gender, human rights) 6)economic aspects.

Impacts on policies, laws, institutional arrangement, technical, and
socio-economic aspects.  Influences to East African countries and in
non-pilot areas.  Opinions of experts and CPs

Experts, CPs and custom agents, JICA Offices Document review,
Questionnaire, interview

Have there been any unexpected positive impacts? Changes caused by the Project implementation Experts and CPs, JICA Offices Document review,
Questionnaire, interview

Evaluation Items Questions Necessary
data/information

Source of
data/information Data collection methods

Policy and institutional aspects Will the governments of the five East African countries support the Project
achievement after the termination of the Japanese cooperation? With regard to
1) policy support, 2) laws/regulations, 3) human resources
development/training, 4) continuity and further development of OSBP

Prospects on policy and institutional development of the five
governments and EAC, relating to the human resource development
in customs administration and OSBP development in consistent with
the Project and its approach.  Whether is the Project approach to be
incorporated into policies of the governments and EAC.

Experts and CPs, JICA Offices Document review,
Questionnaire, interview

Have the system(s) and activities developed during the Project been
continued by the governments and the custom agents effectively after the
completion of the Project?

Record of activities, Opinions of experts, CPs, and custom agents Experts and CPs, JICA Offices Document review,
Questionnaire, interview

Will the budget for continuing the activities and systems developed by the
Project be secured and prepared by the governments/Ras after the Project?

Disbursement made so far by the governments for the Project, Budget
planned to continue activities

Experts and CPs, custom agents, and JICA
Offices

Document review,
Questionnaire, interview

Does customs officers in the five East countries already have enough capacity
to carry out the activities effectively? Are they motivated to continue, upgrade
and disseminate their leaned knowledge and skills though the Project to
others staff?

Degree of improved capacity of customs officers, their intension for
continuity, up-grading and  dissemination of the knowledge and skills
acquired by the Project

Experts and CPs, JICA Offices Document review,
Questionnaire, interview

Will CPs assigned for and trained by the Project be retained in the same
offices and duties? Are there any measure prepared to retain them in the
office?

Systems of personnel deployment and HRD plans of each countries'
RAs

Experts and CPs, JICA Offices Document review,
Questionnaire, interview

3-5. SUSTAINABILITY

Technical aspects

Organizational and financial aspects

3-4. IMPACT (prospect)

Causal relationships

Ripple effects to policies and socio-
economic aspects
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Are there ant mechanism prepared ans ensured in the five countries to up-
keep capacity of the RA officers and costume agents?

HRD plans of each countries' RAs and plans at custom agents
associations

Experts and CPs, custom agents, and JICA
Offices

Document review,
Questionnaire, interview

Are there measures and budget prepared and ensued for maintenance of
equipment and facilities appropriately?

Plans for maintenance and utilization of the equipment and facilities Experts and CPs, JICA Offices Document review,
Questionnaire, interview

Do customs agents in the five East countries have enough capacity to carry
out the activities effectively?

The level of developed capacity of customs agents Experts and CPs, custom agents, and JICA
Offices

Document review,
Questionnaire, interview

Others What are the contributing and inhibiting factors on sustainability of the
Project effects? Is there any measure prepared to avoid the risks?

Contributing and inhibiting factors, plans to avoid and to measure
risks

Experts and CPs, JICA Offices Document review,
Questionnaire, interview

7
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Questionnaire for Counterpart Personnel (Revenue Authorities & 
the Working Group Members) 

Dear sir/madam, 

This is a questionnaire for the Terminal Evaluation of the Japanese Technical Cooperation Project on 
“Capacity Building for the Customs Administrations for the Eastern African Region (Phase 2)” and the 
Detailed Planning Survey on the succeeding project. This questionnaire is designed to be responded by the 
counterparts of the region and Project-related personnel as individual, so please answer the questions based on 
your own view or opinion. Although aggregated and analyzed data will be presented in public, each answer 
sheet of the questionnaire will not appear in public. 

Please fill in the questionnaire by selecting options and giving details as instructed, making answers as specific 
and concrete as possible. You may skip some questions if they are irrelevant to your activities in the Project. It 
would be highly appreciated if the filled-in questionnaire could be returned to both of us through email by 
May 6, 2013 (Sunday). Thank you very much for your cooperation in advance,  

Rie Kawahara (riekawahara2004@yahoo.co.jp), Consultant-Evaluation Analysis for the Terminal Evaluation 
Kaori Koizumi (kaori.koizumi@imgpartners.com), Consultant-Evaluation Analysis for the Detailed Design Study 

 
Instructions  

 You can answer this questionnaire either by handwriting or electronically. In case of hand writing, please 
kindly make the answered sheets in a PDF file (a scanned file) before sending to the consultant.  
For multiple choice questions, please select ONE answer for each question, and indicate reasons for 
answering it. 
 

Your Name:                               Title:      

Organization:                              Country: 

Area of Working Group (WG) or activity:  

Month & Year of joining the WG or activity: 

Contact tel/mobile number / Email address:  

 

I. Activities and achievements 
1-1 Please state your roles and responsibilities in this Project, in short.  

 
 

1-2a Do you think that your activities in this Project 
have been implemented as planned? 

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other 

1-2b If you think that your activities in the Project have not been implemented as planned, what were 
the difficulties you experienced?  
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1-3 Among activities done by the Project, please select all items in which you have participated. 
(   ) Planning and/or modification of the PDM and PO of the Project. 
(   ) Planning and/or modification of the PDM and PO of the Master Trainers Programme. 
(   ) 1st MTP activity in 2009  Please write Area(s) (                     ) 
(   ) 2nd MTP activity in 2010  Please write Area(s) (                     ) 
(   ) 3rd MTP activity in 2010  Please write Area(s) (                     ) 
(   ) 4th MTP activity in 2011  Please write Area(s) (                     ) 
(   ) 5th MTP activity in       Please write Area(s) (                     ) 
(   ) 6th MTP activity in       Please write Area(s) (                     ) 
(   ) 7th MTP activity in 2012  Please write Area(s) (                     ) 
(   ) 8th MTP activity in 2012  Please write Area(s) (                     ) 
(   ) 9th MTP activity in 2012  Please write Area(s) (                     ) 
(   ) Formulation/modification of MTP Handbooks and the CDs  Please write Area(s) (       ) 
(   ) Implementation of RTMS/CCS or related activities. Please write Place (                ) 
(   ) Implementation of JBS or related activities.   Please write Place (                    ) 
(   ) Implementation of JWS or related activities.  Please write Place (                   ) 
(   ) Capacity development of CCAs and related activities.  Please write Area(s) (           ) 
(   ) Task Force activities for capacity building of CCAs    Please write Area(s) (           ) 
(   ) Task Force activities for Creation of an Accreditation System for Customs Clearing 
Agents(   ) Bench Marking Study Tour to Vietnam. 
(   ) Bench Marking Study Tour to Malaysia. 
(   ) Bench Marking Study (Training) in Japan in October to November 2012 
RTMS: Real Time Monitoring System; CCS: Cargo Control System; JBS: Joint Border Surveillance; JWS: Joint 

Water Surveillance, CCAs: Custom Clearance Agents 

1-4 Among the two Project Outputs below (as stated in the Project Design Matrix), please select items 
that are relevant to your function and roles in the Project, and answer the following questions. 

(   ) Output 1: “The capacity of customs administration is enhanced.” 
1-4a What are your specific achievements contributing 

to this Output? 
 
  
  
  

What are remaining activities that should be 
implemented by the end of Project to achieve 
this output? Or the next planned phase?   
  
  
  

1-4b Please indicate if there are any factors that may impede achieving this output 1. 
 
 
 

1-4c Please list and briefly describe any challenges related to the Output 1 (i.e. Master Trainers 
Programme, JBS/JWS, RTMS/CCS, Preparation for the policy framework on the Regional 
Accreditation on System for Customs Clearing and Forwarding agents, etc.) after the termination 
of the Project in September 2013. 
 
 
 

(   ) Output 2: “Compliance level and capacity of customs agents are enhanced through the strengthened 
functions of customs agents associations.” 
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1-4d What are your specific achievements contributing 
to this Output? 
 
  
  
  

What are remaining activities that should be 
implemented by the end of Project to achieve 
this output? Or the next planned phase? 
  
  
  

1-4e Please indicate if there are any factors that may impede achieving this output 2. 
 
 
 

1-5a Do you think that the Project Purpose will be achieved by the end 
of the Project period (September, 2013)? 

Project purpose: “Smooth and efficient customs clearance is 
carried out with support of proper operation of OSBP by each 
customs administration and through establishing constructive 
relationships with the customs agents”. 

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other 

1-5b Why do you think so? Any contributing factors or inhibiting factors you are finding?  
 
 
 

1-5c Please list and briefly describe any challenges related to the Output 2 (i.e. Support for Customs 
Clearing and Forwarding agents, etc.) after the termination of the Project in September 2013. 
 
 
 

 

II.  Inputs 
Inputs from your country side  
2-1a Do you think that the selection of working group 

members/assignment of counterparts from your country was 
adequate in terms of expertise, number, assignment, title/function, 
etc? 

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other  

2-1b Do you have any suggestions for the improving selection and positioning of working group 
members/counterpart personnel of your country? 
 
 
 

2-2a Have the financial and in-kind inputs by your country side been 
provided sufficient and timely? 

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other  

2-2b Do you have any suggestions for improvement of provision of the financial and in-kind inputs by 
your country side?  
 
 
 

 

196－   －



Annex 2 
Terminal Evaluation on“Capacity Building for the Customs Administrations for the Eastern African Region (Phase 

2)” and the Detailed Planning Survey on the Succeeding Project 
 

 4/7 

Inputs from the Japanese side 
2-3a Do you think that the Japanese expert(s) satisfy the needs of the 

Project in terms of expertise, level of skills and knowledge, duration 
and timing of the service, etc?  
  

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other  

2-3b Do you have any suggestions for improving the dispatch of Japanese expert(s)? Or if you see they 
are very good, in particular, what points, and what were the most contributing and influencing factors 
for Purpose of the Project and Outputs?  
 
 
 

2-4a Do you think that the equipment provided by Japan was appropriate 
in terms of selection, specs, quantity, quality, timing, etc.?   

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other  

2-4b Do you have any suggestions for improving the provision of equipment? Or what points you see they 
are useful and contributing for activity implementation?  
 
 
 

2-4c Is the equipment fully utilized and maintained properly? 1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other 

2-4d If there is any item that is not fully utilized or maintained well, what is that item? What is the reason? 
On the other hand what items are mostly utilized and effective for implementing activities?  
 
 
 

2-5a Has the operational budget provided by the Japanese side 
appropriate in terms of amount and timing? 

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other  

2-5b Do you have any suggestions for improving the provision of operational budget by the Japanese 
side?  
 
 
 

 

III. Implementation process 
3-1a Have you experienced any difficulties in the decision-making 

process of the Project (through RJCC and/or working groups)? 
1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other  
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3-1b What were the difficulties? And in what way it has become barriers for implementing activities?  
 
 
 

3-2 How do you monitor the progress of your activities? (How often? In what format? To whom is it 
reported?) Is any mechanism to monitor and reflect achievement and progress of the activities?  
 
 
 

3-3a Have you experienced any difficulty in communicating with 
Japanese expert(s)?  

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other  

3-3b What were the difficulties? If you see problems, how you cope with the problems?  
 
 
 

3-4a Do you think that the Project works in good relationship with 
African and Japanese partner organizations? 

- African partner organizations: KRA, TRA, URA, RRA, DBR, 
CCAs (FEAFFA, KIFWA, TAFFA, UFFA, UCIFA, ADR, 
ABADT), and EAC, etc. 

- Japanese partner organization: JICA 

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other 

3-4b If there were any problems, what were they? And how you cope with the problems? 
 
 
 

3-4c Were there any other partner/donor organizations related to the Project? If there were, what were 
their major activities? 
 
 
 

3-4d Do you have any suggestions to improve the relationship and communications among the partner 
organizations? 
 
 
 

3-5a Do you think that African project members take initiative carrying 
out the Project activities?  

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other  

3-5b If you think that African project members do not take initiative enough, what are the reasons? And is 
there any means you or the Project try to rectify the issues?  
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IV. Five evaluation criteria – Relevance, Effectiveness, Efficiency, Impact, Sustainability 
4-1a Do you think that this Project is effective as a strategy to realize 

smooth and efficient customs clearance in the region:  
* Appropriateness of the Project Purpose and Outputs, 
* Selection of the target groups and pilot sites, 
* Selection of partner organizations and staff members,   etc.? 

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other 

4-1b Why do you think so?  
 
 
 

4-2a Do you think that the Project benefit from Japanese skills, 
knowledge and experience in this field? 

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other  

4-2b Please kindly explain specifically the reasons you answer above.  
 
 
 

4-3a Do you think that the Project Purpose will be achieved by the end of the 
Project period in Sep. 2013? 

Project Purpose: “Smooth and efficient customs clearance is carried 
out with support of proper operation of OSBP by each customs 
administration and through establishing constructive relationships 
with the customs agents.” 
Indicators: a) Clearance time at Namanga is shortened from the 
current average of 2-3 days to the average of 1 day; b) The number 
of times the customs administrations provided advice to their 
members; c) Track record of the number of smugglings detected; 
and d) The ratio of errors found in declaration documents submitted 
from the customs agents decreases. 

1. (   ) Yes, very much 
2. (   ) Yes, to some 
extent 
3. (   ) No, not much 
4. (   ) Not at all 
5. (   ) Other 

4-3b Why do you think so?  
 
 
 

4-4a Do you think that the Overall goal will be achieved within 3 to 5 
years after the Project ends in September 2013? 

Overall goal: “Efficient and effective trade facilitation is 
carried out in the region.” 

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other  

4-4b Why do you think so? 
 
 
 

4-5a Do you think that the activities and outcomes of this Project such 
as Master Trainers Programme, OJT for OSBPs, and JBS/JWS are 
sustainable after the Project ends in terms of the capacity of the 
implementing parties and the environment? (Support from the 
government, personnel, budget, technical level, etc). 
 

1. (   )  Yes, very much 
2. (   )  Yes, to some extent 
3. (   )  No, not much 
4. (   )  Not at all 
5. (   )  Other  

199－   －



Annex 2 
Terminal Evaluation on“Capacity Building for the Customs Administrations for the Eastern African Region (Phase 

2)” and the Detailed Planning Survey on the Succeeding Project 
 

 7/7 

4-5b Why do you think so? 
 
 

4-5c What challenges do you think there are in the rolling out of this Project’s activities and outcomes at 
other borders? 
 
 
 

4-6 According to you, what aspects of the Project should be further strengthened in order to achieve the 
Outputs and Project purpose? 
 
 
 

4-7a Is there any unexpected POSITIVE impact of the Project?  
 
 

4-7b Is there any unexpected NEGATIVE impact of the Project? 
 
 

 
If you have any comments, please feel free to describe below: 
 
 
 
 

 
Please return your filled-in questionnaire through email by May 6, 2013. That will greatly help to make us 
known issues to be identified about the Project before visiting the target countries from May 8, If you have a 
problem to submit by the time, please provide a hard copy to the consultant on an interview. Thank you very 
much again for your cooperation. 
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Questionnaire on the Base Data: Revenue Authorities 

Dear sir/madam, 

This is the questionnaire on the base data necessary for the Terminal Evaluation of the Japanese Technical 
Cooperation Project on “Capacity Building for the Customs Administrations for the Eastern African Region 
(Phase 2)” and the Detailed Planning Survey on the succeeding project.  

Please fill in the questionnaire as specific as possible. You may skip some questions if they are irrelevant to your 
activities in the Project. It would be highly appreciated if the filled-in questionnaire could be returned to both of 
us through email by 6th of May (Monday). You can answer this questionnaire either by handwriting or 
electronically. In case of hand writing, please kindly make the answered sheets in a PDF file (a scanned file) 
before sending to the consultant. It would be appreciated if you could share with us any relevant documents and 
reference data in line with the following questions. 

Rie Kawahara (riekawahara2004@yahoo.co.jp), Consultant-Evaluation Analysis for the Terminal Evaluation 

Kaori Koizumi (kaori.koizumi@imgpartners.com), Consultant-Evaluation Analysis for the Detailed Design Study 
 

Thank you very much for your cooperation. 

 

Name:                                   Title: 

Organization:                             Country: 

Tel number / Email:  

 

1. Duty Collection 

1-1. Please provide the amounts of duty collection. 

Customs Duty collection (million USD) 

 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

Import Duty       

Export Duty       

 

1-2. Please provide the names of the regional offices in the first column and the corresponding amounts of duty 

collection by region. You can add rows if necessary. 

Customs Duty collection by Regional Office (million USD) 

Regional office 2007 2008 2009 2010 2011 2012 
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2. Number of declaration 
Please provide the names of the border posts (with the numbers of staff) related to the on-going 
and the succeeding projects in the first column and the correspondent number of declaration. You 
can add rows if necessary. 
 Number of Declaration (at each Border Post)  

 Name of 
border post 

No. of staff at 
the border post 

2007 2008 2009 2010 2011 2012 

Total Import - - - - - - - - 
To Kenya         
To Tanzania         
To Uganda         
To Rwanda         
To Burundi         
Total Export - - - - - - - - 
From Kenya         
From 
Tanzania 

        

From 
Uganda 

        

From 
Rwanda 

        

From 
Burundi 

        

 
3. Operational Budget 
Please provide the annual operational budget for the Customs. 

Annual Budget for the Customs (million USD) 
 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

Daily activities       

IT Development/operation       

OSBP Development       

Capacity development for 
human resources 

      

Others       

Total       
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4. Expenses used for the Project on “Capacity Building for the Customs Administrations for the 
Eastern African Region (Phase 2)” 

Please provide the annual actual expenses (from FY 2009 to 2012) and the budget (for FY 2013) 
for JICA’s on-going project by expense item/category. You can answer either in USD or local 
currency.  

Annual Expenses/Budget for JICA Project (Phase 2) by item/category 
(Currency Unit:    ) 

Expense 
item/category 

     

2009      
2010      
2011      
2012      
2013 

(Budget) 
     

 
5. Partnerships with other development partners 
Are there any other on-going or planned projects by other development partners in the field of the 
border management? 

☐Yes  ☐ No 
If yes, please fill in the list below. You can add rows if necessary. 

Partner Project Name Purpose Duration 
(M/Y-M/Y) 

Budget 
(USD) 

Progress (Briefly) 

      

      

      
 
If you have any comments, please feel free to describe below: 
 
 
 

 
 

Thank you very much for your cooperation. 
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Annex 4 
 

Questionnaire for Counterparts [Rusumo component] 
 

Detailed Planning Survey on 
the Project on Capacity Development for Border Management in the Eastern African Region 

 

Dear Madam/Sir, 

This is a questionnaire for the Detailed Design Study on the Project on Capacity Development for 
Border Management in the Eastern African Region (tentative). 

The Project on Capacity Development for Customs Administration in the Eastern African Region (Phase 2) is 
now in the final year of the Project's scheduled implementation period. As the end of the scheduled project 
period (September 2013) is approaching, a detailed design study on the succeeding project (Phase 3) as well as 
a terminal evaluation of the ongoing project (Phase 2) will be conducted from the 7th to the 29th of May 2013.  

Your answers to this questionnaire will be used to design the succeeding project (Phase 3). In order to 
obtain necessary information to design the Project, we kindly request you to fill out this questionnaire based 
on your personal opinions and experiences. We would like you to make your answers as specific as possible.  

After completing this questionnaire please e-mail it to Ms. Kaori KOIZUMI (kaori.koizumi@imgpartners.com), 
the JICA consultant assigned to the evaluation study, by the 6th of May 2013 (Monday) or return it to her in person 
when you meet her at your interview. 

Thank you for your cooperation.  
JICA Evaluation Team 

 
 
Respondent’s Information  

Name:  

Title:  Organization:  

Tel:  Email:  

Country:  
 

1) What are the roles that you are playing in the activities of the on-going “Project on Capacity Development 
for Customs Administration in the Eastern African Region (Phase 2)”?  

 

 

2) To your knowledge, what are the major challenges that should be overcome by introducing OSBP model 
at Rusumo post? 
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Detailed Design Study on  
the Project on Capacity Development for Border Management in the Eastern African Region 

 

2 

3) What is the current status of the preparation for introducing OSBP model at Rusumo post (i.e. 
organization of Border Steering Committee and Technical Committee, elaboration of an action plan for 
the installation of OSBP, etc.)? 

 

 

4) To your knowledge, what are the major challenges that you foresee in introducing OSBP model at 
Rusumo post? 

 

 
 
Please provide any other comments or suggestions on/about the Project. 

 

 
Thank you very much for your cooperation. 
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